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    １１番  藤 井  明 君     １２番  鈴 木   勉 君 
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開会 午前 ９時３０分 

 

◎開会の宣告 

○議長（稲葉義仁君） 皆様、おはようございます。 

  議員の皆様におかれましては公私ともにお忙しい中御出席を賜り、厚く御礼申し上げます。 

  新型コロナウイルス感染症につきましては、従来型からより感染力の高い変異株へと移行

し、感染の拡大から東京都、北海道、沖縄県など10都道府県に緊急事態宣言が追加、延長さ

れ、さらに神奈川県、千葉県など８県の該当市町にまん延防止等重点措置が発出されている

状況にあります。 

  このような状況から、本定例会におきましても、感染症予防のためマスクの着用や手指を

清潔に保つなど皆様にご協力をいただくとともに、健康に十分御留意され審議に臨んでくだ

さいますようお願い申し上げまして、開会の挨拶といたします。 

  ただいまの出席議員は12名で、議員定数の半数に達しております。 

  よって、令和３年東伊豆町議会第２回定例会は成立しましたので、開会します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議会運営委員長の報告 

○議長（稲葉義仁君） 議会運営委員長より報告を求めます。 

  14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 皆さん、おはようございます。 

  議会運営委員会より、令和３年第２回定例会の運営について御報告いたします。 

  まず、本定例会には７名の議員より14問の一般質問が通告されております。一般質問の趣

旨をよく御理解され、円滑に質疑・答弁がなされますよう御協力をお願いいたします。 

  なお、本定例会では一般質問について、時間は60分以内、一問一答方式で行います。終了

後、新型コロナウイルス感染症対策として15分の休憩を取り換気をいたします。 

  また、町長には反問権の行使が認められております。なお、反問権に要する時間は制限時

間の60分には含みませんので、御承知ください。 
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  また、質問通告者の中で、掲示板願が14番議員より、資料配付の願いが７番、14番議員よ

り出されております。 

  本定例会の提出案件といたしましては、条例の一部改正案が１件、財産取得が１件、補正

予算案が３件、報告が１件、人事案件１件、諮問が１件、選挙が１件の合計９件の案件がそ

れぞれ日程に組み込まれております。 

  条例の一部改正につきましては、説明資料等により簡潔で分かりやすい要点説明とし、ま

た補正予算の説明につきましては、おおむね50万円以上で説明することが協議決定しました

ので、当局の皆さんもよろしくお願いいたします。 

  以上の内容を踏まえて、本定例会の会期は、本日から６月９日までの２日間とします。 

  また、議員の服装については、当局同様にクールビズを実施します。テレビ等で見ている

町民の皆さんにも見苦しくないよう御配慮をお願いします。 

  最後になりますが、議会運営委員会の所掌事務調査につきましては、議会運営に関するこ

と、議会の会議規則・委員会に関する条例等に関すること、議長の諮問に関すること、以上

３点を閉会中の継続調査としたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  議員各位には活発なる御審議と円滑な議会運営を切にお願い申し上げまして、議会運営委

員会からの報告といたします。 

  以上です。よろしく御協力お願いします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎開議の宣告 

○議長（稲葉義仁君） これより直ちに本日の会議を開きます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（稲葉義仁君） 本日の議事日程は、あらかじめ皆様のお手元に配付したとおりであり

ます。 

  議事日程に従い、議事を進めます。 
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───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（稲葉義仁君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第126条の規定により、議長において８番、村木議員、10番、

内山議員を指名いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（稲葉義仁君） 日程第２ 会期の決定を議題とします。 

  お諮りします。本定例会の会期は、本日から６月９日までの２日間にしたいと思います。

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 異議なしと認めます。よって、会期は２日間と決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第３ 諸般の報告 

○議長（稲葉義仁君） 日程第３ 諸般の報告を行います。 

  議会閉会中に提出されました例月出納検査の結果に関する報告につきましては既に送付し

ました。 

  議長の出席した会議等の報告については、お手元に資料を配付してあります。 

  会議資料については、議員控室に置きますので、御覧いただきたいと思います。 

  以上で諸般の報告を終わります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第４ 行政報告 

○議長（稲葉義仁君） 日程第４ 町長より行政報告を行います。 
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  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 皆さん、おはようございます。 

  令和３年第２回議会定例会を招集申し上げたところ、議員各位には何かとお忙しい中、御

出席を賜り厚く御礼を申し上げます。 

  定例会の開会に当たり、御挨拶を兼ね、行政諸般の報告をさせていただき、議員各位並び

に町民の皆様の御理解と御協力をお願い申し上げます。 

  国の経済状況でございますが、内閣府が５月18日発表した2021年１月から３月期の実質国

内総生産（ＧＤＰ）は、新型コロナウイルスの緊急事態宣言が響いて、前期比1.3％減、年

率換算で5.1％減となり、３四半期ぶりのマイナスとなりました。これまでに世界の主要な

国・地域の１月から３月期のＧＤＰ速報値が出そろっております。中国や米国の景気回復が

加速した一方、日本や欧州の遅れが鮮明となり、新型コロナウイルス対策の現況が反映する

結果となっております。 

  世界の主要国・地域を比べますと、４月の景気動向を示す購買担当者景気指数は、ワクチ

ン接種が進んでいるほど景況感の改善が目立つ結果となっております。ワクチン接種のスピ

ードを上げることにより、重症者数を抑制し経済活動も回復が見えてきます。政府は７月末

の高齢者接種の完了を目指しております。 

  当町におきましても、ワクチン接種を最重要課題として取り組み、５月10日より町民の方

の集団接種をスタートいたしました。現在、施設入所者を含む65歳以上の高齢者の方90.6％

に申込みをいただき、順次接種を行い、５月末現在延べ2,376名の方に接種していただきま

した。 

  当初、役場と保健センターの２か所を集団接種会場としておりましたが、国が提示してい

る高齢者の方の７月末接種完了を目指し、接種機会を増やし加速化を進めているところでご

ざいます。 

  当町の経済状況の指標の一つでもあります入湯客数は、令和２年度におきましては、新型

コロナウイルス感染症の影響によりまして、前年度からマイナス43.5％、約32万1,000人の

大幅な減少を記録し、最終的な入湯客数は41万8,515人となりました。特に観光事業者にと

って期待の大きかった伊豆最大のイベント河津桜まつりが新型コロナウイルス感染拡大で中

止となり、その影響から２月の入湯客数は前年対比マイナス65.4％の大幅な減少となりまし

た。 
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  また、令和３年度におきましても期待されたゴールデンウイーク中も緊急事態宣言や、ま

ん延防止等重点措置の影響から十分な集客ができず、ゴールデンウイーク前半は一部の宿泊

施設で「満室になった」との声は聞かれたものの、全体では例年の50％程度の宿泊にとどま

っております。予定されておりました黒船祭や稲取アウトドアフードフェスが、県の警戒レ

ベルの引上げにより相次いで中止となる中、県内におけるＧｏＴｏイートの使用が一時停止

となり、現在は人を集めてにぎわいをつくり出すことが非常に難しい状況となっております。 

  それでは、行政諸般の報告をさせていただきます。 

  初めに、防災関係ですが、４月14日、年度当初の職員動員訓練を早朝実施し、115名が参

加し、参集体制の確認を行いました。 

  今月は土砂災害防止月間となっております。新型コロナウイルス感染症により、町内での

住民参加は見合わせましたが、各地区自主防災会役員等において土砂災害危険地域の見回り、

危険区域内に居住する住民への啓蒙活動を行いました。近年、全国各地で大規模な水害、土

砂災害が発生しておりますので、崖地、急傾斜地を抱える土砂災害危険地域の住民の皆様に

おきましては、平時から避難方法、避難経路、避難場所の確認、大雨が想定される場合は事

前防衛を含めた早期避難行動をお願いいたします。 

  また、町では、停電時の備えとして、来年度までの期限限定ではありますが、ポータブル

発電機、蓄電池の購入に対し補助制度を整備しておりますので、御利用ください。さらに、

大雨でも屋内で同報無線の音声を聞くことができるコスモキャストと、またテレビに町から

のメールなどの情報を表示、伝えるテレビプッシュシステムの導入については、補助制度を

整備してありますので、それぞれの家庭環境、状況に合わせ早期に導入をしていただきます

ようお願いいたします。 

  消防団関係では、４月３日入団式を行い、再入団の団員を含め、新たに22名の消防団員が

加わることとなりました。３月をもって退団された団員の皆様には、長きにわたり消防団活

動を通じ地域貢献に寄与していただきましたことに心からお礼を申し上げますとともに、機

能別消防団員への登録をお願いいたします。消防団員の皆様には、引き続き自然災害等を含

むあらゆる災害に備え、訓練等を通じ消防署と消防団の連携が図られ、消防団本部、各分団、

消防団員１人１人の技能向上、体制強化に努めていただくようお願いするものであります。 

  町といたしましては、想定される様々な災害に備え、災害に備えた安心・安全なまちづく

りをさらに進め、減災に努めてまいります。これから梅雨、台風シーズンになります。各家

庭に配布されている防災マップで自宅周辺の被害想定を再確認するとともに、災害への対策、
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備えをお願いいたします。 

  次に、ふるさと納税寄付金についてですが、令和２年度実績は延べ2,188人、１億6,201万

7,000円となり、前年度に比べ1.44％増という結果となりました。新型コロナウイルス感染

症の影響により前年比で大幅な増減となる月もございましたが、前年度金額を上回ることが

できました。 

  財政関係でございますが、近年の税収の減少や社会保障費の増大によりまして、町財政は

大変厳しい状況にあり、今後も少子高齢化・人口減少により厳しい状況が見込まれておりま

す。今後、行政改革を推進するためには、改めて町民の皆様に財政の具体的な状況や、今後

の行政改革につきまして説明する必要があると考え、財政・行革説明会を開催いたしました。

実施に当たりましては、新型コロナウイルス感染症対策のため、３会場において５月26日か

ら28日の３日間、計５回の説明会を開催し、併せて東伊豆有線テレビやユーチューブで放

映・配信いたし、行政改革推進につきまして御理解をお願いいたしました。 

  当町における押印の見直しについてですが、国から示されました「地方公共団体における

押印見直しマニュアル」を踏まえまして、当町の押印見直し方針及び判断基準を決定、押印

の必要性につきまして全庁的に見直し及び検討を行いました。検討結果に基づきまして、東

伊豆町の執行機関の規則、その他で定めます申請書、届出書、その他書類の認印等の押印義

務付けを原則廃止することにいたしました。このために「東伊豆町申請書等の押印の特例に

関する規則」を定め、申請書等への押印の特例に関し必要な事項を定めました。これにより

まして、町の様式約1,000件のうち、法令等により押印の廃止ができないもの、今後も継続

して検討が必要なものを除く829件につきまして、令和３年４月１日より押印の廃止をいた

しました。町民の皆様の負担軽減とともに行政事務の効率化を図っております。 

  次に、企画関係ですが、４月１日付で新たに地域おこし協力隊員として樋口歩実さんが着

任いたしました。樋口さんは山口県出身で、大学卒業後にアメリカへの語学留学やイギリス

で働いた経験もあるなど、行動力のある方で、今後はワーケーションや関係人口の担当とし

て、都市と当町をつなぐ窓口になることを目指し活動していただきます。 

  また、先輩隊員である高瀬さん、藤田さんは最終年度の３年目となるため、コロナ禍では

ありますが退任後を見据えてさらに積極的に活動していただけることを期待しております。 

  交流・定住促進事業ですが、４月２日から６日までの間、芝浦工業大学の空き家改修プロ

ジェクトメンバーの学生15名が当町に滞在し、ふれあいの森管理棟の改修に着手いたしまし

た。連休中に予定していた２回目の訪問は、緊急事態宣言の発令により中止となりましたが、
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１年間をかけて学生の活動やワーケーションの拠点となるような施設への改修に取り組む予

定となっております。 

  ダイロクキッチンにつきましては、本定例会でダイロクキッチンの修繕関係の予算を計上

しております。ダイロクキッチンは開設後５年が経過いたしましたが、カフェやチャレンジ

ショップなどとして、４月は25件、５月は19件の利用がありました。その活用に伴い、従来

にはなかったコミュニティーが形成されつつあり、人口が減少する中でのまちづくりの要素

として非常に重要な動きであると考えております。 

  また、チャレンジショップ利用者の方が空き店舗を改修して飲食店の営業を始めるという

うれしいニュースもあり、このようなよい流れが今後も継続していくように、町としてもダ

イロクキッチン利用者を継続的に支援していきたいと思います。 

  次に、税務関係ですが、５月末日で令和２年度の出納を閉鎖いたしたところ、町税の収納

率は、コロナ禍による町税の徴収猶予を受けた状況などにより、前年を下回る結果となりま

した。先ほど述べましたとおり、特に入湯税につきましては、昨年４月から５月にかけて緊

急事態宣言が発令され、旅館、ホテルなどが休業状態となった影響や、第３波拡大に伴い、

今年１月８日から２月７日まで、１都３県に緊急事態宣言が実施された余波などにより、大

幅な落ち込みとなっております。 

  当町では、引き続き町政運営における貴重な自主財源である町税の確保と納税秩序の維持

に努めるとともに、各種税務研修による専門的知識及び技能の習得を通じまして、職員の資

質向上を図り、適切かつ公平な賦課徴収事務の執行に努めてまいります。 

  次に、住民福祉関係ですが、去る３月３日に、東伊豆町と河津町で組織する一部事務組合

の東河環境センターにおいて、同事業検討委員会より一般家庭などからの収集ごみ等につい

ては、近隣市町並みとすることが妥当とする答申が同管理者宛てに提出されました。両町は、

ごみの排出割合やリサイクル率が県下で最も低い部類となっており、循環型社会形成をより

推進するため、有料化は有効な施策であると位置づけられたことを受け、今後、両町での連

携を図りながら目的を達成していくこととなります。 

  ５月30日に環境美化推進運動の一環として町内一斉のクリーン作戦を実施し、多くの町民

に御参加いただいた中で、快適で住みよい環境の保全に努めていただきました。町民並びに

関係各位の御協力に感謝申し上げます。引き続き、身近な取組といたしまして、ごみの減量

化、再利用、再資源化を実践していただけるよう、御協力をお願いいたします。 

  交通安全関係では、４月６日から15日まで春の全国交通安全運動が実施され、４月８日に
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は、交通指導員、学校及びＰＴＡ等の御協力のもと、朝の街頭指導を実施し、交通ルールと

マナーの徹底を呼びかけいたしました。参加いただきました関係各位には厚く御礼申し上げ

ます。 

  福祉関係ですが、経済的に新型コロナウイルスの影響を受けている子育て世帯の生活を支

援する取組の一つとして、児童扶養手当受給者に対象児童１人当たり一律５万円を支給いた

しました。その他の子育て世帯に対する給付金は住民税非課税世帯が条件ですが、準備でき

次第給付いたします。 

  ４月20日には、元東伊豆町監査委員で稲取在住の渡邉穣様より、ご母堂様の香典の一部20

万円を社会福祉向上のために役立ててほしいと御寄付をいただきました。心より御礼を申し

上げますとともに、有効に活用させていただきたいと存じます。 

  次に、健康づくり関係では、保健事業につきまして感染症予防対策を講じて実施しており

ます。 

  介護保険関係では、コロナウイルス感染症対策を実施しております介護事業所または福祉

事業所を有する法人に対し、１法人当たり10万円、合計で14法人、140万円の支援金を交付

いたしました。 

  また、介護予防事業の一環として、75歳に到達した方を対象に健康相談等を行うライフプ

ランセミナーを６月から新規に実施いたします。 

  次に、建設整備関係ですが、梅雨時の災害発生を未然に防止することを目的に、県と連携

して町内の２級河川である大川川、濁川、白田川及び稲取大川の河川パトロールを実施し、

情報共有を図りながら、河川の異常時には迅速に対応してまいります。 

  地籍調査事業につきましては、賀茂地域１市５町と静岡県で共同実施に関する協定を結び、

平成29年度より実施しております。今年度につきましても、津波浸水区域を含む片瀬のまき

ば釣具店から県道熱川片瀬線の国道下の区域であります片瀬Ⅱ地区の0.03平方キロメートル

及び白田の町道白田臨港線から稲取寄りの国道下の区域であります白田Ⅰ地区の0.04平方キ

ロメートルにつきまして、官民全ての筆界を確認するため、業務委託にする予定でおります

ので、対象地区の土地所有者におかれましては、境界立会い等、御協力をお願いいたします。 

  なお、白田地区にあるマリンハイツ別荘地付近の農道におきまして崩土が発生したため、

復旧に要するための費用を今回の補正予算に計上させていただきましたので、よろしく御審

議のほどお願いいたします。 

  次に、観光・商工関係ですが、第３次地方創生臨時交付金を活用し、引き続き事業者支援
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を行っております。 

  まず、事業者から要望の強かった事業継続化支援金の給付につきましては、４月20日より

東伊豆町商工会にて受け付けしており、１次産業を含む町内企業及び個人事業主を対象に、

宿泊業・飲食業・大型施設につきましては20万円を、その他の事業者については10万円の給

付申請を受け付けております。５月末現在の給付実績は345件、4,580万円となっております。

受付期間は６月30日までとなっておりますので、忘れずに商工会まで御相談くださるようお

願いいたします。 

  感染予防対策の徹底を図り、安心して町内の施設・店舗を利用していただくため、コロナ

対策に対する備品の購入に対する補助を行っております。第１弾では購入費に対する５割補

助、第２弾ではさらなる感染予防環境の整備を図るべく限度額を上げ、９割補助を実施して

おります。 

  なお、第２次の備品購入費補助金の給付実績は、５月末現在250件、3,636万円となってお

ります。６月30日まで期間の延長を図り対応しておりますので、いまだ申請されていない事

業所の皆様は積極的に感染予防対策を行っていただくよう補助金の活用をお願いいたします。 

  また、６月からは景気喚起策として、プレミアム商品券の販売も開始いたします。今回は

１世帯につき１セット3,000円を最大７セットまで購入可能といたします。よって、２万

1,000円の商品券を購入いたしますとプレミアム率50％で、額面３万1,500円の商品の購入が

できます。６月中旬からネットを含めた予約販売を行い、９月末までが利用期限となります。

町内旅館への宿泊や各種施設の利用が可能であり、町内約400店舗・事業所で利用できるよ

う想定しております。大変お得な商品券ですので、町民の皆様には、この機会の御購入をお

勧めいたします。 

  続きまして、資金繰りの支援につきましては、中小企業・小規模事業者向けの静岡県融資

制度「経済変動対策貸付制度」の利用者に対し利子補給を行い、令和２年度から３年間の予

算措置を講じていきます。令和２年度の実績につきましては40件、1,586万円となりました。

なお、保証協会の申請に必要な認定事務につきましては、昨年からの合計で235件の処理を

行っております。 

  今回の補正予算に計上させていただきます観光地ワーケーション受入環境整備促進事業費

補助金につきましては、ワーケーションの受入れに必要なワークスペースやＷｉ－Ｆｉ環境

の整備等に係る経費について、県の財源を100％活用して宿泊施設の事業者に補助を行うも

のでございます。これまでに意向調査を行ったところ、16件の宿泊業者から利用希望があり
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ました。今後は要綱を作成し、予算の範囲内で申請を受け付けたいと思いますので、御理解

賜りますようお願いいたします。 

  経済波及効果が高い住宅リフォーム振興事業補助金につきましては、昨年度の申請件数は

73件、補助金額が1,138万円となり、補助対象工事費は１億2,272万円を超えております。な

お、高い需要から２回の補正予算により予算の増額をいたしました。新築住宅等の建築件数

が伸び悩む中、対象工事費の20％、最大20万円が補助される大変有利な制度となっておりま

すので、引き続き多くの町民の方に活用いただければと思います。 

  イベント関係ですが、相次ぐイベント中止の中で、４月25日、町民ゴルフ大会が開催され、

新型コロナウイルス感染対策の影響で閉会式等の式典がない中でも、106名の参加者が集い、

晴天の下プレーを楽しみました。新型コロナウイルス変異株の拡大によりまして従来以上に

イベントの開催が難しくなってはおりますが、感染対策の徹底を図りながら、運営方法を工

夫し、屋外を中心に実施していきたいと考えております。 

  次に、教育関係であります。 

  新型コロナウイルス感染症への不安はいまだ続いているところですが、学校関係において

は感染症対策を講じた上で入学式や各種行事を順調に実施しております。子供たちや保護者

の皆様はもとより、先生方、学校関係の方々も通常どおりの生活とは言えない状況ではあり

ますが、確実な教育行政の実施を続けてまいりたいと考えておりますので、御理解と御協力

をお願い申し上げます。 

  また、昨年度は教育分野の重要案件であります小中一貫教育の説明会などが、新型コロナ

ウイルス感染症の影響で実施できておりませんでした。町民の皆様には「教育委員会だよ

り」として回覧などにて現状の御説明を13回にわたりお知らせしておりますが、今後も継続

して発行してまいります。 

  さらに、感染症の状況次第となりますが、今月から保護者、町民の皆様に説明会を開催し

ていく所存です。事前に申込みが必要となりますが、積極的に御参加くださいますようお願

いいたします。 

  また、当町におきましても少子化が進む中、幼児教育施設の再編も課題となってきており

ます。このため町立幼稚園につきまして早急に町の方針を決めていかなければなりませんの

で、協議会などにて検討を重ねてまいります。 

  社会教育関係では、首都圏の緊急事態宣言下において、町立の体育館センターや総合グラ

ウンドといった施設の県外者への貸出しを中止させていただき、御迷惑をおかけいたしてお
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ります。宣言解除後は、注意はしつつも通常の貸出しを再開させていただき、健康的にスポ

ーツを楽しんでいただきたいと存じます。 

  学校体育館等におきましては、これまでも近隣の感染状況を判断し、貸出しを続けており

ますので、町内の皆様におかれましても個々の趣味や体力づくりに活用いただければ幸いで

ございます。 

  また、生涯学習等各種事業におきましても、対策を取りながら実施をしているところであ

りますので、御興味のある方は積極的に参加をしていただきたいと思います。 

  町立図書館では、感染症対策強化のため貸出図書用の消毒機を導入いたしました。図書に

送風し自動でページ間まで消毒する機器でございますので、手間もかからず安心して借りる

ことができます。町立図書館をこれまで以上に積極的に御利用いただきたいと思っておりま

す。 

  建築から20年が経過している学校給食センターでは、近年、空調機器の不調が発生し、更

新時期となっておりましたが、財政的な事情により機器の系統ごとに中期的な計画を立て更

新を計画していたところでございます。しかしながら、今年度から給食センターの空調機器

が新たに国庫補助の対象となったことから、この機会に未更新であった残りの３系統を更新

する計画を立てました。近年の異常な気温上昇に鑑みますと、早急な対策が必要となってお

りましたので、この機会を逃さず対応してまいりたいと存じます。 

  機器の更新につきましては、夏休み期間中に集中して工事を実施したいことから、今回の

補正予算に計上させていただいておりますので、御理解くださいますようお願い申し上げま

す。 

  次に、水道事業関係でありますが、令和２年度の水道事業会計は３月末で出納を閉鎖いた

しました。 

  概要といたしまして、収益面ではコロナ対応の事業所休業などの影響により使用水量が減

少し、営業収益が前年対比1,118万円、2.7％の減収となりました。 

  一方、費用面では、電力会社を変更したことにより動力費が削減できたこともあり、予算

では損失を想定しておりましたが、結果的には、わずかではありますが純利益を確保するこ

とができたところであります。 

  しかしながら、今後も厳しい経営状況が想定されているため、新規井戸の活用など、計画

に沿って事業を着実に推進し、経費削減やリスク分散などに努め、継続的に安全安心な水の

供給を行っていけるよう取り組んでまいりたいと考えておりますので、御理解をお願いいた
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します。 

  新型コロナウイルス感染症は、変異株による感染が拡大してきており、県内では新規感染

者の８割がイギリス由来の変異株による感染となっておりますが、先月、イギリス由来の変

異種により感染力が強いとされるインド由来の変異株が確認されており、年齢を問わず感染

が拡大しております。また、感染経路につきましても不明の事案が増えており、誰でも感染

するリスクが高まっております。 

  町民の皆様におかれましては、国・県、町から発せられる情報を基に感染防止対策、感染

防止行動の徹底をお願いいたします。 

  なお、町民の方から数件、感染及び感染者等に関するお問い合わせをいただいております

が、県においてプライバシー及び人権保護を重視した、感染者等の意思を確認した範囲で町

へ情報が提供されることになっております。 

  町では、県の情報を町民の皆様に提供しており、発信した内容以外の情報は町に届いてお

りませんので、町民の皆様には御理解をお願いいたします。 

  終わりに当たり、町民の皆様の節度ある行動に対しまして心よりお礼申し上げますととも

に、今後も引き続き、新型コロナウイルス感染症につきましては慎重かつ節度ある行動をし

ていただけますようお願いいたしまして、行政諸般の報告とさせていただきます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第５ 一般質問 

○議長（稲葉義仁君） 日程第５ 一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問、答弁を含め60分以内で、本定例会は一問一答方式により行います。 

  また、町長の反問権については、議長の許可の下、行使することが可能です。なお、反問

権行使に要する時間は持ち時間60分に含めませんので、ご承知ください。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 楠 山 節 雄 君 

○議長（稲葉義仁君） １番、楠山議員の第１問、小中一貫教育についてを許します。 

  １番、楠山議員。 
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（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） おはようございます。 

  私は今回２問通告をしてありますので、一問一答の形でお願いをしたいと思います。 

  まず、１問目、小中一貫教育について。 

  前教育長は、学校の統合ではなく、小中一貫教育を推し進めるとの考えを示しています。

そこで、以下の点をお尋ねします。 

  １点目、教育長が交代して新体制がスタートしましたが、統合ではなく、従来どおり一貫

教育を進めるとの方針に変わりはありませんか。 

  ２点目、厳しい町の財政状況や、少子化が進む中で、行財政のスリム化をこれからも推し

進めなければなりませんが、一貫教育を実施することにより行財政上の効果について新教育

長はどういうお考えか、よろしくお願いします。 

○議長（稲葉義仁君） 第１問の答弁を求めます。 

  町長。 

○町長（太田長八君） 教育関係でございますので、教育長より答弁させますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（稲葉義仁君） 教育長。 

（教育長 横山尋司君登壇） 

○教育長（横山尋司君） それでは、楠山議員の第１問、小中一貫教育については２点からの

質問ですので、順次お答えいたします。 

  まず、１点目についてですが、従来どおり小中一貫教育を進めていくという方針に変わり

はありません。 

  平成30年度から令和元年度の２年間にわたり小中一貫教育研究会が設置され、その中で全

国の小中一貫校の現状や近隣の一貫校の視察等を基に、これからの学校教育環境の在り方に

ついて研究してまいりました。私自身もそのメンバーの一員として参加し、小中一貫教育の

有用性を勉強させていただきました。 

  したがって、小中一貫教育研究会から出された提言を重んじ、東伊豆町における小中一貫

教育を推進していきたいと考えております。 

  次に、２点目についてですが、行財政上の効果はということですので、どのくらいの経費

の削減ができるのかという質問と解釈し、説明させていただきます。 

  現在の計画で申しますと、熱川地区、稲取地区にそれぞれ施設一体型の小中一貫校を整備
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する方針となっておりますので、それが実現した場合は、現在の４つの学校が２校となるわ

けですから、その部分では施設の維持管理費が減額となる見込みです。 

  児童生徒への支援体制や教職員への支援は縮小するわけにはいかないと考えておりますが、

こちらも学校数が減ることにより経費が減額となる部分も見込まれます。 

  あくまで現状で考えた場合であり、開校準備の費用などを無視した年間経費の試算ですが、

現在の８％減、1,700万円ほどは減額となる見込みです。 

  教育委員会といたしましては、町の子供たちに最適な環境で最高の教育を提供していくこ

とが使命ですので、そのための支援を当局側に求めていくことに変わりはありません。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） 本当に学校現場一筋の教育長が行政との違いに戸惑っていることだと

か、あるいは苦慮していることも本当に多いのかなという中で、今回質問をさせていただい

たんですけれども、今回も、私を含めて何人かが町の教育のことに関する質問、それから過

去にも、もう何人かが同じような内容の質問をされていると思うんですよ。それは、やっぱ

り議員のみならず、子供たちの保護者も含めて、今後の町の教育がどういうふうにいくのか

という、その辺で心配をしている方が多い中で、こういう形になっていると思います。 

  今、教育長のほうから研究会の提言を重んじて一貫教育を進めるよというお話しなんです

けれども、私の考え方は、基本的には一貫教育じゃなくて、子供たちが減少する中、学校の

統合ということがずっと頭に離れないわけなんですけれども、この後、ほかの議員の方の質

問内容にもあると思うんですけれども、例えばクラブ活動なんかも現状維持ができないとい

う、そんな内容もあります。その辺で、統合みたいな考え方というのは、一貫教育を進める

よということですから全く頭の中にないのかどうなのか、そんなことも含めて検討がされて、

こちらのほうが優位性が高かったのか、その辺をもしお話しできれば聞かせていただきたい

と思います。 

○議長（稲葉義仁君） 教育長。 

○教育長（横山尋司君） 御案内のとおり、６月22日、24日で熱川地区、29、30に稲取地区で

小中一貫校の説明会を実施する予定です。年内に、そのほかにも何回か実施する予定ですが、

その中では、保護者、地域の住民にアンケートも取ります。その中で、そのような声も聞か

れる可能性もありますが、それらを総合して判断して進めていきたいなというふうに考えて
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おりますので、御理解ください。 

○議長（稲葉義仁君） １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） 自分の考え方もやっぱり統合のほうがいいのかなということは、この

後ちょっとまたほかの部分の中でも触れさせていただきたいと思うんですけれども、賀茂地

区のほとんどの市町が小中一貫教育ではなくて、統合の方向で動いて、それが実現をしてい

るという状況ですので、今、アンケートも実施をされて、保護者も含めて関係者の意見を聞

きながら総合的に判断をするということですので、ぜひそれはお願いをしたいなというふう

に思っています。 

  一貫教育のデメリットもあると思うんですけれども、メリットもやっぱりいっぱいあるん

ですよね。その中で特に言われているのが、中学校生活のスムーズさ、中１ギャップという

のは私もインターネットで初めて知ったんですけれども、小学校から中学校に入ると学校の

環境が著しく変わる。そのことによって子供たちが不登校になったり、あるいは成績が低下

をするという、そういうものを見据えて一貫教育が始まったと理解をしているんですけれど

も、そういう中で年齢別の子供の少なさというのが、どうも私は統合のほうに考え方が行っ

てしまうんですけれども、４月30日現在のゼロ歳児が21名、約20名ですよね。行財政改革の

説明会なんかでも説明を受けた中で、将来的には東伊豆町も今の１万1,000人から7,000人ぐ

らいまで人口が減少するということですので、当然、子供たちが増えるような施策を町の中

でも打っていくと思うんですけれども、それでも減っていくと思うんですね。 

  そうすると、極端なことを言うと、例えば今20人が半減をしないにしても、15人ぐらいに

なったときに、小中一貫教育だと１学年に７名程度しかいないという状況の中で、そこには

やっぱり質を落とさないために教員を複数学級じゃなくて１人１人張りつけをしなければな

らないということで、先ほど８％、1,000万強が移管になることによって削減がされるとい

うことなんですけれども、そうした子供たちの高い教育レベルを維持していくのに、なかな

か行政改革と相反するような状況が生まれてしまうんではないかなという思いが私にはあり

ます。 

  そんなことで、今後の子供たちの減少ということを考えると、その辺が小中一貫教育でい

いのかなという思いがしていますけれども、教育長は、その子供たちの減少についてどうい

うふうにお考えでしょうか。 

○議長（稲葉義仁君） 教育長。 
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○教育長（横山尋司君） 先ほど申し上げた一貫教育研究会の中で、今後の児童生徒の減少に

ついてはある程度は予想はしていたんですが、今のゼロ歳児のこの現象に関しては、予想を

はるかに超えてしまっていました。コロナ禍の影響と一言で言ってしまえばそれまでなので

すけれども、ここまで減少することは、はっきり言って予想はしていませんでした。ある程

度下がっていくことは予想はしていたんですけれども、その中で、統合のほうがいいかどう

かというご意見なんですけれども、何に視点を当てるかによって、どの観点で教育を見るか

によってかなり違ってくると思っています。 

  例えば、統合によるスケールメリットというのは結構あるんですけれども、今の稲取中学

校、熱川中学校で考えてみたときに、稲取中学校が中学１年生が43人、熱川中学校が26人、

稲取中学校２年生が32人、熱川中学校が26人。中３、稲取中学校38人、熱川中学校33人です。

そうすると全校で約200人ぐらいなるんですが、現状は稲取中学校は５クラスあります。そ

れは静岡式35人学級の恩恵にあずかって５クラスになっています。熱川中学校は３クラスで

す。合計すると８クラスあるんですよね。それを統合すると６クラスになる。合わせて８ク

ラスが６クラスになる。 

  現状、教員は正規の教員というか、校長、教頭、事務、用教を抜いた教員は、両方の学校

を合わせて16名います。それが統合して１校になると10名に減ります。これは義務標準法と

いうのがあって、クラス数によって先生の数が決まります。今、国では40人学級です、１ク

ラス。41人になると２クラスになるんですけれども、40人学級なので６クラス、６クラスに

は10名の正規の教諭が割り当てられます。 

  ですので、人数が増えて部活動がたくさんできるかといったら、そういうこともなかなか

難しいです。そういうことを考えると、統合することによって部活動の自由選択肢が増える

とか、よりよい教育ができるかといったら、よりよい教育ができるんですけれども、必ずし

もそういうわけにはいかないところもあるというところで、小中一貫ですと、今の教員数は

確保できる、今のクラス数も確保できる。そういう視点あるいは観点によって見方が変わっ

てくると思いますので、その点をご理解いただけるとありがたいです。 

○議長（稲葉義仁君） １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） 今、中学の例を挙げて説明をしていただいたんですけれども、その人

数を今後はやっぱり確保していくというのが本当に難しくなるということは、さっき言った

ようにゼロ歳児が21人、１歳児も38人、その上も31だとか、30人台ぐらいが並んでいる中で、
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本当に今言われたような内容で推移をするというふうには私は捉えておりませんけれども、

その辺はぜひ研究をしていただきたいなと思います。 

  小中一貫教育が東伊豆町でも話題になったというか、いろいろ取り沙汰されて、議会でも

そういう先進地のところに視察に行ったのがもう８年ぐらい前だというふうに言われている

んですよね、先ほど聞いたんですけれども。そうすると、そういう前から小中一貫教育とい

うのが議論されたり、関心が持たれたりして動きがされているんですけれども、今回、行政

改革の説明会に私が出させていただいた中で、幼稚園の統合が３年後、小中一貫が５年後と

いうふうな説明を受けたんですよ。そうすると、以前からもそういう話題が持ち上がったと

思うんですけれども、この辺がなぜこれだけ遅くにずれ込んでいくのか、その辺が課題だな

というふうに私は思っています。統合にしたって、一貫校にしたって、それを実施するとい

うのは抵抗勢力もあったりして、本当に前へ進むのが大変だというのは、私も行政にいた人

間ですので、それは重々承知をしていますけれども、これらについては子供の減少ですとか、

行財政改革を進めていく中で避けては通れない内容だと思うんですね。ですので、ぜひスピ

ード感を持って一日も早く方向性を決めていただきたいなというふうに私は思います。 

  もちろん反対も賛成もあるでしょうけれども、そうしたことが進めていく上で意識を持つ

ということが早くその方向性を決定づける状況になっていくのかなというふうに思いますの

で、スピード感がないのではないかというのは、議員からも聞こえてきますし、町民という

か保護者のほうからも安心感を持つために早めに決定をしていただきたいよという声も聞か

れます。ですので、その辺を含めてちょっと教育長に最後、御答弁いただければと思います。 

○議長（稲葉義仁君） 教育長。 

○教育長（横山尋司君） いろいろ貴重な御意見ありがとうございます。スピード感を持って

ということは確かに分かるような気がするんですけれども、昨年、本当は準備会を立ち上げ

てどんどん進めていく予定だったんですけれども、コロナの影響によってそれができなくな

ってしまって、１年ずつずれてしまったんですけれども、例えば統合を決めたとしても最低

２年から３年はかかります、実施できるのは。というのは、当町が進めているのは小中一貫

校ですので、教員の数は、先ほども言ったように減ることはないんですけれども、統合の場

合には教員数が減ってしまいます。教員数が減ることによって、次年度の採用の人数が左右

されます。ですので、統合を決めましたよ、統合しますよというのがいつになるかによって、

来年度採用する人数がどのぐらいになるか、減るかということが決まってきたりするもので、

いろいろ手続の関係で２年から３年がかかる。あと準備の期間でやっぱりそれぐらいがかか
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ってしまう。 

  たまたま私、大川小学校の統合のときに校長をしていましたので、その準備がいかに大変

なのかは身をもって分かっています。ですので、どういう形になるか、今後の説明会あるい

は保護者、住民の意見を基にして決めていくんですけれども、なるべく早く決めて、スピー

ド感を持ってやっていきたいなというふうに思っておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（稲葉義仁君） １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） 本当に簡単に物事が進むわけじゃなくて、今教育長がおっしゃったよ

うに、様々な問題を解決していかなきゃならないということで時間も要するということであ

れば、本当に早めにぜひ動き出しをしていただいて、コロナ禍でなかなかできなかったとい

う要素もあると思うんですけれども、そこら辺、早めに方向性を決めていただければなとい

うふうなお願いをさせていただいて、質問を終了したいと思います。 

  答弁は結構です。 

○議長（稲葉義仁君） 次に、第２問、ゴミの有料化についてを許します。 

  １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） ２点目ですけれども、ゴミの有料化について。 

  厳しい町の財政状況や、ごみの減量化、あるいは施設の延命化を考え、ごみの有料化を検

討するため事業検討委員会に諮問を行い、近隣市町村並みに引き上げるべきとの答申を受け

ていますが、以下の点をお尋ねします。 

  １点目、現在、当町では、ごみの有料化に向けて動き始めていますが、コロナ禍の中、ど

のようなタイムスケジュールで計画を進めるのか。 

  ２点目、有料化によるメリット、デメリットをどうお考えか。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（稲葉義仁君） 第２問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 楠山議員の第２問、ゴミの有料化については２点からの質問ですので、

順次お答えいたします。 
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  １点目についてですが、ごみの処理料金の見直しにつきましては、令和３年３月、東河環

境センター事業検討委員会からの答申の中で、「家庭などからの収集ごみにつきましては、

循環型社会形成をより推進するため有料化は有効な施策、料金設定につきましては近隣市町

並みとすることが妥当」と示されたことを受け、詳細を広報「ひがしいず」５月号でお知ら

せしたところでございます。 

  現在、導入プロセスや期待する効果につきましては検討作業を進めており、制度設計が整

った後に議会との協議、住民説明会の開催及び関係者との調整を図り、有料化の円滑な導入

及び実施を目指していくこととなります。 

  新型コロナウイルスが猛威を振るう中、全国的にワクチン接種が始まりまして、早期収束

を期待するところではございますが、一方で、循環型社会形成の推進につきましても早急に

取り組むべき課題であることから、河津町との連携を密に取りながら事業を推進してまいり

ます。 

  次に、２点目についてですが、有料化によりましてごみへの関心が高まることで、ごみの

排出量の抑制やリサイクル率の向上が見込まれることに加え、焼却施設の延命化、燃料費、

電気代等の削減効果が期待できる一方、不法投棄の懸念、各家庭でのごみ処理手数料の負担

といった問題も考えられます。 

  しかしながら、従来は、ごみ袋の代金のみで受益者による応分の負担が図られてこなかっ

たことを鑑みますと、排出量に応じた負担の公平性が確保できるといった観点から、ごみの

有料化は行政が取り組むべき重要な課題と捉えております。 

○議長（稲葉義仁君） １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） 事業検討委員会のお話が出ました。検討委員会を立ち上げて７か月で

提案・提言、答申がされているんですよね。町長は、熱川支所の廃止も含めていろいろ行財

政改革を打ち出しているじゃないですか。町の財政が厳しいというのがその裏返しで、そう

いう様々な行政改革を取り組んでいます。説明会の中で総務課長のほうからこういう資料を

いただいた中では、本当にいろんなことに取り組んで、町が生き残るための方向性を模索を

している部分もありますし、実証していこうということで動いているんですけれども、ごみ

の有料化というのは、もう過去からやらなければならないということの中で、なぜこの時期

までそういう検討がなされたというか、実施の方向性に向かなかったのか、その辺、要因が

ありますか。あったら教えてください。 
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○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） このごみの有料化はもう町としては懸案事項といいますか、これが単

独なら早急にやりたいが、河津町との両方で組合が立ち上げられておりますので、やっぱり

河津町と一致しなければできませんので、そういう中で、最近やっとこのごみの有料化につ

きましては、河津町も意見が一致しましたもので、そして答申も、一応望ましいということ

を受けましたので、それで今回お願いしたい。 

  町といたしましては、前々からやりたいのが現状でございますけれども、これが河津町と

の２町の事業でありますので、それが増えた原因だと私は考えております。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） 検討委員会の中では様々なほかの市町村の現状みたいなものも県下の

内容も調査をされていると思うんですけれども、やっぱりごみの排出量が県下でワースト２

位、リサイクルに関しては一番ビリ、この現状というのは、ごみの有料化というそこの部分

の取組がなされなかったことによって、こうした現状が生まれているのではないかなと、こ

れ誰も考えるのかなと思うんですけれども、町長はその辺の認識はどんなでしょうか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） 壇上でも言ったように、やはり安いということによって住民の意識が、

色々な面で一生懸命やっているけれども少ないのかなと考えております。有料化になればお

金が負担がまたかかってきますので、それが現状課題で進むのではないかと考えております

ので。そういう認識でございます。 

○議長（稲葉義仁君） １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） 町長さっき言ったように、受益者負担も含め、メリットを何点か上げ

ていただいたんですけれども、やはり施設の延命化だとか、経費の削減、こうしたことがご

みの減量化によってなされるわけですね。それ以外にもいっぱいあると思うんです。デメリ

ットは不法投棄だとか、今度は収集の袋を高いものじゃなくて、安いもので出してしまうと

か、そういう人たちのごみについては多分持っていかないと思うんです、そういう懸念もあ

ると思うんですけれども、町が本当にこの厳しい中で、ごみの有料化にしてもそれほど莫大

な金が入ってくるわけではないんですよね。でも、その意識も含めて、そうしたことが大切
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だというふうに思っていますので、これは説明会も行うと思うんですけれども、ぜひ町民の

理解をもらって前に進めていただきたいなというふうに私は思います。 

  それで、今、行政報告の中にも厳しい町内経済、家庭も含めて環境にあるんですよね。そ

のことによって、これらの実施に至るまでのタイムスケジュールみたいなものというのをど

ういうふうにお考えですか。やっぱり遅れてきますか、それともそのまま進めるという考え

方ですか。 

  よろしくお願いします。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） 詳しいタイムスケジュールは担当課長から説明いたさせますけれども、

基本的には、昨日、区長会があったときに、７月頃、住民説明、これはコロナの関係があり

ますから、定数予約制にした中でやって、そして河津町の町長との話合いの中では、一応、

令和４年度には実施していきたいなと、町長ではそういう考えになっております。 

  タイムスケジュールにつきましては担当課長に説明させます。 

○議長（稲葉義仁君） 住民福祉課長。 

○住民福祉課長（福岡俊裕君） それでは、タイムスケジュールについてお答えいたします。 

  まず、大前提となりますのは、先ほど町長申し上げましたように、河津町と歩調を合わせ

て進めることということが大前提でございます。その中で、新型コロナウイルス感染症の状

況によりましてスケジュールには若干の変更が生じる可能性はございますけれども、おおむ

ね今申し上げる内容で考えております。 

  まず最初に、広報「ひがしいず」の５月号によりまして東河環境センター事業検討委員会

より答申が出まして、有料化について検討するようにということで広報でまずお知らせをし

ております。これを受けまして、住民説明会を７月から８月あたりの日程で現在調整を図っ

ております。 

  その後、議会との協議、条例改正、予算の補正等を経まして、来年度の４年４月から事業

を開始ということで、今スケジュールを調整しているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（稲葉義仁君） １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） 今回は一番重要なことは、議会の了解等の手続というのもあると思う

んですけれども、河津町とのすり合わせになってくると思いますので、コロナ禍ではありま
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すけれども、そんな多くの人数が集まって協議するということではないでしょうから、本当

にトップ会談みたいな形の中で、その辺の進め方というのは確認できるわけですから、今４

月スタートということですから、思ったより早くスタートするのかなということですので、

その実現に向けて努力をしていただくようなことで、最後お伺いをしたいと思います。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） これは、町としましては近々にやりたい課題でございますので、令和

４年これは実施できるような方向でいきたいと考えております。東河の方に組合規約があり

ますもので、そこには両町の議員がいますもので、そういうことを煮詰めた中で、またそこ

で議員さんに承諾していただき、また各町ももんでいただいた中で議員に説明していただい

て、できるだけ４月に実践できるような方向で町は考えて、また河津町の町長もそういう考

えでございますもので、またよろしくお願いいたしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 以上で、楠山議員の一般質問を終結します。 

  この際、11時まで休憩とします。 

 

休憩 午前１０時４２分 

 

再開 午前１１時００分 

 

○議長（稲葉義仁君） 休憩を閉じ再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 栗 原 京 子 君 

○議長（稲葉義仁君） ５番、栗原議員の第１問、幼児教育のあり方についてを許します。 

  ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） こんにちは。よろしくお願いいたします。 

  幼児教育のあり方について。 

  少子化が進む中、当町においては小中一貫校開設に向けて準備を進めているところである。
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今後、幼稚園や保育園の在り方について、昨年12月定例会での楠山議員に対しての答弁の中

で、早期に検討していくと聞いているが、以下の点についてを伺う。 

  １、園児数が減少傾向にある状況で、町として幼稚園の在り方をどう考えているか。 

  ２、今年度中に協議会を立ち上げると聞いているが、立ち上げの時期とその後のスケジュ

ールは。 

  ３、幼稚園給食の提供については、現在の状況で提供できるようにするためにどうするか

を議論していくとのことだったが、進捗状況は。 

  以上、お願いいたします。 

○議長（稲葉義仁君） 第１問の答弁を求めます。 

  町長。 

○町長（太田長八君） それでは、幼児教育の問題なので、教育長より答弁いたさせます。 

○議長（稲葉義仁君） 教育長。 

（教育長 横山尋司君登壇） 

○教育長（横山尋司君） では、栗原議員の第１問、幼児教育の在り方については３点からの

質問ですが、関連がございますので一括してお答えいたします。 

  御質問のとおり、少子化や幼児教育無償化等の影響により、幼稚園の入園者は急速に減少

しており、早急な対応が迫られているところです。 

  そこで、将来の幼稚園の在り方をどうすべきか、町の方々や保護者、教育現場の人たちに

検討していただくために、学校教育環境整備委員会を５月25日に開催いたしました。初回で

したので、現状の御説明をした上で、町立幼稚園の規模及び配置の適正化に関する考え方や

整備など、具体的な方策について諮問をさせていただきました。 

  今年の11月を目標に答申をいただく予定をお示ししてございますので、答申を受けた後、

皆様に具体的な方策をお知らせできると考えております。 

  ですので、２点目については、この環境整備委員会にて進めていくこととなります。 

  また、３点目の給食につきましても、現状での課題等を御説明しながら、この委員会にて

検討していただく考えでおりますので、御理解ください。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） ただいま教育長のほうから、５月25日に環境整備委員会が立ち上がっ
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て、具体的な方策を示し、また今年11月に答申を受け、その後、皆様にお知らせするという

お答えをいただきました。 

  この説明会、やっぱり初回であったので、いきなり町の考えを示すというのとはちょっと

違うのかもしれませんけれども、結構内容というか、どういう状況だったのか伺ったら、い

ろんな意見が出て、やはり先日の財政行革説明会の中で３年後の幼稚園の統合をというお話

が出た翌日に新聞報道されて、現場の幼稚園の先生もその整備委員会の皆様も、私たちもも

ちろん初めてその新聞報道で、３年後の幼稚園を統合するんだなということを知った状態な

んですけれども、やはり町としてのお考えを最初に示す必要はあったのかなというふうに思

います。 

  町民の皆さんは、子供がこれだけ少なくなってきているから学校も統合していくことだし、

幼稚園も統合するんだろうなという考えはお持ちでしょうけれども、それを正式にというか、

ああいう形で知ってしまうというのは、ちょっとまずかったんではないのかなというふうに

感じています。 

  その環境整備委員会ですけれども、これからどういう形でというか、結構頻繁というか、

回数というか、どういうふうに進めていくとお考えでしょうか、そこら辺ちょっと教えてく

ださい。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） 改正準備は教育長から答弁いたさせますけれども、教育長は３年後、

これはたしかに唐突かも分かりません。それでも、そこは反省しなければならないかと考え

ておりますけれども、何しろ子供が少ないと。稲取保育園が民間の認定こども園をやると聞

いておりますので、これはある程度早急にやらないと、この幼稚園がどのようになるかとい

う中で、これはやっていきたいなと考える。そういう中で、反省するところは反省して、も

っと早めに言えばよかったなどと反省しております。その辺は御理解願いたいと思います。 

  スケジュールにつきましては教育長に答弁をさせます。 

○議長（稲葉義仁君） 教育長。 

○教育長（横山尋司君） 環境整備委員会のメンバーに関しては、両園のＰＴＡ会長あるいは

幼稚園長、小中学校の校長、その他区長代表とか、いろいろな地域の方々に入ってもらって

います。 

  その中で、整備委員会を始める段階で、最初に統合ありきという形で進んでしまうと、話

合いがそちらのほうに行ってしまう、一辺倒になってしまうもので、町としては幼稚園の規
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模及び配置の適正化、あるいはそれに向けた整備の具体的な方策についてという形でお話を

していただくような考えでおりました。整備委員会で考えるときに、やはり子供たちにとっ

てどういう環境がいいのかを考える。その先に統合はあるかもしれないですけれども、最初

に統合ありきでやってしまうと、考え方が一方的になってしまうのかなということがありま

したので、そのような形で話を進めさせていただきました。 

  スケジュールに関しましては、今後、月に１回程度開く予定です。次回、６月23日が既に

決まっているんですが、こちらに関しては両園の実態というか、状況というか、視察を兼ね

て熱川幼稚園、稲取幼稚園、両方の園を見学に行く予定です。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） 最初に統合ありきで話をしてしまうと、そちらのほうに話が傾いてし

まうということで、最初は状況を説明ということでしたが、どの道ああいう形で町は統合を

考えているという話が出てしまうのであれば、それは最初に言ったほうがよかったのかなと

いうふうに個人的には思います。といいますのは、小学校中学校環境整備委員会の初回に集

まったときに、子供が少なくなってきているので、今の幼稚園の持っていき方と一緒なんで

すけれども、これからの学校をどうするのか、環境をどうするのか、施設をどうするのか、

また部活をどうするのか、そういうことで集まってくださいというお話だったそうなんです。

ところが行ってみたら、いきなり統合して大川小学校を閉校するという方向にぱっとかじを

切られて、参加したメンバーの方から本当に不愉快だったという話を聞いたことがありまし

たので、もし町としてこう考えているんだというものがあるんであれば、それは最初に打ち

出してあげたほうが、やっぱり短い時間の中で話を進めていかなきゃいけないと思うんです

ね、月に１回持っていくんであれば。だったら、なおさら町としての姿勢を初回で示してあ

げたほうがよかったんじゃないのかなというふうには考えています。 

  また、先ほど町長の答弁の中で、いま一つちょっと話が分からなかったんですけれども、

町としては、町立幼稚園の統合を考えているのか、もしくは保育園等との統合で認定こども

園という形に持っていきたいと考えているのか、そこら辺もう一度確認させていただいてい

いですか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） 基本的に町は認定こども園の考えはありません。基本的には幼稚園な
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ら幼稚園をやる。そういう中で、やっぱり最初に言ったほうがいいのだろうかと、これは教

育委員会と話しました。当然、頭が真っ白の中でやったほうがいいのではないかということ

で、町の考えは示しませんでしたけれども、町といたしましては、基本的にはある程度やる

ことによって、何回も言っているように給食の提供もできる、さらに一番の問題は、時間的

に８時半から５時までやっていただきたいという要望が大変強い。そういう中で、今の２園

でやっていると、色々な状況で問題が出てきてますので、それは一つにしたほうが、町民の

要望、保護者の要望ができると考えた中でやっております。ましてや栗原さんが言ったよう

に、町の方向性を言ったほうがいいんじゃないかという中で、これは教育委員会と話し合っ

た中でとりあえず真っ白な中で環境整備委員会を一度やってみようという方向性になりまし

たので、その大川のことはちょっと分かりませんでしたもので、それは反省なり、今後の中

でまた時間がないときは、町の方向性を示していきたいと。これを機会に反省してやってい

きたい。そういう考えでございます。御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） 初めに真っ白な中で話を始めていくのも、もちろん大事な視点ではあ

ると思うんです。ただ、こういう話というのは、これから教育関係だけじゃなくて、行革を

進める中で住民との説明を持つ場が増えてくると思うんですね、そのときに話の持っていき

方一つで感情がこじれてしまったりとか、最初の一歩ってすごく大事だと思うんです。やっ

ぱり御理解いただけない場合でも、すぐに方向を変えたりとかするんではなくて、理解をし

ていただくために丁寧に、丁寧に説明を重ねていくことって大事だと思うんですね。そこら

辺をこれから、地域住民、関係者の方々の心情を配慮して進めていっていただきたいなとい

うふうに思います。 

  また、町としては認定こども園はやらないということで、町立保育園の統合を考えている

ということでした。12月の一般質問のときに、楠山議員のほうから幼稚園給食を、前から定

居議員だったり出ているんですけれども、その件に関しては統合のタイミングで、それを条

件に進めていくんだみたいな話が町長からありました。ただ、教育長のほうからは、そうい

う統合という形にならなくても、現状の形の中で進めていけるかを検討しているんだという

答弁でしたけれども、給食についての進捗状況が分かれば教えていただきたいと思います。 

○議長（稲葉義仁君） 教育委員会事務局長。 
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○教育委員会事務局長（梅原 巧君） 以前、なるべく早く給食の提供ができないか検討を進

めていますという話をさせていただきまして、今も調整中といいますか、どうやったら可能

かというのは考えておりました。給食の要望が高いということで、本来ですと、食器を小さ

いものにしなきゃならないですとか、そういったものも考えなければいけないなと思ってい

たんですけれども、今の保護者の方々では小中学校で使っているものでも大丈夫だから、何

しろ実施する方向で考えてほしいという御意見もいただいておりました。 

  改装方法ですとか、車の問題、配達していただく職員の問題などもいろいろ考えまして、

まだ実質、いつから可能だという考えはまとまっていない現状ではございますが、人数もど

んどん少なくなっている現状も鑑みまして、事務局といたしましては方向性を探って実現さ

せたいなという気持ちに変わりはございませんので、決して統合のときだけのタイミングで

やるという考え方ではなくて、できることなら早くという気持ちがあることは御理解いただ

ければと思います。 

○議長（稲葉義仁君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） そうですと、小中学校が食べている給食と同じものを幼稚園が食べる

という形ですね。お弁当のデリバリーとかそういうことは検討されていないということでし

ょうか。 

○議長（稲葉義仁君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（梅原 巧君） 最初、その方向をいろいろ考えまして、町内の事業者

さんとも話をさせていただいたんですけれども、やっぱりあんまり前向きなご意見がいただ

けなかったこともございまして、今の現状ですと量を調整して、カロリー調整なども町が行

うことに関しては、調理員の方々と栄養士さんもついていますので、そういったこともやり

やすいということで、給食のほうで考えたほうが手っ取り早いという考えに至ったものです

から、今はその方向で考えてございます。 

○議長（稲葉義仁君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） よかったです。お弁当のデリバリーなんていう話もちょっと聞こえて

きたので、きっと保護者は栄養のバランスのいい、温かいものを食べられる給食のほうを希

望されていると思いますので、そちらの方向で体制を整えていただけたらというふうに思い

ます。 
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  また、聞くところによると、配送側の課題もいろいろあるとは思うんですけれども、幼稚

園側の来た後の配膳に関しても、なかなかそれは先生方の負担になってしまって難しいなと

いう声も聞いています。いろいろ幼稚園給食をやっているところを何件か調べたんですけれ

ども、年長さんぐらいになると、食育の一環として、あえて配膳をお手伝いしてもらったり

する場合があるそうなんです。上手に結構やってくれるそうなので、そこら辺の課題も、た

だ体制を整えるだけでなくて、幼稚園側のそういう配膳の課題も、例えば当番制で父兄が、

お弁当をつくらなくなった分ちょっとその配膳をお手伝いしていただけるような仕組みをつ

くったりですとか、そこら辺話合いを持って皆さんにいい形で給食がスタートできるように、

また早期にスタートできるように検討していただけたらと思うんですけれども、いかがでし

ょうか。 

○議長（稲葉義仁君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（梅原 巧君） その検討もちょっとさせていただいて、やはり現状の

人数で給食の形の提供の手間を考えると、先生方は大変だなというのをもちろん承知してお

りました。ですけれども、こちらから提案したときに、配膳の形も幼稚園教育としていいこ

とで、そういったことも慣れれば子供たちもできるよという意見もいただいているものです

から、いろいろ先生方は大変になるのはもちろん承知なんですけれども、でも無理だという

御意見ではなかったものですから、それは前向きに私どもも捉えております。 

  給食の配膳をする場所ですとか、保管する場所ですとか、そういったことも考えなければ

なりませんので、先ほどはちょっと申し上げられなかったんですけれども、そういった面を

考えると改造が必要になってくると。また園の改造となると難しい面もあるなというところ

も検討課題としてはあることも御理解いただければと思います。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） 給食に関しますと、本当に町といたしましては、３年後の統合を目指

している中で、費用対効果というのが無駄にならないことを願っておりますので、いざやる

ときには、栗原議員が言ったような運用方法はぜひともやっていきたいと考えております。

町といたしましては、３年後統合を目指している中で、その投資にどのような方法が出てく

るか、またそれによって給食の考えが変わってくる。町といたしましてもなるべく無駄な投

資はしたくないと考えてございますので、それは御理解願いたいと思います。 

  以上です。 
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○議長（稲葉義仁君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） 給食のことも含めて、幼稚園の統合については、こども園ではないと

いうことで、統合の話は進めやすいのかなというふうには思います。認定こども園になると

いろいろクリアしなきゃいけない課題がたくさん出てきますので、なるべくスピード感を持

って進めていただきたいなというふうには思いますし、また、先ほどの繰り返しになります

けれども、保護者とか関係者の方にまず先に丁寧に説明をしていただいて、みんなが納得い

く形で幼稚園統合を進めていっていただけたらと思います。 

  以上です。答弁は結構です。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） 本当に町といたしましては、ある程度皆さんが説得した中でやりたい

と。やっぱり100％は無理ですから、半数以上いたらやっぱりやる覚悟でいます。しかし、

それに対する不安を議員の皆さん言ってくると思うんですよ。その辺は理解していただいて、

町といたしましてはある程度の方の意見を聞いて、それが５割以上ならばそれをやっていき

たい、そういう考えでございますので、その辺は御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 次に、第２問、避難所についてを許します。 

  ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） 次に、避難所についてを伺います。 

  大規模災害が発生した直後は、避難所においても混乱や人員不足等が想定される。そのよ

うな状況下において、迅速かつ円滑に避難所開設や運営に取り組めるよう事前の準備が大変

重要と考える。 

  そこで以下の点を伺う。 

  １、発災直後、避難所に参集した人が誰でもちゅうちょなく避難所開設や初期の運営を可

能とするための必要なマニュアルや避難所開設に必要な各種物品などをボックスに納めた避

難所開設キットを各避難所に備えておくことを提案するが、いかがか。 

  ２、高齢者や障害者、妊産婦など特に配慮を要する方のための福祉避難所は、町内に何か

所あるのか。また、最近新しくなった福祉避難所の受入制度に対しての町の対応は。 

  ３、同行避難が推奨されるペットの受入れについてのルールなどを町として自主防に示す
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必要があると考えるが、いかがか。 

  以上、３点よろしくお願いいたします。 

○議長（稲葉義仁君） 第２問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 栗原議員の第２問、避難所については３点からの質問ですが、順次お

答えいたします。 

  まず、１点目の避難所開設キットについてですが、避難所を統制し、秩序を保ちながら運

営していくためには、避難所の運営の核となる自主防災会との避難所開設、運営訓練は不可

欠であり、本キットにつきましては、避難所開設、運営訓練等を通じ、それぞれの避難所に

必要なものをそろえていくことが求められていると承知しておりますので、今後、担当課と

自主防災会との訓練等を通じ検討していきたいと考えております。 

  次に、２点目の福祉避難所についてですが、現在協定を締結している福祉避難所は、民間

の介護事業所８か所のほか、一昨年協定を締結した稲取・熱川両旅館組合に加盟しているホ

テル、旅館となっております。 

  協定を締結した時点では、高齢者の受入れを主としておりましたので、障害者、妊産婦の

受入れにおける対応など、関係者と協議してまいりたいと考えております。 

  また、本年５月に示された福祉避難所の確保・運営ガイドラインでは、一般の指定避難所

の福祉避難所としての利用拡大への対応が求められておりますので、施設等の状況に併せ利

活用を検討するとともに、要配慮者区分ごとに避難できる施設につきまして、福祉避難所等

も含め明確にしていきたいと考えております。 

  なお、新型コロナウイルス感染症など避難所における感染予防対策により、避難所の収容

人数が大幅に削減されましたので、国・県及び町で推奨している分散避難、マルチ避難が重

要となりますので、町民の皆様には日頃から家族、親戚、友人宅など避難場所の確保を進め

ていただきますようお願いいたしたいと思います。 

  次に、３点目のペットの同伴避難についてですが、これまで自主防災会役員への防災講座

や避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）等におきまして、ペット同伴避難について県が作成しました

マニュアルに基づき周知を図っているところであり、町の方針といたしましては、ペットは

室内避難ではなく、屋外等での対応を考えております。 

○議長（稲葉義仁君） ５番、栗原議員。 
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（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） この避難所開設キットなんですけれども、避難所の開設に当たり、本

部の立ち上げとか受付の設置などの業務をファイルで色分けにしてファイリングして、その

中に時系列にイラスト入りで分かりやすくやっていけば、誰でもその場に居合わせた人たち

が避難所の開設と初期の運営ができるということを目的につくられたものであります。 

  先ほど、自主防を中心に、訓練を通して各区で必要なものを整備してそろえていくという

ことではありましたけれども、自主防を区長さん初め役員さんたちに全てお任せというのは、

大変に負担が大きいことだと思います。例えばその役員さんたちだけが了承していても、ふ

だんの風雨の災害のときなどは事前に分かっているので大丈夫だと思うんですけれども、大

災害のときなんかは、例えば区長さんとか役員さんたちが町外にいたりして参集できない状

況というのは想像できると思うんですね。そのときに、避難所が開設も運営もできなくて、

そこに人が集まってきた状態がただ過ぎていくという状況は避けなければいけない。 

  本当に避難所キットってすごく分かりやすくて、今まで訓練を受けていない人でも、その

ファイルごとに手伝ってくれる人を分けて、そのリーダーがファイルごとに仕事を進めてい

くと、受付の設置だとか、いろんな建物の安全確認とかを全て段取りよく進めていけるとい

うものなんです。訓練を受けていない人でも開設できるし、自主防の区長さんなんかでも、

交代したりして初めてのときって何が何だかよく分からない状況で参加する場合ってあると

思うんですね。なので、これはすごくいいものなので、あえてそういう商品を購入とかでは

なくても、ファイリングをしてやっていくって本当に手間がかかるので、逆に購入したほう

が私はいいと思うんですけれども、必要ではないかなと思います。 

  それを各避難所に置いておけば安心なのかなというふうに思いますので、これはぜひ検討

をしていただきたいと思いますし、また、それを使っての避難訓練というのもできますし、

なかなか質の高い避難訓練もできるのではないのかなと思います。 

  今見ていると、避難訓練、町の全部の区を見ているわけではありませんけれども、何とな

く一つ一つが孤立して、全体にスムーズに流れていかない感じがあって、じゃあなたとあな

たは要配慮者を連れに行く、こっちでは、今炊き出しはちょっとなくなりましたけれども、

別なことをやると分かれちゃっているんですね。ではなくて、全体像をいろんな人が共有し

ていく訓練はとても大事だと思うので、それはちょっとまた再検討というか、検討をぜひし

て設置をしていただけたらなというふうに思います。 

  また、福祉避難所なんですけれども、旅館組合と協定して、そのときに高齢者だけなので、
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これから障害者だったり、妊産婦さんだったりをまた検討していくということでしたけれど

も、この新しい福祉避難所の制度が事前に誰がというのを明らかにして、要は福祉避難所と

言われているところに関係ない人がばーっと集中しないように、事前に、あなたはここの介

護施設にこの人とこの人を避難していただく、また、今までは１回普通の指定した避難所に

集まった後に福祉避難所にという形でしたけれども、おうちが近い人なんかは直接もう福祉

避難所のほうに行っていただく。それは受け入れる側も、どういう方、どういう体の状態の

方が来るというのが事前に分かっていたほうがいろいろな準備もできると思いますし、また、

本当に災害が起こったときというのはとっても混乱していて、区の役員さんたちは本当にい

ろんなことを一遍にやらなきゃいけない状態なので、事前に準備をできるものはしておくと

いうのはすごい大事なことかなというふうに思います。 

  福祉避難所も、今このコロナ禍で分散避難とか、マルチ避難を進めていられるんだという

ことでありましたけれども、ワクチンが進むと同時に、だんだんそこら辺もまた元に戻って

くる可能性もありますし、いざ大きな災害が起きたときって、人それぞれ不安なので、皆さ

んが集まる学校だったり、避難所と思われる場所にばーっと詰めかけると思うんですね。な

ので、そこら辺の対応をしっかりと事前に考えておくというのは大事だと思います。 

  また、ペットの避難ですけれども、国はペットの同行避難というのは推奨していますけれ

ども、現実は、町内で人間だけでいっぱいいっぱいのところってたくさんあると思うんです

けれども、ステイ避難所は原則ペットは受入れ可能なのかどうかをちょっと確認したいんで

すけれども。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） この開設キット、これちょっと検討させてください。まだ自分も見た

ことがありませんので、検討させていただいて良ければ採用していきたいと。 

  福祉避難所に対しても、５月に改正されたばっかりで、これ町といたしましてよく考えた

中で、栗原さんが言ったような方向でこれはやっていきたいと考えていますので、御理解願

いたいと思います。 

  あと、ペットに関しましては担当のほうから。 

○議長（稲葉義仁君） 防災課長。 

○防災課長兼防災監（竹内 茂君） それでは、福祉避難所の関係、認識がちょっとずれてい

るのかなというのが１点ありましたので。 

  今回の災害対策基本法が改正された中でも、特に指定したから、誰々がここの施設に行っ
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ていいからということで、直接そこに行っていいということではないものですから。基本的

には福祉避難所については受け入れる側の体制もありますので、一新したからといって、必

ず全ての方が受け入れられる状況ではありませんので、必ず町のほうが福祉避難所について

は施設のほうに受入れをお願いした中で行っていただくというのが原則になっていると思い

ますので、その辺は御理解をお願いしたいと思います。 

  それと、ペットにつきましては、指定避難所については屋外での受入れということで、一

昨年の台風15号、19号においてはそのような形で対応させていただいております。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） 新しい制度で相手側の受入れ側との調整がとれた人のみ受入れという

ことでよろしかったですか。なので、最初にそこら辺を明確にしておく必要があるなという

ふうに思うんです。常態的に福祉避難所に行く必要がある方っていると思うんですね、それ

がはっきりしていないと、施設側も受け入れるときに困惑すると思うし、事前に決めておい

たほうが、逆にスムーズではないかなというふうに思うんですが、いかがですか。 

○議長（稲葉義仁君） 防災課長。 

○防災課長兼防災監（竹内 茂君） 今回の制度で言われているのは、誰がどこに行くかとい

うことではなくて、どこの施設がどういうふうに使えるかということを明示しろということ

なもんですから、今言われたように、確かに個人で特定することはできるんですが、施設側

の受入れ状況が違うもんですから、あなたはもうここに行ってくれというふうに限定してし

まいますと、何で私が入れないんだという、今度は逆のトラブルになるもんですから、基本

的には、施設が民間ですと、そのときの状況によっては受け入れられない場合もありますの

で、その辺はご注意していただければなというふうに思っています。 

○議長（稲葉義仁君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） その災害の被災状況によっても受け入れられなくなる施設もあると思

いますし、そこら辺は事前にできることは準備しておいていただけたらと思います。 

  あと、ペットの屋外でつないでおく、またはケージに入れておくということは承知してい

るんですけれども、飼い主さんによっては、そこら辺の意識がというか、どういうふうにし

たらいいのかを全く知らない方って結構いらっしゃるようなんです。前にもちょっとこれ言
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ったと思うんですけれども、狂犬病の予防注射のときって、飼い主さん皆さんいらっしゃる

と思うんですね。例えば動物病院で狂犬病の注射を済ます方もいるんですけれども、大体そ

ういう方って、防災についても避難所でどうしたらいいのか、またペット用の備蓄もしたほ

うがいいという認識がある方が多いと思うんですけれども、町の狂犬病の予防注射接種会場

にそういったペットを飼っている方たちを、例えば受け入れられない場合もあります。つな

いでおくのは外でする、必ずケージに入れるようにしてくださいとか、餌とか何日分かは自

分で用意してくださいね、備蓄はしてないですよって、いろんな問題があると思うので、そ

こら辺はしっかり意識啓蒙をしていくことって大事だと思います。 

  熊本地震でも、そこら辺のルール決めがしていなかったので、ペットの飼い主さんたちと、

要は犬の嫌いな人もいる、アレルギーのある方もいる、またほえ声がうるさいといって、そ

れがすごくストレスになっちゃう方もいますので、犬やペット、人間だけとを分ける、動線

も場所も完全に分けてしまうと思うので、そこら辺も飼い主さんの意識啓蒙ってすごい大事

だと思いますし、また近隣市町でも、ペット同伴をした避難訓練をやっているところってあ

ると思うんです。東伊豆町は今までやっていなかったんですけれども、町のほうから区のほ

うにちょっと１回やってみてはいかがでしょうかということを投げかけてもいいんじゃない

かなと思います。でないと、自主防のほうって、毎年、去年やったことを今年もやるという

形になってしまうと思うので、順番で各区、ペット避難、同行避難やってもいいんじゃない

かなと思う。そこで気づくこともあると思いますし、またペットを飼っていない側も何か気

づくこと、課題に感じることもあると思いますし、また、実際に災害が起こったときって、

ペットを飼っている１人１人の飼い主さんが運営側にあれこれ言うと、すごく混乱している

中で大変になってしまうので、そういった場合はペットの飼い主さんの飼い主会みたいなの

をつくって、そこで責任者を立てて、運営側との調整役となってもらうとか、いろんなやり

方ってあると思うんですね。そこら辺を意識してもらうためにも、ペット避難を町で推奨し

たらどうかなと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） まず、今提案されました注射時に啓蒙をする、これは大変いい提案だ

と考えています。これはやっていきたいと思います。 

  あと、いざ訓練のときにそういうことをやるかどうか、これはちょっと担当から答弁させ

ますので。 

○議長（稲葉義仁君） 防災課長。 
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○防災課長兼防災監（竹内 茂君） 今、栗原議員の提案のあったことは大変重要だと思って

いますので、町長も言いましたように、町のほうで広報紙等をまた使って啓蒙していきたい

と思いますし、また、基本的には国のマニュアルでいきますと、自主防が避難所の運営をつ

かさどるという形になっていますので、そのときには自主防のほうで認識をしていただくよ

うな努力、それから訓練の実施をまた計画していきたいとは思っています。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） 課長おっしゃったように、自主防が現場を仕切っていくということで

すが、そこら辺の考え方を市町は示さないといけないですよね。なので、本当に自主防の方

たちが混乱してどうしたらいいんだと右往左往することのないように、やっぱりしっかりと

連携をとっていただいて、町からもいろんな示すべきものは示してやっていただけたらなと

いうふうに思います。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 以上で、栗原議員の一般質問を終結します。 

  この際、午後１時まで休憩とします。 

 

休憩 午前１１時３８分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（稲葉義仁君） 休憩を閉じ再開します。 

  午前に引き続き一般質問を行います。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 笠 井 政 明 君 

○議長（稲葉義仁君） ２番、笠井議員の第１問、中学校の部活動についてを許します。 

  ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 
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○２番（笠井政明君） 午後トップバッターということで、教育長にとっては３問目もすみま

せん、教育関係で申し訳ございませんが、もうちょっとお付き合いいただきたいと思います。 

  事前に通告したとおり、今回２つ出しておりますので、御答弁のほうよろしくお願いいた

します。 

  まず、１つ目の中学校の部活動についてお伺いいたします。 

  年々生徒数が減少している中、部活動の在り方が全国的に課題になっていると思っており

ます。そのような状況を踏まえて、以下の点をお伺いしたいと思います。 

  １点目、東伊豆町の中学校における部活動の現状を教えてください。 

  ２つ目、生徒数が年々減少し部活動の数が減少しているが、今後当町ではどのように対応

していく予定か教えてください。 

  ３つ目、部活動の参加自由化についてどうお考えか教えてください。 

  お願いいたします。 

○議長（稲葉義仁君） 第１問の答弁を求めます。 

  町長。 

○町長（太田長八君） 学校関係でありますので、教育長より答弁いたさせます。 

○議長（稲葉義仁君） 教育長。 

（教育長 横山尋司君登壇） 

○教育長（横山尋司君） それでは、笠井議員の第１問、中学校の部活動については３点から

の質問ですので、順次お答えいたします。 

  まず、１点目についてですが、現在、稲取中学校では、８つの部活動が運営されています。

内訳は、男女バレー部、男女バスケット部、男女テニス部、男子卓球部と吹奏楽部です。 

  熱川中学校では、６つの部活動が運営されています。内訳は、男女バレー部、男女テニス

部、男女卓球部です。ただし、男子卓球部に関しては、本年度より新入部員を募集していま

せん。また、稲取中学校においても、令和６年度に男子バスケットボール部の募集をやめる

予定であると聞いています。 

  次に、２点目についてですが、町といたしましては、東伊豆町部活動ガイドラインの中に

制定されているように、今後も、学校長の指導の下、生徒数と教員数の状況を踏まえ、適切

な部活動設置数を検討することをお願いしていく所存です。 

  次に、３点目についてですが、現在、両校とも全員加入を原則としています。ただし、学

校外のクラブや団体に所属して活動している生徒に関しましては、学校との相談によって参
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加方法や活動方法を決めております。今後も、その方針を継続していただきたいと考えてお

ります。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） 御答弁ありがとうございます。 

  部活動に関しては、大分僕たちが学生だったころに比べたら減少傾向というのは聞いての

とおりで、現状はなっておりますというところです。今後減らしていく形にはなっていくの

かなというところがあるんですけれども、一つ現状、あとは部活動ガイドライン等々で進め

ていくということなんですが、私一つ、ちょっと気になっていることがありますので、聞か

せていただきたいのが、全てほぼ運動系というところがありますけれども、文科系をこれま

でというか、吹奏楽とか熱川もありましたけれども、もともと、その文科系が今、熱川に関

しては一つもないんですけれども、その辺はどのようないきさつで現状に至っているのか、

またその文科系に関してはどのように考えを持っているか、ちょっと御答弁いただけたらと

思います。 

○議長（稲葉義仁君） 教育長。 

○教育長（横山尋司君） 部活動の数を決める、どのような部活動を設置するかについては、

先ほど申し上げたように、生徒数と教員数の状況に応じて決めていきます。さらに、部活動

を希望する生徒の数を最近は小学生まで調査を伸ばして、５、６年生、あるいは稲取中学校

に関しては４年生まで希望調査をしているようです。その中で希望者がいるかいないかによ

って、この部活動に関しては来年度は募集をやめようとか、今後何年後には希望する生徒が

いなくなるねなんていうことを基にして決めております。 

  ですので、熱川中学校に関しては、過去ブラスバンド、吹奏楽、ちょっと名前は忘れちゃ

ったんですけれども、音楽系の部活動はありました。しかし、希望する生徒がいなくなった

時点で廃部になったと聞いております。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） はい、ありがとうございます。 

  いきさつはそのような形で廃部という形が取られてきたという御説明であったと思います。 
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  私、ここで考えるのは、当然希望者がいない部活というのも存続どうするのかという話は

出てくると思うんです。１つあるのが、今現状、そのスポーツ系のバレーボールとかテニス

とか卓球とか、バスケットボールとかあるんですけれども、例えば、やっぱり中学校が、中

学生ぐらいになってくるといろいろ児童の自主性というのが出てきます。例えば、僕はそん

なに運動が得意じゃなかったけれども、バスケットボールが好きでバスケットボールやって

いましたけれども、例えば、本当に運動が得意じゃないんだけれども、歌が好きだとか音楽

が好きだとか、またまして今の時代であれば、例えば、プログラミングだったりとかそうい

う文化的なところとか、あとは写真が好きだとか、そういう個々があると思うんですよ。選

択肢としてこれしかないと、これにそぐわない子たちはどうしましょうというところが出て

くると思うんですけれども、先ほど教育長からあったとおり、両校とも原則加入ですという

ことを取っていらっしゃるんですが、本当に運動が不得意だとか、勉学的なイメージは得意

だけれどという子たちは、今後どうしていけばいいですかという選択肢だと思うんですよ。

例えば、そのアンケートを取っているよといった中で、アンケートの取り方がちょっとどう

だか僕も調査はし切れていませんが、今現状、この部活ですけれども、どれ入りたいですか

といったら選択肢はそれしかないですよね、中学に行ったら何やりたいですかというアンケ

ートと僕が今言ったアンケートの取り方だと大分ニーズが変わってくると思うんですけれど

も、その辺のアンケートの取り方とか、今言った運動があまり得意ではなくて文科系やりた

い子たちの意見というのはどのように吸い取っているか、ちょっと教えてもらいたいと思い

ます。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） 今、笠井議員の言ったようにアンケートのあれがね、これはちょっと

傾向分かるか、そういう中でアンケートの取り方が今、笠井議員が言ったように現在のクラ

ブに対するこの加入、そこだとちょっと問題あるのではないかと考えております。 

  やっぱり文化も大事でございますから、その辺は子供たちがこういうことをやりたいよう

なことがあったらば、それはそれなりに対応していかなければならないと考えておりますけ

れども、今現在の教育委員会の話を聞きますと、現在の教員の中で、それをやるのは大変厳

しいと聞いておりますし、また新たに民間からのそういう指導者が出てくれば、また話が違

ってきますもので、やっぱりそういう民間の指導者が多く出てその子供たちのことをやって

くれることが町としては期待したいところでございます。 

  あとアンケートの内容について分かりますか。あと、アンケートのその取り方につきまし
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ては教育委員会から。 

○議長（稲葉義仁君） 教育長。 

○教育長（横山尋司君） 笠井議員のおっしゃるように、アンケートの調査はこれこれこうい

う部活動がありますが、どれに入りたいですか。第１希望、第２希望等の調査しか行ってお

りません。 

  文科系の部活動をつくることに関しては、各校、両校に提案をしてみたいとは思いますが、

部活動となると必ず顧問がつかなければなりません。今、現状の部活動数においても、顧問

の数がぎりぎりの状況です。 

  さらに先ほど申し上げたとおり、学校外での活動についても認めておりますので、例えば、

水泳とか陸上とか、そのほか柔道等加入をしている生徒がおります。その生徒が、例えば、

県大会とか中体連関係の大会に出るときには学校の教員が引率をしなければなりません。そ

んな形もあって、今の教員で今ある部活動を運営するのもぎりぎりの状況です。今後、例え

ば、文化部をつくったとなるとまたそこに顧問をつけなければならなくなったりすると、か

なり難しいのかなということは予想されます。ただそういう運動が苦手な子供たちの活動を

保障するという意味では、それを提案することは可能だと思います。 

  ただ現状ある部活動の中にも、ガイドラインにものせていただいてあるんですけれども、

スポーツを親しむことを目的とした形態の部活動を希望する生徒もいる。つまり、勝利至上

主義じゃないんですけれども、がちがちにこう厳しい活動をさせるだけではなくて、そうい

うことを親しむことを主眼とした活動も視野に入れて活動を行っていると思いますので、そ

の辺で御理解いただきたいなと思います。 

○議長（稲葉義仁君） ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） ありがとうございます。 

  アンケートに関しては、現状を考えれば好き勝手書いてと言ったら、いっぱい出てきちゃ

うというところもあるし、見方がね。今現状これだからというところで今後どうしていくと

いうのはセオリー的にはあるかなと思っておりました。 

  何で僕が文科系、文科系と言うかというと、僕は何をしてほしいかというと、要はここに

そぐわない、例えば本当に運動が、本当に苦手なんだと、嫌なんだという子たちの逃げ道を

つくってほしいんですよ。部活が、３番目にありますけれども、自由参加であればいいんで

す。自主性、指導要領にあるように、生徒の自主性でということであれば、自由参加であれ
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ば別に運動系だけであっても、僕は問題ないと思うんです。ただどこかしらに所属しなきゃ

いけないですよと、学校が基本的に言っているんであれば、逃げ道をつくってあげなきゃい

けないんじゃないですかと。 

  教育長が言うように、スポーツに触れたりとか体験するということも確かに大事なんだけ

れども、時代がやっぱり流れてきていて、僕らの時代のときみたいにスポーツやっていたら

何かが鍛えられるとかね、体力がつくとかいうのも確かにあるかもしれないけれども、多様

性という時代に来ている中で運動部しか選択肢がなくて、本当に運動は嫌なんだという子た

ちの逃げ道が今ないですよね。であれば、先ほど言ったように、先生たちの教員の数、生徒

の数、部活動ぎりぎりという現状も理解はします。理解をするんであれば、僕は提案してい

きたいのは、今ある部活動の再編をしながら文化部の設立を目指す、ここだと思います。 

  例えば、バレー、バスケ、テニス、卓球と。だけれども、バレー部に関しては令和６年で

という形で、そのやっていく人がいないということなのかもしれないですし、男子卓球に関

しては今年は入れていないですよというのが、じゃその後、２年後とかはそこ一つ空いたり

とかしますよね。要は先が見えているものに関しては、そこで再編ができたりとか、前倒し

でできたりとか、もし例えば、文化的な、僕が思っている文化部というのは、先日、下田の

新聞にも僕が考えていることが出ちゃったなと思ったんですけれども、そこ研究部みたいな

感じでありましたけれども、例えば、町の広報、僕なんかが思っていたのは熱川中学校、稲

取中学校で、中学校の活動を広報しながらそれを出していくような部活動、例えば、ホーム

ページを自分たちで、部活動でつくってみたりとか、町の人たちのアンケートとかインタビ

ュー取ってもいい。それにとって写真を撮ってみたりとかいう、そのホームページにプログ

ラムを組むのにプログラミングを勉強してみたりとかいう総合的な、そういう部活動だった

らできるんじゃないかなとずっと思っていたら、下田がそんな感じで出てきたので。なので、

当方の小中一貫の検討委員会もあるので、ぜひこの辺はスピード持って検討していただかな

いと、本当に学校は好きだけれども、部活動が嫌だとかいう生徒たちも出てきて、あると思

います、やっぱり。その人間関係をつくるというところは、部活動は大事だと思っています

けれども、やはりそこで学校に行けないよという子たちが出てきても困るかなと僕は思って

います。なので、生徒たちの逃げ道としてこういう文科系、音楽の今、吹奏楽でみんなでや

らなくたって１人でやって、それを例えば、今は発信するものがいっぱいありますので、発

表できる部分というのは別に大会だけじゃなくありますから、そういうところを監督できる

先生がいればできるんではないかと思いますが、その辺はちょっと検討の余地があるかもう
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一回教えてもらっていいですか。 

○議長（稲葉義仁君） 教育長。 

○教育長（横山尋司君） 大変貴重な御意見ありがとうございます。 

  教育委員会として、こういう考え方、文科系の部活動も設置したらどうということを提案

することはできます。ただ先ほど申し上げたとおり、最終的に判断するのは学校長の指導の

下、部活動検討委員会という委員会がそれぞれの学校に位置づけられておりますので、その

中で決めることですので、ここでちょっとお約束することはできないんですけれども、提案

することはできますので、可能ですので、提案させていただきたいなというふうに思います。 

○議長（稲葉義仁君） ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） 教育長がおっしゃるとおりで、最後決めるのは校長先生なんですけれ

ども、やはり教育委員会から提案があるかないかというところで、またひとつ変わってくる

と思うんです。もし、僕が今日お話ししたことに少し耳を傾けていただけるのであれば、ぜ

ひ提案をしていただいて、そういう子たちの場所だったりとか、もしそれが運動がやっぱり

生徒たちの成長には運動部で鍛えたほうがいいんだということであれば、逆に言っちゃうと、

学習指導要綱にあるように、自主性で、また課外クラブを部活動として認めているというこ

とで、これは全国的にもあるんですけれども、ただここもスポーツありきなんですよね、運

動系ありきの話かなと僕は勝手に思っていまして、例えば、絵画教室とか、本当に絵画教室

とかだったらいいかもしれないんだけれども、じゃ、ピアノとかいうところ、要は習い事と

活動となかなかグレーなところとかは課外に認めてくれますかというところもあったりとか

するので、その辺のガイドラインももう一回ちょっとしっかり保護者にも分かるようにして

いただいていかないと、例えば、それは生徒もそうだし、保護者もそうなんだけれども、あ

の子たちは、あの子は部活動に入っていなくてほかのことをやっていてとかいう形になって

きちゃうと、生徒の中でも何でお前部活やんないんだという話も出てくるだろうし、なので、

その辺の見直しと周知をもう一度検討しながら分かるようにしていただきたいというのをお

願いします。 

  御返答あればお願いします。 

○議長（稲葉義仁君） 教育長。 

○教育長（横山尋司君） 一応、ガイドラインは、全国的なガイドラインと県のガイドライン

があるんですけれども、その中に部活動に関しては週２日以上休みを取りなさいと、休みと
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いうか活動をしない日をつくりなさい。熱川中学校も、稲取中学校も毎週水曜日と土日のど

ちらかは休みにしなさい、するという形で決まっています。習い事をする生徒に関しては、

ほぼ水曜日に通っていることが多いです。各学校の、例えば、ピアノに関してなんかは音楽

の合唱コンクールの前なんかはやっぱり集中してやりたい。そういう場合なんかには水曜日

以外でも、例えば水木金とか３日連続でやりたいなんていう場合にも認めています。ただ運

動関係以外のピアノとか、絵画がちょっとあるかどうか分からないんですけれども、そうい

うものに関しては、毎週、毎日やるというのはなかなかないのかなと、現段階ではそこは把

握していません。ですので、その運動関係以外の学校外の活動、文科系の活動に関しても認

めてはいます。その点、御了承ください。 

○議長（稲葉義仁君） ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） 了解いたしました。 

  部活動に関して、２日間の休みというのは今ガイドラインの中にありますので、それは承

知していますが、活動日数に関しては残りの５日、やらなければいけないという決まりはな

いんじゃないかなと僕は思っているので、その辺、先ほど言ったように、習い事というか、

毎日やらないから部活動として課外活動が認められないというのは、またちょっとあれかな

というところもあるので、その辺も含めて広く、例えば、じゃ週１日だったら認められない

けれども週３日だったら認めるのかとかいうところは出てくると思いますので、本格的に、

例えば、ピアノをずっとやっていてコンクール出るような子たちというのは、通って、先生

の指導はもしかしたら週２日とか３日かもしれないけれども、家でやりたい時間はたくさん

あるかもしれません。なので、そういうところの部分をしっかり聞き取って柔軟に対応して

いただければと思いますので、１問目の質問はここで終わりにします。答弁は大丈夫です。 

○議長（稲葉義仁君） 次に第２問、通学路の安全確保についてを許します。 

  ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） ２つ目の通学路の安全確保についてお伺いをします。 

  以前から質問をいたしておりますが、通学路の安全確保についてちょっとお伺いをしてい

きます、その後の進捗ですね。 

  昨年度だと思いますが、白田・片瀬地区の生徒と書いてありますが、生徒児童ですね、の

保護者に対して通学路のアンケートを行っていただいたかと思います。その後、僕が見忘れ
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たかと思いましたが、アンケートの結果が保護者に開示されていなくて、昨年の参観日の後

の懇談会の中でもその話がありましたので、アンケート結果を受けて、それはどのように活

用というか開示をしていくのか教えてください。 

  ２つ目は、小中一貫教育準備会で検討していくということで町長答弁がありました。なか

なかコロナ禍で進められてはいないと思いますが、検討があったかどうか、いつまでにどう

するかという進捗、今度の方針教えてください。 

○議長（稲葉義仁君） 第２問の答弁を求めます。 

  町長。 

○町長（太田長八君） これは通学路の質問の内容でありますが、質問内容が学校関係であり

ますので、まず教育長より答弁いたさせます。 

○議長（稲葉義仁君） 教育長。 

（教育長 横山尋司君登壇） 

○教育長（横山尋司君） それでは、笠井議員の第２問、通学路の安全確保については２点か

らの質問ですので、順次お答えいたします。 

  まず１点目についてですが、熱川小学校では昨年の７月に片瀬・白田から通う児童、保護

者を対象に通学路に関するアンケートを取り、実態把握をしました。その後、10月には通学

路の変更希望調査を行ったようです。その結果、現在の通学路の変更を希望する児童、保護

者はなかったとのことでした。 

  したがって、通学路を変える等の措置は取らず、引き続き、教職員、ＰＴＡ、地域、警察

による安全確認、清掃等を行っていくとのことです。教育委員会といたしましても、小学校

と連携し、これまで同様の安全確保に取り組んでいく所存です。 

  次に２点目についてですが、通学路のお話については、平成30年６月議会の一般質問で答

弁いたしましたように、小中一貫教育を検討していく中で考えていく旨の回答をしておりま

す。 

  今月より、保護者や住民を対象とした小中一貫教育説明会を開催していくこととなってお

り、小中一貫校の環境整備を検討していく前の段階となっておりますので、具体的な内容は

これからとなります。 

  現状での通学路の件に関しましては、１点目で答弁したとおりでございます。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ２番、笠井議員。 
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（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） はい、すみません。ありがとうございます。 

  なるほど、前年10月の変更希望調査がということだったんですね。はい、了解しました。 

  アンケートに関してですが、保護者からの御意見はお伺いしているかどうかは存じません

が、先ほどの部活のアンケートと同じで選択肢が３つしかないという中で、赤川回りの、太

田回りの道か、現行の道か、さあどっちがいいですかというアンケートだったと思います、

ざっくり言っちゃうと。 

  この中で、そうなってくると皆さん悩んだと言っています。というのは、何かというと、

子供のことを考えたらそれは時間が短いほうがいいと。通学時間が短い、距離が短いほうが

いい。だけれども、安全だから通したいわけじゃないよという話です。単純に遠回りをした

ら今より時間がかかっちゃうというところ、子供たちの負担を考えるとというところ。で、

だから、現状のままという方が非常に多かったと僕は思っております。 

  その保護者の中から出てきた中の一言は、何でスクールバスの選択肢がなかったんですか

ということです。アンケートの段階でなぜそこがないかというところ、それは非常に言われ

ました。なので、あの選択肢しかなければ、子供たちの考え、子供たちの負担を考えたり時

間を考えれば現状のままという答えが多いのは、アンケートを取らなくても分かりそうかな

というところありますよね。フリースペースのところとかも、聞くだけで、選択肢というか

３つしかなくてどれにしますか、その後で変更希望があれば希望しますというのも、先ほど

言ったように求めている、保護者が思っている回答ができないからそのまんま。だから、要

は希望されているスクールバスの部分とかその危険な部分というのは解消されていない気が

するんです。確かに距離の部分で、じゃ危ないけれども通っていいよという考え方であるの

であれば、学校も、町も危険は承知していますけれども、通っていいよということであるの

であれば、そこの部分の責任の所在の在り方をはっきり町が出すべきだと思いますし、それ

が嫌だったら車で送ってくださいぐらいのことも言っちゃってもいいと思うんだけれども。

今のままだと通学路という形で熱川小学校の中では、坂町も、堀切もなっていると思います。

なので、その辺の考え方、もう一回だけ聞きたいと思います。教育長は前のときに当然いな

かったのであれなんですけれども、町長とかにお伺いしたいと思います。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） 通学路に関しましては、もうどういうのをアンケートを取ったかとい

うのは分かりません。これは申し訳ないと思っています。 
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  そういう中で、笠井議員が言ったように現況か、または迂回路、２回の時点でそれだけか、

またはそれ以外には当然父兄に対するその他何か御意見等がございましたらという項目がな

かった。ちょっとその辺はアンケート調査を見せていただきたいと思います。当然それだけ

ではなくて、その他父兄の御意見とかそういうことございませんかという項目はあるのでは

ないかとは推測いたしますけれども、その辺ちょっと確認させていただきたいと思います。 

  そこでスクールバスがなかったと考えている中で、町は以前からも基本的には小中一貫の

中で、できなくても、私は前回、小中一貫を行うのにスクールバスについても検討するとい

うことは言った記憶はありますけれども、基本的には教育的なとかいろいろな面がありまし

てスクールバスは結構厳しいのかなと考えておりますので、小中一貫になったときはある程

度、その連結を図った中でこれはやる、ある程度は考えなきゃいけないかなとは考えており

ますので、あくまで小中一貫のその委員会も開催しておりませんもので、その辺はまだ全然

回答が出ていないということで、これは御理解願いたいと思います。 

  やっぱり通学路につきましては、笠井議員が言ったとおり、危ないことは重々承知してい

る中で、やっぱり以前言ったように当局の前の教育長、そしてＰＴＡ、それから学校の先生、

一応その中である程度見ました。そうするとほとんどが他人の所有地なんですね。そこを町

がやることはなかなかできませんもので、その辺は学校サイドが十分に認識した中で、危な

いときはちゃんと教育委員会がついて指導しているようなことも聞いておりますもので、そ

の辺は御理解願いたいと思います。 

  今の現状の通学路に対しては、整備することは大変また他人の土地、またお金も相当かか

りますので、これは以前のＰＴＡとの話合いの中で、なるべくそのようないいような方法で

この通学路をやりましょうということをある程度前のＰＴＡと話合いをしております。 

  そういう中で今後小中一貫になったときに、じゃどのような方向が一番いいかということ

はまたそれは検討していくと考えております。町はいずれにしてもそういう考えで変わりま

せんもので、その辺は御理解いただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） はい、ありがとうございます。 

  そうですね。前の答弁もそうでしたからそういうことだろうなとは思っていますけれども。

要は何かといったら、ここを例に出しているのは、白田・片瀬の通学路には出していますけ



－48－ 

れども、全体的に危ない箇所があったりとか、今までもＰＴＡ等歩いていただいているとい

うことなんですけれども、なかなかやっぱり全部が全部、民有地、ほぼほぼ民有地だったり

とかするので危ないよねで終わっていますよねということなんです、僕が言いたいのは。そ

の危ないよねがいつまで危ないよねでいられますかねという話なんです。要は逆を言っちゃ

えば危険を知っているのに何もしなかったよねと言い方を取れますよね、逆を言っちゃえば。

手が出せないという町長のおっしゃることも言えるんだけれども、ちょっとお金の話は抜き

にして話をします。 

  例えば、本当に危なかったら行政代執行で町のものにしてしまうってできますよね。お金

の話は抜きにしてですよ。本当に危なかったら。だけれども、お金の部分を考えて手出せな

いというのは究極の言い方すると手を出さないという選択肢を取っている、これも取れます

よね。お金の話は抜きにします。現実問題を言っちゃうとそのお金の問題が出てきたりとか

いろいろあるんだけれども、できるかできないかの２択で言ったらできなくないですよね、

できますよね。じゃ、そうしたらお金の話どうしようという話が出てくるかもしれないけれ

ども、現状で手出せないんですよというところを言うけれども、確かに安全面を見てもらっ

て理解してもらって歩いてもらっていますというのは、もうずっと昔からそうだから、やっ

ぱり変わってくるところもあるし、倒木の写真も出したこともあるし、じゃどこでその考え

方が変わりますかねというところなんです。例えば、じゃ通学路は白田・片瀬に関しては廃

止しますとか言っちゃって、集団下校のときは太田通りますけれども、通常時はお任せしま

すという形でもいいです。その代わり、リスクは保護者の方も理解していただいて、通す通

さないは保護者の人という形も取ってもいいと思うんですけれども、今は何か学校があそこ

を通学路みたいな形にしているし、集団下校も通させている。危ないよねと保護者が言って

も、いや民地なんで手出せないんです、皆さん、理解してくださいという形で終わっちゃっ

ている気がするんです。じゃこれで万が一、何かあったときに町はどうしますか。理解を、

御理解、危ないのは知っていただいていましたよね。だから、危なかったんですよねと言っ

て終わっちゃうのか、いや、知っていたんだけれども手出せなくて申し訳ございませんと言

うのか。やっとそういうふうになって動くのか。でも、その辺の根本的な考え方というのは

ちょっと教育長でも、町長でもいいんですけれども聞きたいと思います。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） 基本的には通学路は赤川だけでも、稲小でも危ないところが結構あり

ますよ。そういう中で要望があって、このブロック塀何とかしてくれとか、民間もできませ
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ん。やっぱりそういうことも、通学路に関しては赤川だけの問題ではなくて、基本的にはも

う稲小、熱小、大川はなくなりましたけれども、いろいろな面でその危ないところがいっぱ

いあります。 

  そういう中で、町ができるところもそれは対応しておりますもので、できないところはも

う致し方ないもので、そこに責任が出たらどうなるか、それはもう基本的にはもう町が責任

を持っちゃうしかないと考えております。当然、通学路はこういう状況じゃないとできない、

それはマスコミは一喝することは分かりません。 

  しかしながら、現状の法的の中ではこれはなかなか、民間の人がやってもお金がかかるも

んだからできなかったということはもうはっきり言わせていただきます。その辺はもう責任

の所在という中で、やっぱり整備できるところはそれは整備いたしますよ、はっきり言って。

そういう点、今までは稲小、熱小のところも、赤川以外のところで通学路の点検した中で対

応できるものは全て対応しておりますけれども、民地に関しては一切これはできませんので、

その辺は申し訳ないけれども、直ると思いません。その点責任所在というのは、それはあく

までもこれは町の責任がある中でしなくちゃね。中でもやりたがっているのは民地だと思う

んです、できなかったのは。これはもうたとえマスコミが責め寄ってもいたします。これは

一貫してもうそういう考えなので、もう法的にはできなかったという中で、それで通学路の

また移動とかそういうことは当然考えられると思います。 

  今後、またその中で笠井議員がそういう提案に対しまして、私は一貫してそういうことを

答弁してきましたけれども、それでこれからそういう体制、中学に対しましては、じゃちょ

っとまた皆さん見直しますよということは、また後でそういうこともアンケートをまたちょ

っと内容、どういう内容で取ったかということをまたちょっと見させていただきたいと考え

ております。だけれども、その中で町といたしましては、その一端としてスクールバスを通

してのその立地項目を入れる気持ちも実際ありませんもので、その辺は御理解願いたいと。 

  それから、やっぱり児童が一番安全な通学路、これは笠井議員が言われているとおりでご

ざいますもので、これもまた代が替われば違う方法にまた行くようなことも考えられえます

もので、その辺は児童の安全、通学路の安全性を、これは確保していくのが町の責任でござ

いますので、それについて町が真摯に対応していきたい、そう考えておりますので、御理解

願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ２番、笠井議員。 
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（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） ありがとうございます。 

  それは町全体も問題が出てくる、町長が言ったとおりなんですよ。いろいろなところにい

ろいろなリスクがある。僕が言いたいのは、要は知っていてそれをやれるところはやります

と言っているんだけれども、本当に危ないから説明をするとかいう努力だったりとか、そう

いうところも、だからスタンスとしてですけれども、この危ないのは町も分かっています、

教育委員会も分かっています。だけれども、そこの選択肢を取るのは保護者なので、そのほ

うのその方々のリスクも考えてくださいねと説明するのか、いやいや町は危ないのを分かっ

ていて直せるところは直すんだけれども、直せないからしようがないよねと言っていくのと、

やっぱりちょっと捉え方変わってくるかなと思うんです。 

  なので、行政のそのお金の問題とかいろいろな問題があって、そんな全部直せないのは僕

も分かっていますし、でも、僕が思うのはいい例だったなと思うのは、あの大阪のブロック

塀の件ですよ。要は今まで危ないんじゃないかと言っていて、何もなくて国も、別に町がと

いうわけじゃないですよ。国もそうだけれども、ああいうふうに被害が出たらすぐに一斉点

検しなさいみたいな形になってきたりとかしてくるわけじゃないですか。だから、それがも

うちょっとミニマムにしていけば町だって同じようなことが起こる可能性があるから、事前

にやっぱりどこが危なくて、それをちゃんと保護者に説明をしていったりとか、ちゃんとそ

こで保護者の人がどういうふうにどういう通学方法を望んでいるのか。町長からすれば、耳

の痛い話かもしれないし、スクールバスって話が出てくるかもしれないし、出てくるかもし

れないけれども、そこは丁寧に、例えば、費用の問題だったりとかいろいろな問題を説明し

ていって、だから今現状できないんだと。だけれども、本当にお母さんたちが心配で心配で

というのであれば、申し訳ないんですけれども送り迎えも辞さないのでしてくださいとかね、

歩かせるんであれば、こっちの道のほうが安全なので遠回りになりますけれどもどうですか

という御提案をしていって、そこまでやって、最終的に取るのは保護者じゃないですかとい

ところです。だから、お金がないからとか民地だから危ないんだけれども、じゃそのままに

指定していくのはどうなのっていうところです。 

  だから、町としては指定はするけれども、これだけリスクがあるよという説明を何かして

いかないと、何となくそこの地区はそこを通っているからみたいなところもあるかなと思っ

ています。どんどんやっぱり人数が少なくなってくると、その問題出てくるし、町長言った

ように、小中一貫のときにはという話もあるんだけれども、だけれども、小中一貫だと、今
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の方針でいくと稲取、熱川、それぞれ一つですよね。今の現状と通学に関しては多分変わら

ない、さほど変わらない。なので、そこでスクールバスの問題が出てきても、今現状であま

り検討をしていないんであれば同じかなと僕は個人的には思っているんだけれども。 

  その小中一貫にするからスクールバス出すよみたいなのもちょっと変だなとは思っていま

すので、だから、その辺を踏まえて検討委員会、これからですので、どういうふうにやって

いったらいいのかとか、ルールを改めて検討しながら、それは熱川だけの話じゃないし、稲

取だって当然距離が長くなってきて１人でいる時間が長くなったりする危険性だったりとか

もあるし、そういうところを考えて、何だったら通学路に関して本当に保護者の方々が理解

ができるような丁寧な説明をやっぱりしていくしかなくて、この年したから来年はしなくて

いいとかではないと思うんですよ、ＰＴＡも替わるしね。だから、その辺は密にやっぱり連

絡取っていってもらいたいと思いますけれども、いかがですか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） その通学路に関しては、本当は大阪のそのブロック塀ね。ただそこで

自治体が来るだと思ったですよ。当然それはもう自治体が詰めるしかしようがないと思うん

です。うちの町も、稲小がブロック塀危ないんですよ。すぐ撤去した。要するにできるとこ

ろは全部撤去して、その通学路の安全を確保しております。 

  やっぱり行政がやって、これ国が分かっていて、そういうような、それで事故が起きた。

これはもう本当に自治体の責任でございます。その中でブロック塀に関しては、もう稲小と

か熱小に関して、そういう民地の中、それに関してはもう一切その危険性がありますので、

そこは行政としてやらなければならないこと。それとやっぱり子供たちも学校評議員かな、

そういう中で１年話し合ってやっぱり学校の子供たちはその通学路に対していろいろ提案し

てくれます。それはまずうちは建設課が見ます。そうすると私も行って見たこともあります

し、子供たちがそうやって自分で見た目線の中で一応やっている。それは必ずこういう状況

になるとこれはできないよということで、子供たち下調べしております。やっぱりそれはま

た行政の責任でございますもので、それと今言ったような、今度は通学路の赤川のところね。

これはこういう危険がありますよということ、これは言わなきゃならないと考えております

けれども。やっぱりそういう中でまた年１回、子供たちとまた行政、そしてまた学校評議員、

学校が入った中でまたやりますので。というのは、そういう話がそういうもの、笠井議員か

ら出ておりますけれども、一応学校サイドのいつも安全会、そのアンケートの内容がいかが

なものかと思いますけれども、そういう回答も来たということなく、学校もそういう対応し
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ておりますもので、それで可かなと考えています。 

  また笠井議員もまた御質問をいただいて、再度またちょっと熱川小学校の、そのアンケー

ト内容、どのようなアンケート内容をしたかを確認した中で、もしかしたらまたよりよいア

ンケートをまた取らせていただくかも分かりません。それまた教育委員会と相談しながら、

町といたしましては対応していって、そう考えておりますので、御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） ありがとうございます。 

  この問題に関しては、ここ何年で解決するというよりかはもうずっと続いていく問題だと

思います。ただやり方の問題で、先ほど町長が言ったように、生徒と歩いていただいてたり

とかして意見交換してもらっていると思います。それは熱川も、稲取もやってもらっている

と思うんだけれども、要は子供たちが言っていたのは、言って、あそこが危ない、ここが危

ないと言っても、やっぱり直らないなというのがあったりとかして、言ったんだけれどもな、

直んないんだよなと、子供たちが素直にそう言います。そこのところを大人の事情で直せな

いのは分かるんです。だから、子供に対しても、お母さんたちに言ったからじゃなくて、子

供に対してもここはそうだよね、危ないよね。でもねって、例えば、町長が言ったとしたら、

町長も直したいんだけれども、なかなかお金がかかって大変なんだと、本当に危ないと思っ

たら、こっち側の道からも行けるんだけれども、遠くなるけれどもみんなどうっていうよう

な、子供にも聞いてあげる。子供がそれでいいと言ったら、お母さんたちもそうかってなる

かもしれないですよ。だから、そういうただ保護者に対してこうですよ、ああですよの説明

も大事。だけれども、本当に通っている児童生徒、ここもやっぱり理解をしていただけない

と、やってくれない印象だけ残っちゃう。だから、僕はやっていく中でやっぱり付き合って

付き合っていって、変な話、それが１年、２年でできれば、いる子たちは、ああ僕たちの意

見が分かってくれてやってくれたんだと思うかもしれないけれども、お金の問題だったりと

かいろいろな問題、１か所で全部できないので、５年とかかかるかもしれない。でも、そう

すると、その子たちが言ったときにはもうここにいなくて、あるときにああやってくれたん

だなと思うその時間があるので、なるべく子供たちの理解を求めてもらいながら、かつ理解

を求めてもらうということは、もう一回、危険な部分を理解していただくということに僕は

つながると思います。 
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  ですので、その中で、もしかしたらスクールバスに関しては、分からないですよ、親が言

っているだけかもしれない。子供たちは歩いていきたいんだと言っているかもしれない。そ

したら、そういう危険を取り払うようなルートの説明、子供たちにもちゃんと意見を聞いて

やっていこうよという方向で今後もちょっと進めていっていただきたいと思うんです。特に

統合の住民委員会がありますので、そこに関しても、そういうふうな子供たちの意見という

のを聞きながら、通学路の問題だけではなくて進めていただきたいと思いますので、これで

質問を終わりたいと思います。 

  答弁あればお願いいたします。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） その子供たちの要望ができないということ。多分町といたしましては、

一応その委員会、交通安全システムかな、それと行政、そして学校、評議員入った中で一応

要望の中で見た中で、それに対する回答は多分出しております。こういう状況でこれはでき

ませんよとか、これはやりますよという一応要望の回答は、出た子供たちには教えています。

笠井議員言ったとおりです、その子供たちが、ちょっと私は、またそれは確認していますけ

れども、何しろその要望に対しては一応こういうことでこういうわけでできないとか、そう

いう回答はもう出しているつもりでございますもので、もしそれがまた間違っていたらごめ

んなさい。一応、町といたしましては、子供たちが真剣に考えたことは、やっぱり町といた

しましても真剣にこれ回答しなきゃならないと考えております。その辺は御理解願いたい。

またそれ確認してみますので。やっぱり子供たちの意見、大変、やっぱり我々の目線で見た

通学路と子供たちの見た通学路、これケースは違いますもので、町といたしましては、当然

子供たちのその意見大事にしたいと考えておりますもので、子供たちの提案に対しましては、

できるものはどんどん対応しているということだけは御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 以上で笠井議員の一般質問を終結します。 

  この際、２時５分まで休憩します。 

 

休憩 午後 １時５０分 

 

再開 午後 ２時０５分 
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○議長（稲葉義仁君） 休憩を閉じ再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 山 田 直 志 君 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員より一般質問で掲示板の使用、資料配付の申出があり

ましたので、これを許可します。 

  14番、山田議員の第１問、介護問題についてを許します。 

  14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 通告に基づきまして議長の許可をいただきましたので、一般質問を

いたします。 

  まず、介護問題について質問いたします。 

  今年度からの介護保険料は、我が町は据置きとなり、基準額が年額５万8,000円、月額

4,840円で、これは静岡新聞の報道によると県下で一番安い保険料のことのようでございま

す。そこで介護保険の運営に関して町民の介護の状況について、まず以下の点について質問

いたします。 

  １、地域包括支援センターの受付相談数、また相談内容の種別、相談の解決、未解決の状

況は。 

  ２、介護認定者のサービス利用状況は（要支援、介護認定者別）にお願いしたいと思いま

す。 

  よろしくお願いします。 

○議長（稲葉義仁君） 第１問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 山田議員の第１問、介護問題については２点からの質問ですので、順

次お答えいたします。 

  １点目についてですが、地域包括支援センターの相談件数につきましては、４月１か月の

延べ件数ですが、231件となっており、内訳は、新規相談が24件、継続相談が207件となって

おります。相談内容につきましては、介護保険・福祉サービスの利用についてが最も多く、
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次いで、医療や保健関係についての相談や、ケアマネジャーからの相談などになっておりま

す。継続して支援の必要な成年後見制度利用などの権利擁護についての相談、また独居高齢

者の安否確認、体調急変への対応なども行っております。 

  次に２点目についてですが、３月末の要介護認定者は、要支援認定者が188人、要介護認

定者が606人で合計794人となっております。そのうち、居宅介護サービス受給者が、要支援

認定者で68人、要介護認定者が404人、合計で472人となり、認定者全体の59.4％を占めてお

ります。地域密着型介護サービスの受給者は、要支援認定者で２名、要介護認定者が118名、

合計で120名、認定者全体の15.1％の方が利用しております。施設介護サービス受給者は、

要介護認定者の方になり99名、12.5％の方が利用している状況です。 

  次に、施設入所者の待機者数につきましては、県が毎年実施しております特別養護老人ホ

ームの入所希望者調査によると、令和２年４月１日現在、入所希望数は実人数で24名、その

うち在宅で６か月以内の入所希望者が９名、さらにその中で静岡県の優先入所指針に照らし、

必要性が高いと判断される方は５名となっております。 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 町長、この町の今のやつで言うと、１年で考えると2,400円ぐらい

になるのかなという感じ。ちょっとこれ時期をやっぱり一緒にするということもあるので、

2018年度、平成30年度でこれ決算ベースでちょっと他町と比較させていただきますと、東伊

豆町が2,100件、南伊豆町は177件、河津町が817件、これ決算の説明資料から取った数字な

んです。 

  うちの町は地域包括支援センターに対してこれだけ相談が多いというのは、信頼性がある

という面もあるのかなというふうに思うんだけれども、町長、こういう数字、ほかの町と比

べるということ、僕もちょっと実は質問を通告してからこの数が多いのかな少ないのかなと

いうので、ちょっとほかの町と比較してみたら随分違うなと、この辺の数字について、町長、

どう見ておりますか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） やっぱりこれだけの差があるということは、その介護者に対するその

心配事じゃないですが、不安要素が結構ほかの町に比べて多いのかな、そういう感じで受け

取っております。 

  以上でございます。 
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○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 町長、結局ね、やっぱりその多いということはそういうことだと思

うんですね。それで、そこでお手元にその資料を配付してありますが、町長、これうれしい

ことなんですね。東伊豆町の介護保険料が県下で一番安いと、これはね、働き盛りの世代か

らすると保険料が安いというのは大変うれしいことではある。だけれども、同時にここで私、

聞きたいのは、基金がやっぱりどうでしょうか、賀茂郡のほかの市町に比べても、東伊豆町

は一番多いという、こういう状況もあります。町長は、これどうでしょうか、町長としては

こういう状況というのは、町長としてこういうことを想定してこういう目標に向かってやっ

てきたというようなお考えですか。どういうふうにこの数、この今一番安くなっているとい

う、この事態をどういうふうに受け止めておられますか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） これは現場の職員の見立て、これがよかったという考えで、やっぱり

現場職員の能力、これが高かったんじゃないかと考えております。 

  しかしながら、やっぱり介護におきましては、基金を積むのはいかがなものかと私は考え

ておりますけれども、基本的にはうちの職員の能力が高かったもので現状このように自然に

なっている、そういう理解をしておりますので、御理解願いたいと思います。 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 町長、やっぱりそこでね、お手元にある２枚目の資料を御覧いただ

きたいと思うんですが、２枚目にある数で言うと、特に人口が賀茂郡の中で言えば、多いと

いうことはあるんだけれども、介護認定者の要支援や要介護の認定者が特別東伊豆町が少な

いとか多いわけじゃないんですね。これは数値的に確認できる内容。３枚目を見ていただく

と、ここにあるように東伊豆町の介護保険料がなぜ安いかということの一番大きな理由は、

施設介護サービス費が極端に安いわけです。施設介護を受けている人数も、人口も、介護認

定者の数が少ない南伊豆や河津よりもはるかに少ない。だから、施設介護サービス費の給付

額が極端に少ないんですよ。このことが我が町のその保険料の安さの、ある面大きな要因と

してあると。ただ一方で、居宅介護サービス費、ヘルパーの派遣等々の部分が利用している

人数に対して多いんじゃないかという部分があるんですよ。これは、その下にある各町の施

設状況を見ていただきたいんです。 
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  ここで介護の施設といえば、特別養護老人ホームや老健施設、グループホーム。小規模多

機能とかまでが、これは介護の施設ですよね。でも、東伊豆町は現実に老健施設などがない。

特養のベッド数も50床しかない。どこへ行っているかというと、住宅型の有料老人ホームを

利用せざるを得ない状況なんです。介護認定者の数は比率的には変わらないのに、施設サー

ビスを受けている人がうんと少ないというのは、町内に施設がないからほかの町へ行くのか、

ほかの町に行かないで住宅型の有料老人ホームを使っているということで施設介護サービス

費が少ないし、また住宅型の有料老人ホームを利用しているので、居宅介護サービス費が増

えるんです。言えば、介護の３や４、５、本来なら特養に入ってもいい人たちが入れないか

ら、住宅型の有料老人ホームに入ってヘルパーサービスを使うから介護の単価が当然介護の

３と介護の５を比べれば、介護の５のほうが単価が高いわけですよ。そういう人たちがこう

いう形でいるということによって、保険料が安くなっているということの今状況だというふ

うに私は思っております。幾つかの介護事業者にもお話し聞きましたけれども、大体そうだ

ろうと、少ない中で。 

  そこでちょっと事務的に担当課のほうにお聞きしたいんですけれども、町民が、例えば河

津や下田や伊東の施設を利用する場合には、当然公平に平等にということではなくて、当然

地元の人が地元の施設を申請する場合は、地元加算という形で底上げで優遇されますよね。

これは制度的に確かにそうですよね。そのことをちょっと確認したいと思います。 

○議長（稲葉義仁君） 健康づくり課参事。 

○健康づくり課参事（齋藤和也君） ただいまの質問につきましては、特別養護老人ホームの

入所指針というのがございまして、それにつきましては、地元の加算で何点、独居で何点と

いうふうなものがありまして、入所するときにはそれを参考にして順番が決まっていくとい

うふうになっております。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） そうするともう一点、ちょっと事務的に確認をさせていただきます

けれども、そうしますと、例えば、東伊豆町と河津の人が河津の施設に入ろうとしたときに、

地元加算があるということになれば、同じ生活環境と介護状況だった場合には、当然今の地

元加算があるということは河津の人のほうが優先されるということですよね。その加算とい

うより点数でやっていくというわけだから、東伊豆の人間が河津の施設に申し込んだ場合に
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は加算つかないわけだから、同じ生活環境、いや独居であって同じ介護の４だとか５だった

場合には当然地元の人が優先されるわけですよね、制度は。 

○議長（稲葉義仁君） 健康づくり課参事。 

○健康づくり課参事（齋藤和也君） 同条件の中で住んでいる場所だけが違うということであ

れば、おっしゃるとおりであります。 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 町長ね、今まで施設が特別養護老人ホームだけでやってきて、町長

はやっぱり前、この施設整備しないのかと言ったら、町民の半数から値上げしてもいいよと

いうような声もなければ、町としてはということを言ってこられた。今の状況はその中で来

たんで、過去のことを責めるということは、ここは今日はしないんですけれども、今後の問

題ですよ。一番今ここの時点で考えなきゃならないのは、予算の審議の中でも議論をしてき

たんだけれども、団塊の世代がこれからどんどん後期高齢者に移っていく。そういう人数の

多い人たちの中から当然介護認定されるような人が増えてきたときに、町内に今施設がない

状況が続いた場合にどうなるのかと、同じような介護条件を受けても東伊豆の人間は入るこ

とが、どうしたって地元に施設のある人よりも一歩遅れなければ、一歩重たくなっている。

介護者であれ、家族の負担がその分余計に負担をしていただかなければ施設に入ることを、

例えば、それが１か月であるのか、２か月であるのか待たなければ施設に入れないというよ

うな今状況なわけですよ。だから、特別養護老人ホームや老健の問題に目を向けてきたけれ

ども、現実はこういう民間の方々が住宅型の有料老人ホームやっているというところが受け

皿になって施設をやってきたけれども、今後もうこの形で増える介護認定者に対応できるの

か、これがやっぱり一番問題だと思うんですよ。 

  私は、ぜひ町長に、今までは確かに施設建設は即やっぱり保険料のアップにつながるとい

う見方は確かにそうなんだけれども、今増えるだろうと言われているこの段階で難しいかも

しれないけれども、施設建設についても、当然間違えるわけじゃないんですけれどもね。や

っぱり考え直さないと、今までと同じように保険料が高くなるから施設建設は町も簡単に認

めないよというようなその姿勢のままだったらいけないんじゃないかと思うんですよ。どう

お考えですか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） 全く山田議員の考え、時代によってやっぱり考えを変えなきゃいけな



－59－ 

いと思いますけれども、今現状、今年３か年の計画、たしか今年だよね。そうなるともう手

を挙げてくる養護、ありませんでした。やっぱり今後、この業種に対して手を挙げてくると

ころがあるかどうかね。やっぱり町といたしましては、ある程度考えを変えた中で今後その

増えるだろう団塊の世代ということ、介護ね。これやらなきゃならないとまず考えておりま

す。 

  その中でやっぱり一番の問題は、私はまず現あるところに昔は、数年前か、増床をお願い

したときに駄目になった記憶があります。当初この特別養護老人ホームを各自治体が建てる

ときに、やっぱりほかは自治体が結構応援したんですよ。そうだけれども、うちの町は全然

しませんでしたよ。やっぱり相当ネックがあると思いますよ。そういう中でやっぱりそれは

過去のことですが、それはもう無しとして、今後団塊の世代の人、ある程度その考えを変え

た中でやっぱり当然、今度は自分の町の高齢者が増えれば、それはそれに対する計算を取ら

なきゃならないと考えておりますもので、それはやっぱりある程度、柔軟な考えでなければ

ならない、そういう考えでございます。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 本当にこれはうちの町に施設が足りないことによって、周辺市町に

も影響を与えかねない問題です。ただ町長が今言われたことで言うと、もう介護事業者の

方々は、今自分たちの力でやるというような状況にははっきり言ってないというふうに、私

は個人的には聞いています。というのは、もう団塊の世代が後期高齢者になるということは、

いわゆる2045年問題ではないけれども、この20年はお客さんがあるかもしれないけれども、

その先のお客さんのことを考えると事業が成り立つのかというような、やっぱり全て民間の

方々にお願いするとしたら、民間は今もう既に人口が減り、一時的には増えるであろう介護

認定者も20年先から減少になるんではないかとなると、事業としてやっぱり成り立つのかと

いうような状況にまでに今立ち至っています。 

  そうしますと、町長、町が今言われたように、町長、ほかの町がやっていたようなことに

ついて言われましたけれども、例えば、今後、町で先ほど来出ていたような小中学校のいわ

ゆる統合問題というのが出てきて、やっぱり空いていく校舎という問題があるわけですね。

介護の事業者にも、だから、全てのイニシャルコストを、いわゆる建設費全て持ってゼロか

ら新しいものを全部整備するといえば、その負担はやっぱり大変なわけで回収できないので
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はないかという問題です。 

  もし、町がこの今の介護保険の状況を考えたときに、やっぱり一定の施設整備が必要だと、

ある程度のベッド数を確保しなければいけないなということであれば、ゼロから建物建てる

ではなくて、今空くかもしれないという建物の活用ということや、それに対して多少の支援

をするというような、やっぱり町のそういう支援策がなければ、今はもう民間の方々はなか

なかこの施設の問題は手を出せないんではないか。この点はただ募集して来ないというよう

な状況ではなくて、もう既に事業として見ると、やっぱりこの20年間ぐらいは事業として成

り立つけれども、そういうことを考えると借金とか人手確保というのは難しいという。この

状況ですから、ぜひ町長、今少し柔軟に考えるということであれば、どこがとは言いません

けれども、その統廃合によって生まれる公共施設というものも出てくるんでありますから、

そういうものを活用するということをやっぱり柱に御検討いただく必要があると思います。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） 当然、今そういうのは提案されます。これは一つ、これから本当統合

により建物が空いてくる。それで今、山田議員がひとつ提案として受け止めさせていただき

たいと考えております。町としても、統合して空いたところはまたいろいろな考え方もあり

ますので、それは一つの提案としてまた考えさせていただきたい。 

  そういう中で、やっぱり町といたしましても、民間業者が20年間やるとすると先がいかが

なものかと、やっぱり公共施設としての建物を、公共施設としても今、行革とかいろいろな

ことをやっています。それはやっぱり違うと言えば、そういう人は行政が見なきゃなんない。

そうしたら、赤字はもう覚悟しなければいけないというね、それは考えています。それをい

かにして少なくするか、そういうことを十分検討した中でやっぱり行政が支援しなきゃなら

ないときは、行政は支援していきたいと考えておりますけれども、やっぱり何かの後々お荷

物にならないような、そういう、20年、30年先はこの町は特養も一つでいいのかと、そうい

うことも考えられますので、人口形態によって、それを十分に理解した中で、今、山田議員

が提案した、その空いた建物、それを使って建てる、そういうことも考慮した中で検討して

いきたいと考えておりますので、以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） あと町長ね、もう一つは先ほどの認定者のサービス給付の実情から

見てくると、もう一つ見えてくるのは、やっぱり人手不足、介護施設の人手不足という問題
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が一方にはかなりあるんですよ。私もちょっと今年に入ってから２件ぐらい要支援の方の対

応で、要支援のケアマネとの話でデイサービス通いたいので、せめて週１回通いたいよねな

んていう話があるんだけれども、なかなか要支援だと受け入れることができないような状況

があります。それが２か月、３か月たって介護施設にいた方が病院に入院するというような

ことで空きができたときに、何とかこう週１回通えるように何か月か待ってなるとか、誰か

が入院するなどのことによって空きが出たらその３回を２回にしたりとかいろいろな形で１

回受けるとかね。それ現実問題は各事業所のところでは人手不足がかなり深刻に進んでいま

す。介護保険をやるころ、これが立ち上がるころだとただ下田あたりへ行ってヘルパーの資

格を取ろうとか言って、今ヘルパーという形ではなくて介護専門員だとかいろいろな名前を

やっていますけれども、これもだんだん専門性も高くなってきて、この間ちょっと調べてみ

たら、例えば、昔のヘルパー２級ぐらいの専門員になると100時間ぐらいの講習や実習を受

けなきゃならない。これもじゃ下田で受けられていいのかというと、一番近くても伊豆市か

沼津ですね。沼津あたりへ通わないといけない。100時間の講義、講習を受けるということ

は、単純に言えば２週間ぐらいの時間も当然必要になると。これをじゃ介護事業所が簡単に

今そんな余裕があるのかというと、はっきり言うとそんな余裕も、今のコロナの問題もある

んだけれども、ないですよね。もうここのところも、介護の担い手が町の中変わって本当に

少なくなると。これはね、町長、先ほどの介護の施設もそうなんだけれども、ヘルパーを含

めて介護のこの担い手がいないということは、介護保険というものが、この間回覧板でこう

いう地域福祉計画や何かのことがいろいろいいことは書いてありましたけれども。言っても、

保険として成り立たなくなっちゃうんです。介護保険が、介護が必要になったら、その介護

は社会全体で介護をお手伝いしますよと言って介護保険で保険料取ってサービスを提供して

いるんだけれども、安いばかりに目が行って施設がありません、いざデイサービスやヘルパ

ーを頼もうと思ったら人手がなくてサービス受けられませんということになると、この介護

保険というものが保険じゃなくなっちゃうじゃないですか。保険本来の役割が果たせないと

いう事態に今来ているんではないかなというふうに思うんです。 

  一番最初に聞いた地域包括支援センターの相談数が、例えば、南伊豆やなんかに比べても

各段に多いというのは、やっぱり施設が足りないとかサービスが足りないとか、こういうこ

とに起因しているところって大きいと思うんですよ。 

  ということで、これはやっぱり介護の問題として介護の担い手をどうつくるのか、地域福

祉計画や何かではやっぱりいわゆるボランティアの活用だとかいろいろなことも書いてあり
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ますけれども、今介護保険で本来提供しなきゃなんない介護サービスの担い手自体が今不足

しているという、このことについて、町としても本気に考えを持たないと、これは本当にま

さにこの間、商工会との話合いの中でも３Ｋだと言っていましたよね、３Ｋ。観光、介護、

建設、人手不足が非常に顕著ですと。こういう状況で、これはだから、それぞれの産業を守

れないということもあるでしょうけれども、同時に介護保険をやっている町民を町が守れな

くなるという、この事態に私は直面しているんじゃないかと、この介護の担い手をどうつく

るのかということについて真剣に考えていく必要があると思うんですけれども、いかがです

か。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） まず介護保険料が安いということだったです。サービスがほかの町に

比べて同じぐらいだと私は考えています。その辺ちょっと現課の方から説明させていただき

ます。 

  それでやっぱり担い手、これは大変重要な課題でございます。当然今後この担い手がなけ

れば、こういうサービス受けられませんもので、それはやっぱり町としても何かしらの手を

打たなければならないと考えます。 

  それでどのようは方法がいいかというと、その現場と相談しながら、よりよいこの東伊豆

町にとってその担い手の育成、どのような方法がいいかということはまた現場と相談してか

ら今後検討していきたいと。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 町長ね、お手元に配付しております資料で外出支援策、または各種

生活支援事業、見ていただくとやっぱり必ずしも東伊豆町がほかと同じじゃないんですよ。

確かに南伊豆町は、県下一介護保険料は高いんだけれども、独り暮らしの高齢者世帯へのご

み出し支援や日常生活の支援、買物支援とか、こういう事業をどんどん取り組んでいるじゃ

ないですか。地域の巡回バスについても、これはもう今年からですけれども、今年度から地

域ボランティアによる支援というのも始めたり、だから昔で、昔の言葉がいいかどうか分か

らないですけれども、昔で言った介護保険の横出しというのをどんどん各市町取り組んでい

るんですよ。うちの町はだから基本的な居宅サービスであったり、施設介護サービスとかい

う枠は決められたマニュアルのものどおりやっているけれども、地域に住んでいるお年寄り
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が必要としているような支援というのを横出しでやるというようなことはやっていないんで

すよ。これちゃんと決算書から拾ったものですから、はい。 

  町長ね、そこでこれ18年度決算のあれでいくと２億2,000万ぐらい、これ介護保険の基金

あるわけですよ。つまり1,000万円ずつ取り崩したって20年間使えるわけです、ちょうどね。

本当にこの独り暮らしの高齢者や世帯への支援だとか配食であり、いろいろやろうと思えば、

取り崩す金額があったとしても、サービスってこれ結構やれるんじゃないんですか。施設サ

ービスは建物を造らず少なくて民間任せにして、こういう人が生活するのに必要なサービス

さえ、やっぱりやってこなかったら、この町でお年寄りの皆さん暮らしていけないじゃない

ですか。基金を思い切って活用して横出しのサービスをするということを真剣に考えられま

せんか。いかがですか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） まず地域循環バスね、これはね、うちの町は数はすぐやれますよ。何

回も言っている、数があればその地域循環バス出す交付金、助成金ありますから。この前も

答弁したように、この地域循環バスに対しましては、もう町はやりたくてしようがない中で、

今こういう状況の中で財政見るとちょっと厳しい。過疎地に指定されれば、これは最初にや

りたい事業でございます。その辺は御理解願いたいと思います。 

  やっぱり南伊豆も検討中、ボランティアによる支援、これは遅いですよ、はっきり言って。

もう前から過疎があるんですから、そういう過疎債を利用した中で地域循環バスできますか

らね。私に言わせれば、南伊豆は今さら何をやっているんだと私は言いたくなってきますよ。

やっぱりそれだけもう情報に対しましては、もう国・県の、国のほうのね、情報、やっぱり

そういうことはもうアンテナ高くする中で、もう過疎であればこれは当然やるべき事業だと

考えておりますもので、その辺は御理解願いたいと思います。 

  さらに、この独り暮らしの高齢者への支援、この横に対する、これやっぱり今、山田議員

が言っていることは、提案としてまた現課も末端もそういうふうに考えていることはまず一

つの案だなと考えています。また現課と相談しますので、その辺は検討していきたい、そう

考えております。 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 町長、資料にあるように、河津やなんかの場合はもう既にその基本

的な町営バスとか町自体の中でバスのシステムがあるから、それを助成するという形で何十
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人もの方があるわけさ。ただうちの町では、やっぱり今まで巡回がどうかというのがあるん

だけれども、なかなか東海バスの残った路線を引き継いだものを横１本で物事が解決するか

というと、これもなかなか難しいものがある。そういう点でいうと、南伊豆みたいにボラン

ティアによる支援がいいのか、これいろいろ調べてみると、清水町だとかあれなんかでは、

逆に生活支援の部分と買物支援なんかもシルバー人材センターに仕事として出しちゃうとか、

介護認定者ですから、そういうことまでしています。だから、知恵を使えばやることはある

し、やり方はいっぱいあると思う。僕は町長言うように、巡回バスというか、今あるあの走

っている東海バスのあのやり方があのバスを走らせたりとかというのを見直すだけでは、現

実的にだって大きい道路がなかったら使えないわけだし、お年寄りの場合、できれば、例え

ば稲取地区なら稲取地区内で巡回して買物をしたりとかいろいろなものができるのがいいだ

ろうし、城東地区の場合、城東地区内で買物やいろいろなことが済ませればいいので、やっ

ぱりちょっと横に１本走っているバスと支援する中身が違ってくるので、こういうことを考

えると、必ずそのバスという形だけではなくて、考えられることってもう少し、これは現場

がって町長言っていますけれども、ケアマネの皆さん、どういうサービスを構築すれば一番

今喜ばれるのか、施設にはすぐ入れない、そういう状況が現実に今ある中で、地域で暮らし

ていただく中で買物支援なり、こういう移動支援というのをどういうやり方があるのか、ま

たそこが十分じゃなかったとすれば、配食サービスを思い切ってこの食数を増やしていくと

いうことだってあるわけですよ。買物行く人が必ず買物行けないというんだったら逆に弁当

の配食する数をもっと増やせないかとか、考えるべきこともあるわけです。 

  なので、思い切って基金をやっぱり活用もして、こういう介護保険で先ほど町長も触れま

したけれども、一般会計の基金はためなきゃいけないんですけれども、保険で運用している

介護保険でこんなにもやっぱりお金を積み残して、現実保険料を払っていただいている皆さ

んにサービスとして還元していないということですから、その状況は改善する必要がやっぱ

りあると思うので、このやり方についてはもう現場、現場ということであれば、ぜひケアマ

ネの皆さんを含めて現場の声というものをしっかり構築して生かしていただきたいというふ

うに思いますが、いかがですか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） やっぱり確かに基金が多過ぎる。これは自分自身はあまりよくないと

考えております。しかし、やっぱりある程度の一定抑えた中で介護保険料を上げないという

ことは考えてございますけれども、私も基金の金額がどのぐらい的確か分かりません。２億
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というのは確かに多い可能性もありますので。やっぱりその辺ちょっと現場のケアマネと話

合いの中で、基金崩した中で何かやったほうがいいよということがまた現課とケアマネさん

と話合いの中で検討して、これは町としてもそのような方向でいきたいと考えて、考えたい

と思います。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 次に、第２問、行財政の見直しについてを許します。 

  14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 行財政の見直しについて質問いたします。 

  町もこの間、行財政の説明会を開くなど行財政の見直しに非常に力が入ってきたように思

います。 

  そこで、以下の点をまず質問いたします。 

  財政・行政改革の説明会で出された大まかな町民の意見と町の考えは。 

  ２点目に、以前の質問で回答されていましたが、第５次東伊豆町総合計画の総括の取りま

とめはできたでしょうか。 

  ３点目に、決算に行政評価制度の導入を求めるが、いかがか。 

  ４点目に、町長が掲げるごみの有料化や熱川支所の廃止、入湯税の値上げなど、これらの

行政改革によって、財政収支はどのように改善するのか。また、これらの改革事項はいつま

でに達成するというお考えなのか。 

  この点をまずお伺いしたいと思います。 

○議長（稲葉義仁君） 第２問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 山田議員の第２問、行財政の見直しについては４点からの質問となっ

ておりますので、順次お答えいたします。 

  まず１点目についてですが、財政・行革説明会につきましては、新型コロナウイルス感染

症対策のため、３会場において５月26日から28日の３日間、計５回の説明会を開催いたしま

した。また、東伊豆有線テレビやユーチューブで放映・配信をいたしております。 

  説明会場の参加者からは、説明会に対する感想から厳しい財政状況を御理解いただいたよ

うに感じました。人口減のスピードや今後の人口減少への関心とともに、今後町が推進する
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行政改革に関心を寄せていただきました。 

  今回の説明会は、町財政が厳しい状況であり、今後も少子高齢化、人口減少によりさらに

厳しい状況が見込まれる行政改革を推進するためには、改めて町民の皆様に財政の具体的な

状況や、今後の行政改革につきまして説明する目的で開催したものであります。 

  町民の皆様に財政の状況、行政改革について御理解いただき、行政改革を推進していく考

えでございます。 

  次に２点目ついてですが、総合計画の総括につきましては、昨年12月の山田議員の一般質

問に対しまして、次期計画策定の過程で検証する旨の答弁をしております。 

  第６次総合計画の策定は、今年度、人口推計と町民アンケートを行い、策定作業は主に令

和４年度を予定しております。今年度の作業につきましては、５月26日に人口ビジョンと町

民アンケートについての業務委託の入札を実施いたしたところです。この結果を踏まえまし

て、令和３年度、令和４年度に総合計画の策定を進める過程で、第５次総合計画の主要施策

につきましては達成状況を各課局において簡潔に評価する予定となっております。 

  次に３点目についてですが、東伊豆町におきましては、計画策定いたしております「東伊

豆町まち・ひと・しごと創生 人口ビジョン 総合戦略」において、ＰＤＣＡサイクルの手

法を取り入れ、政策分野ごとの数値目標及び各種施策における重要業績評価指数、ＫＰＩの

設定によりまして、明確なＰＤＣＡサイクルの下で、事業の効果や進捗状況の検証を行って

おります。成果の検証を行い、目標達成に向けて取り組んでおり、取組の内容の変更や中止

の検討が行われる場合は、柔軟に事業の見直しなども行っております。 

  今後策定していきます計画等につきましては、このように事業の成果検証を実施し、検証

結果を踏まえ、事業の改善等を図っていきたいと考えております。 

  次に４点目についてですが、行政改革のうち、ごみの有料化につきましては、料金設定や

ごみ袋の販売方法など現在検討中でありますが、料金設定を近隣市町並みとし、現在見込ま

れております販売方法により経費を控除し試算した収入額は、年額1,900万程度となってお

ります。 

  次に、熱川支所の形態見直しにつきましては、現在の職員３名体制から職員１名と会計年

度任用職員１名の体制とした場合、年額約1,200万円の人件費減を見込んでおります。 

  ごみの有料化につきましては、河津町との連携が必要であり、またこの２案件につきまし

ては、町民の皆様の御理解が必要なものでありますが、令和４年度のスタートを目標に取り

組んでいきたいと考えております。 
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  次に、入湯税の値上げにつきましては、新型コロナウイルス感染拡大等により、入湯客が

大幅に減少している現状では非常に難しいと言わざるを得ません。しかし今後、観光施設の

維持・整備を進めるに当たり、税収が減る中で財源の確保を図っていかなければならないこ

とから、入湯税の引上げは必要不可欠だと考えております。 

  時期につきましては、いつとは断言できませんが、周辺市町と連携を取りながら、景気の

回復状況により値上げをしていければと思っております。仮に100円の値上げで70万人の入

湯客で年額で7,000万円の増額が見込まれます。 

  人員削減につきましては、令和２年度から５年間で６人の人員減を見込んでおるところで、

熱川支所の形態見直しの２名減以外の４名削減により年額2,900万円程度を見込んでおりま

す。 

  また、学校の再編のうち小中一貫教育の推進により、年額1,700万円程度の経費の減額を

見込んでおります。 

  施設の見直しにつきましては、収支の見込みが難しいため、これを除く行政改革による効

果は、合計で年額ベース約１億4,700万円を見込んでいるところであります。 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 町長、まずお伺いしたいんですけれども、５回やった説明会の直、

実際に会場にいらっしゃった参加者の数と、ユーチューブの場合だと何人が見たかというの

はデータ取れると思うんですけれども、この辺が把握できていますでしょうか。 

○議長（稲葉義仁君） 総務課長。 

○総務課長（村木善幸君） まず説明会、計５回開催いたしましたが、参加者は27人となりま

す。それから、ユーチューブの閲覧回数につきましては、今日のお昼現在で230件となって

おります。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 直接参加した人については、その場でこう聞きたいこともできるん

だけれども、ユーチューブの場合、聞いた人たちのそのまま意見というのを聞けないという

こともあるので、これはまた見てもらうということはまずよかったんだけれども、そういう

人たちからのやっぱり感想や何かも取れるような形って今後もまた考えていただく必要があ
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るんじゃないかなというふうにはちょっと私は参加していて思いました。 

  私は、たまたま私も参加した説明会の中で、私一番すごく衝撃を受けたというか、質問が

やっぱりありまして、それは町と議会はこうした事態になったことについてしっかり総括し

なさいと、そうしないとまた同じようなことを繰り返すんじゃないかと、そういう厳しい指

摘がありました。私個人的には、毎回こういう一般質問も含めて財政が大変じゃないかなと

かいろいろ言っていたし、議会でも毎回予算や決算のたびに附帯決議をつけたりいろいろ改

善点を指摘をしてきたんですけれども、やっぱり町民の皆さんからすると、結果責任は町長

も議会も同じだということだったんですね。私はやっぱりそう言われたときに、私たち議会

も、私自身議員としての責任もそうなんだけれども、やっぱり議会の責任の重さというもの

を改めて感じました。 

  それはこの何年間か町長16年の長の中で議会で否決したというと直売所の問題を含めたり

して否決というのは本当わずか３、４回の件数しかないんですけれども、ただやっぱり事こ

んなに町民の皆さんに説明をしなければならないほど今財政が厳しくなっているという、こ

のことに至った中では、議会も予算や決算を通じて、その町の取組を一定、これ承認してき

た、認めてきたということの責任はあるわけで、それは同じだよなというのは町民の見方は

そうなので、やっぱりもっと私どもも議会としても、その責任を感じながら取り組まなけれ

ばいけないなと、もし機会があれば議会全体でもそういう総括をしなきゃいけないなという

ふうに感じましたけれども、町長、こういう言葉について、町長として、町としてこの総括

をすべきだという、この厳しい意見についてはどうお考えですか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） 当然私も４期務めさせていただきました。山田議員の言った、この皆

さんの意見をもらっております。そういう中では、２番目になぜこのような厳しい現状にな

ったのか、議会も含め評価が必要、これは真摯に受け止めたいと考えております。 

  そういう中で何度も、議会とあれは大体あれ、確かに否決事項は３件でございますけれど

も、町といたしまして、これをやればいいんじゃないかということは結構ありました。そう

いう中で全協、いろいろな説明した中で当局の説明が悪かったか、説明不足で議会の理解を

得られなかった、そういうこともあります。やっぱりそういう中で当局がそこで議会に十分

説明して、それをやればまた違った局面になっているのかなということは自分で考えており

ます。また、私が回顧録としてまたそのようなことを書いていきたいと考えておりますもの

で、これを当局と真摯に受け止めておるということは、そのことは御理解願いたいと思いま
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す。 

  やっぱり町と議会が一体となってこれやらなきゃ、町はよくならないなということは町民

の方も感じているのではないか、そう感じておりますので、御理解願います。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 町長、荒っぽい言い方じゃないですけれども、やっぱり否決も減額

修正や何かも含め否決がいいということじゃないんけれども、減額修正も含めてやっぱり本

当にこれでいいのかというのは、我々議会も本当に真剣にこのお金の使い方、これでいいの

かというものは本当に真剣に取り組まないと、やっぱり結果的に町民の皆さんにとって好ま

しくない方向に行ってしまうのかなということを強く、その指摘から私は感じました。 

  町長、次の問題なんですけれども、５次総合計画のその総括の問題で、今、町長のお話で

すと、これを今後、令和３年度、令和４年度やっていく中で総括をするというようなことだ

ったと思うんですけれども、でも、やっぱり６次計画は５次がどこまで来ているのかで、そ

のやり方をまたそのまま続けていいのか、やり方を変えなきゃいけないのかというようなこ

とをやっぱり考えなきゃなんないです、時代の変化も含めてね。そうすると、私はやっぱり

こういう事業の根幹的な部分の総括というのはもう早めにされなければいけない。だから、

令和３年度中にやるとかいうような問題で、僕はないと思うし、逆に例えば、これは今後決

算をやるということがこれからの時期あるわけで、決算をするということであれば、それと

同等にやっぱり今年の、言えば９月とか10月ぐらいまでの早い時期に主立った総合計画の骨

格部分の総括をしていかないと。そして、それに対して何が必要だろうか、どう変えていく

必要があるのかという議論はやっぱりスタートラインに立たないと思うんです。町長言われ

たように、計画上も、ＰＡＣＤのこの部分でいっても、やっぱり早めに必要になってくると

思うので、それはぜひ、私はもっと早くにしていただきたいし、これは町だけものじゃない

んです。町民にも、私は議会にもその総括というものはお示ししていただく必要があるし、

これも総合計画のまさに総括ですから、みんなに明らかにした上で、その情報を共有化した

上でこれからの次の10年間のまちづくり、どう進めるのかということを御検討いただきたい

なと思うので、時期がはっきりしていないようですけれども、少しやっぱりこの時期を早め

て総括していただくということ、私は必要だと思うんですけれども、いかがですか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 
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○町長（太田長八君） まず、この町の財政基準額、これはもう予算書だけではないと私は考

えています。予算書以外の除いたところにまたある事例があります。やっぱりこの事例をや

ったことによって、また町がよくなった。そういうことを考えたら、やっぱり予算書だけの

問題じゃなくて予算書以外のこと、いずれに対しましても、また議会と一致団結してやらな

きゃならない、そう考えておりますので、御理解願いたいと思います。当然予算書の中もし

っかりやります。 

  それで５次計画のＰＤＣＡのやり方、それは当然、第５次計画をまず見直す結果を見た中

で、それは当然第６次に行きます。順番っちゃ当然そういう中で考えております。それで山

田議員がなるべく早く、町といたしましても、なるべく早くその辺はやっていきたいと考え

ておりますけれども、いつまでにということはやっぱり時間がありますもので、それはでき

るだけ早い時期にこの第５次のその評価、これはやっていきたい。それから、やった中でそ

れを基にまた第６次、これはもう筋でございますが、それはまず第５次の評価を早くやって

いきたいと考えています。それでまた現課のほうのあれもありますもので、一応現課がそう

いうふうにやってまいり、またこれは現課と話し合った中でなるべく早めにそれをこっちの

評価、これをやっていきたいと思いますので、御理解を願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） ぜひ早めにやっていただいて、ぜひこれはホームページでも公開す

るだとか、議会にも早くそういうものを提出していただいて、これからのまちづくりを考え

るそのベースとして活用していただきたいというふうに要望しておきたいと思います。 

  それで、次の３つ目の問題で行政評価の問題なんですけれども、これ唐崎の国際文化研修

所で使っているテキストのやつを資料の最後のページにつけておきました。 

  私はやっぱり行政評価のこの３つの視点で妥当性、有効性、効率性、それぞれをそれぞれ

の事業がどういうものに該当しているのか、こういうことをやっぱり事業としてしっかり見

ていく必要があると思うんです。お金が小さいけれども、これは効率的にやらなければなら

ない仕事、お金が大きくてもこれはやっぱり政策的にやっている仕事、その仕事の意味合い

というのは一つ一つは違うんですよね。だから、これはやっぱり職員もいろいろな部署を回

るということはあるんですけれども、その一つ一つ、自分が携わっている仕事って、これは

公共性の高い仕事なのかな、どういう仕事なのかなということを把握する上でも必要だし、



－71－ 

まさにこれから行財政を見直すという上でも、一つ一つの事業を金額が大きいから見直すと

か小さいから見直さないということではなくて、本当に行政が今やらなければならない仕事

なのかということを見極めるということを含めて、これ今、市段階ではほとんど導入をされ

ているわけで、総務省の調査も最近の調査はないんですけれども、市段階レベルではもう８

割方、９割ぐらいいっているんですけれども、町レベルになるとこの評価というのはまだま

だ３分の１をちょっと超えるぐらいというのが総務省のデータだと思うんです。これ町とし

ても、この行革をしていくんだと、行財政見直すということでいけば、こういう一つ一つの

事業をもう一回しっかりチェックするという、こういうことが私は必要だと思うんですけれ

ども、いかがですか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） 当然、事業については金額が多いからとかそういうことではなくて、

金額に関係なくて、この事業を、これを見詰め直す、これは大変大事なことじゃないかと考

えております。 

  町といたしまして、この事業をやることによって同時点で行うことだと、これはもう総務

課長もそういうことを言っておりますもので、確かに自治体はこうはやっておりませんので、

こういうような方向性で、これはやっていくことは、それは総務課長が前から言っておりま

すもので、そういう観点でやっていきたい。たしかまだ町におきまして、これ大変労力がか

かりますもので、徐々にそういうな方向でいきたいと、町もそう考えておりますもので、御

理解を願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 手間だという部分あると思いますけれども、資料にあるように、例

えば、こういう３分野の９項の視点について、それぞれやっている事業はどういう性格を持

った事業かというふうにチェックするだけでも、やっぱり一つの、自分たちがやっている仕

事が違った視点から見えてくるんじゃないかなというふうに私は思いましたので、ぜひまた

御検討をいただきたいと思います。 

  残りがちょっと少なくなってきまして、最後のところを聞かなきゃならないと思うんです

が、町長、質問の最後の点で、やっぱり行財政の見直しというものをしていく中でどうなの

かなというふうに思ったんです。先ほどの答弁聞くと１億4,000、１億5,000万ぐらいの見直
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しということを金額的に言われました。ただ令和元年度の決算カードで見ると、例えば、や

っぱりこれは総務課長やなんかと見方がちょっと違うかもしれないけれども、総務省でも出

している決算カードで見ると、実質単年度収支というのはやっぱり相変わらず２億2,000万

円ぐらいの部分出ているじゃないですか。それは２億出ているんだけれども、いろいろなも

のを例えば、道路維持費だとか、これはもう総務課長も説明会で言っていたけれども、いろ

いろな維持費だとか修繕費や本来やりたいものを切り詰めて切り詰めて今予算組んでいて、

それでも２億円ぐらい実質単年度収支というのが出ていくと思うんです。だから、本当はも

し建設課なり、それぞれの現課で維持や補修用、いろいろやらなきゃならないというものを

全部やったら本当はもっとこういう金額じゃないんだろうと思うんですよ。それが今の東伊

豆町の財政の苦しさだと思うんですよ。本来やらなきゃならないであろう性格のものも予算

計上を切り詰めて何とかやっているという。そうすると、決算カードに出てくるような実質

単年度収支の部分というのは、本当はもっと２億じゃなくて３億とか３億5,000万ぐらい本

来あるのかもしれない。だから、単純に２億2,000万のものが今例えば、決算カードでは出

るんだけれども、１億4,000万、１億5,000万見直したらよくなるのかというと、全然そんな

もんじゃないわけですよ。これからまた収入、歳入の部分が減収をしていく、３款における

その町の負担がどんどん増えていくということになれば、その差というのはもっと大きいわ

けですよね。 

  私はちょっとこの間の説明聞いた感じでは、もっとこういう、この国なんかはよくプライ

マリーバランスなんていう言い方をしますけれども、やっぱり本来必要な額、だけれども今、

町が集められる税金の額はこんななんだと、これをもう少しもっと、もう少しどころかもっ

ともっと改善しなきゃいけないというように、もう少し私は分かりやすい説明があってもよ

かったし、もっとやっぱり将来的な問題から考えると５つ、６つの事業を見直すだけではな

くて、町の仕事の在り方全体を見直す必要があるんじゃないかなというふうに、説明を聞い

ていて感じました。いかがですか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） 当然、これまず第１弾、まだこれからどんどんこれやっていかなきゃ

なりません。そういう中で、一般の町、これ行財政改革説明会やった中でやっぱり税収はう

ちが一番多い。しかし、交付税が一番少ない。そういう中で町民１人当たり合算したときに、

町民１人当たりのあれが一番低い。やっぱりこれは交付税が一番、どうしても未収額も、い

つも言っている２倍近くもらっているわけですよ。ね、うちが10億なのに20億もらっている。
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そして、町民の人口が少ない。そうするとなれば、当然１人当たりの単価高くなっちゃいま

すよ。それで、町としては何しろ交付税をもっと上げてもらいたい。やっぱりそのためには

財政力指数が高過ぎるもんで、これをなるべく低くしてもらいたいんですけれども、それは

なかなかできない。そんな、これからますます財政厳しくなってきていますもので、一応行

革で説明していることは一端でございまして、これを初めといたしまして、今後ますます行

革をやっていきますもので、また町民の皆さん方に御理解をお願いしたいということは、も

う前提にございますもので、公平、あと確かに２億現実問題もう２億じゃ足りないんですが、

そういう中でもう現実でございますから、その辺を本当に町の財政指標大変厳しいという中

で、やっぱりこれから町民の理解を得た中でまた町と議会がよい方向でやった中で、この東

伊豆町をよりよい町にしていく方向で進めていきたいと、そう考えておりますもので、御理

解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 以上で山田議員の一般質問を終結します。 

  この際、３時20分まで休憩とします。 

 

休憩 午後 ３時０５分 

 

再開 午後 ３時２０分 

 

○議長（稲葉義仁君） 休憩を閉じ再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 内 山 愼 一 君 

○議長（稲葉義仁君） 10番、内山議員の第１問、新型コロナ感染症ワクチン接種についてを

許します。 

  10番、内山議員。 

（１０番 内山愼一君登壇） 

○１０番（内山愼一君） それでは、本日最後になりますけれども、新型コロナ感染症ワクチ

ン接種についてをお願いします。 
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  新型コロナ感染症の感染防止には、ワクチン接種が効果的と言われています。そのため、

住民等への早期のワクチン接種が急務であると考えられます。 

  そこで、以下の点について伺う。 

  まず第１点目は、ワクチン接種の進捗状況は。今後予定されている65歳未満の方のスケジ

ュールはどうなっているのか。 

  ２点目が、電話での予約が取りにくいとの声があるが、不公平感やワクチン接種をスムー

ズに行うため、今後接種が始まる65歳未満の町民について、年長者から生年月日順に個人の

接種日を定めて通知をし、あらかじめ当日に接種できない方から連絡をもらうような方式で

運用したらどうですか。 

  ３点目、感染防止対策として観光従事者や学校関係者、保育園だとか幼稚園、小学校、中

学校等の教師ですね。それからコロナ感染防止に関わる役場職員を優先的に接種するお考え

は。また、当日のキャンセル分をあらかじめ、今述べたような人たちに配分するお考えがあ

るのかどうか。 

  その３点をお聞きいたします。よろしくお願いします。 

○議長（稲葉義仁君） 第１問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 内山議員の第１問、新型コロナ感染症ワクチン接種については３点か

らの質問ですので、順次お答えいたします。 

  まず１点目についてですが、ワクチンの接種につきましては、４月19日から医療従事者の

方の接種が始まり、５月10日より一般の高齢者の方を対象に接種が開始されました。５月末

現在で２回目も含め、延べ約2,300名の方に接種していただきました。今後加速化を進め、

現在申込みをされた65歳以上の方には７月末までに２回接種できるように計画をしておりま

す。 

  また、65歳未満の方の接種スケジュールですが、優先順位として上げられている基礎疾患

を有する方の確認方法など示されていない部分も多く、まだ課題がありますが、医療機関と

調整を図り、高齢者の接種が終了次第始めていきたいと考えております。 

  次に２点目についてですが、新型コロナウイルスワクチン接種は、予防接種法で努力義務

と規定されております。義務とは異なり、接種は強制ではなく、御本人が納得した上で接種

を判断して接種することになりますので、本人の御意思の確認のない段階で接種日を決めて
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通知する方法は、努力義務の規定に反することになると思われます。また、就業の状況など

も高齢者の方とは異なりますので、接種機会を選択できる方法が望ましいと考えます。 

  次に３点目についてですが、観光従事者の範囲はどこまでか、また学校関係者の方は接種

場所が当町とは限らないなど課題がありますので、検討させていただきたいと思います。役

場職員につきましては、ワクチン接種業務に全庁体制で従事しておりますので、前向きに考

えたいと思います。キャンセル分につきましては、現在キャンセル待ちの高齢者の方で対応

させていただいておりますが、保健師は医療従事者枠で登録をされていることもあり、当日

キャンセルの対応でワクチンの廃棄処分などが考えられる場合は接種できるようにしていき

たいと考えております。 

○議長（稲葉義仁君） 10番、内山議員。 

（１０番 内山愼一君登壇） 

○１０番（内山愼一君） 今、町長の説明で、４月から通知を出して、現在65歳以上の人の場

合は、冒頭で町長申し上げましたように、予約が90.6％で、それで2,300人、それが今終わ

っているということですけれども、７月末までには全員に２回目までのものを打つというよ

うなことで考えています。私はそういう中で総理大臣も、それから県の川勝知事も言ってい

るように、命を守る、感染者の拡大を一番効果的に防ぐのはワクチンであると、終息するた

めにもワクチン接種が一番有効ではないかということもあります。 

  そういう点で、一番初めの65歳未満のスケジュールについては、町長、今、医療機関だと

かそういうものに携わる人たちを優先的にすることの形がありました。それから、そういう

中で私はできるだけ、ほかの小さい町についてはもう65歳以下の場合については全部壁を取

り除いて全住民に接種をしているようなところもあります。 

  そういうことの中で、２点目の実際に町長が今ワクチン接種については、強制でないとい

うことで、私がその今提案したようなことについてはなかなか難しいようなお話ししました

けれども、私もこれは文書で出すのに強制的な格好でなくて、あくまでもこういう形でワク

チンが打てる、接種できるような状況ができますから、いかがですかということの文書で出

すことの中で、そういうことができるじゃないかと思うんですね。実際に全国的には２、３

のところ、県下でも水窪ですね、そういうところについては、そういう中で電話で具体的に

あなたについて接種ができますよということで申し上げてやっているとか、あるいは文書を

出して職員が回ったりしながら接種の日はこの日でよろしいですかと、そういう形があるん

ですよね。だから、私はあくまでも任意で受けるというようなことのものがちゃんと考えて
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文書を作って、こういう日に当てはめますけれどもどうでしょうかということの中でやって

いくこと。それから、実際に勤務している人たちについては、なかなかその日に来られない

ということのものがあれば、実際に逆にここに明記したように、その日に打てない人につい

ては逆に役場のほうへ電話して、この日は行けませんから別の日に伺ってよろしいですかと

いうことをあらかじめやっていくような形を取れば、十分選択制としてもできると思うんで

すね。だから、その辺についてはもう一度、町長のほうにほかのところで実際やっていると

いうところというか、基本的には接種については自治体に任されていますから、そういうこ

とができないかどうかということについて、もう一度あらかじめお聞きしたいと思います。 

  それで３点目についてのものは、観光の事業者ということについては、旅館、ホテルにお

勤めしている方、それからお土産品だとかそういうところに、どっちにしても、観光客を扱

うお店だとかそういう皆さんについて考えることであって、ほかの皆さんではありません。

そういう中で、ここであと学校関係者については、冒頭申し上げたように、保育園だとか幼

稚園だとか小学校、中学校の教師ですね。それから、学校のスタッフというか、そういう皆

さんについては、今は子供さんも沖縄あたりでは20％がその成人の下が、そういう人たちが

コロナに感染しているような状況があります。だから、従事している人がうつして困るもん

ですから、できるだけ早く打つということが一番肝要かなと。そうすれば、子供さんにうつ

すようなことがないと思うんですね。そういう点で優先的にやっていくことを考えたらどう

かということの話です。 

  それから、観光従事者の中には実際に住民票が、また何か明日の西塚議員がちょっと質問

もするようですけれども、観光従事者の中には住民票がないということがありますけれども、

実際にはこの方たちも各事業所にお勤めしていれば源泉徴収票ですね。源泉徴収して住民、

所得税、あるいは住民税を納めているわけですから、この皆さんを把握できないということ

はないと思うんです。そういう点で、そういうものを活用しながら観光従事者の方を把握す

るということで、住民票がなくてもそういう方については十分把握ができると思うんです。

そういう点をお願いをしたらと思っています。 

  それから、この間も接種等、うちの町の役場の１階の接種会場に行ったわけですけれども、

そのときも大勢の役場の職員がその関係に携わっているわけです。そういう点で、私はやっ

ぱり優先的に、ほかの町の場合、町長が先に打ったとか、いわゆる副町長が打ったとか、あ

るいは職員も打ったということでいろいろな論議がありますけれども、私はそこはやっぱり

一番そういうものに携わる役場の職員を優先するということは当然当たり前のことだと思い
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ますし、それから、その人たちがやっぱりワクチンを打てることによってほかの皆さんに感

染をさせないということを考えたら、やっぱり優先的にやっていくべきだと思うんです。そ

れは、ほかの町村の中でも自信を持って町長がそういうことを述べてやっているところもあ

ります。ぜひそういう格好のものを考えていただけるようなことにもなればいいと思います。 

  それから、今言ったその皆さんについては、当然優先順位は医療関係者だとかその次にも

って当日のキャンセル分、実際にキャンセルということは必ずあると思うんです。その人た

ちに接種をすることを、あらかじめキャンセル分についても、そういうものを、名簿等を作

って学校関係者あるいは役場の職員等についても、名簿を作ってそういう形ができるような

格好にしていただいたらどうかと思っていますけれども、いかがでしょうか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） この新型コロナの接種、内山議員が言ったように、これコロナの切り

札だと考えております。そういう中で今、町は国が言った65歳以上の方、これを７月末まで

に終わらせる。これに向かって邁進しております。そういう中で、職員は一丸となって今こ

れに向かってやっているのが現状でございます。 

  そういう中で、やっぱり65歳未満の方はこれからやるんですが、やっぱりまずは町といた

しましては65歳以上の方を完全に７月末に終わらせる。これをまず目標にやっております。

御理解願いたいと思います。 

  そして、65歳未満の方につきましてはどのような方法がいいかということは、この金曜日

に医療従事者と話をしながら、どのような方法が一番いいかという中で検討した中で決めて

いきたい。そういう中で、これを一斉にするとやっぱり結構電話が通じにくいとかいろいろ

とありますもので、その辺はまた年齢別にやるとか考えております。 

  それも内山議員が提案されました職員、今何しろ職員はその65歳以上の方を７月末までに

終わらせる。これでもう手いっぱいでございます。それ以外の今の現状で今やっております。

やっぱり人口規模の小さいところは本当にきめ細かくやっております。それで、昨日もウェ

ブのほうをちょっと自治体の会議があったんですけれども、やっぱり小さな自治体は本当に

きめ細かくやっていくと。大都市になるともうほとんど進んでいない。それが現状でござい

ますもので、その大都市におきましては、この65歳以上の方の接種、これ終わるかどうかち

ょっと今は分からない状況でございますけれども、そのような基礎自治体ですか、ある程度

のもう自治体はもう７月末、これ完了です、頑張っております。 

  そういう中で、この65歳未満の方、これ検討、金曜日に一応お医者さんとも話した中でど
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のような方向が一番いいかというようなこと検討いたしますもので、また決まりましたら、

分かった皆さん方に言ってきて、今、内山議員がちょっと提案していただきました各自治体

の取組、これはやっぱり厚労省の方。内山議員が言ったのは各自治体に接種のほうは任せる

と言われておりますもので、この東伊豆町で一番いい方法でこの65歳未満の方の接種、これ

をやっていきたいと考えておりますもので、ちょっと今まだ結論は出ませんけれども、金曜

日にある程度の方向性が出ると考えております。そうしてまたいろいろな機会にまた議会の

皆さんにお示ししていきたいと考えております。 

  次にワクチンの優先です。これ私は前回も、１週間前ですかね、先週の金曜日かな、一応

ワクチンがキャンセルが出まして、出た中でどうしても通報したけれども、見つからないと

いうのはどうしても廃棄するような方向にありましたもので、私と副町長は打たさせていた

だきました。そういう中で、まず総監督でございます健康づくり課長と保健師のトップであ

ります課長補佐も打たせていただきました。基本的には町の考えも言いましたけれども、今、

全庁体制でワクチン接種に取り組んでおりますもので、これ１人でも欠けますとその体制が

崩れますもので、基本的には役場の職員を優先順位の第１と上げておりますもので、まずは

保健師さんに全員打ってもらって、そしてあとは職員も打つ、そういうようなことで考えて

おります。御理解願いたいと思います。 

  最後に観光事業者、またこれは今後検討させていただきたいと思います。学校に関しまし

ては、やっぱり他にいろいろなものでどのような方法、居住地の問題もありますもので、そ

れはまたいろいろと健康づくり課長もいろいろ考えていると思いますもので、そういうこと

も検討してやっていきたい。 

  最後は、明日も西塚議員の質問にありますので、それに対しましてはちょっと今日は答弁

は控えさせていただきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（稲葉義仁君） 10番、内山議員。 

（１０番 内山愼一君登壇） 

○１０番（内山愼一君） まず第１点の関係ですけれども、65歳未満のスケジュールについて、

65歳以上については、この７月末までで職員がいっぱいいっぱいということもありますけれ

ども、私もいずれにしても、その静岡県も医者が少ない県で、確かになかなかワクチンを接

種する方が少なくて、当然自治体としても大変だと思いますけれども、この金曜日に65歳以

上の方たちのどういう格好でその接種するかという見通しというか、そういうものをやると



－79－ 

いうことですけれども、その関係についてはいつごろまでやるのかどうか、いつまで医者で

の考え方にするのか、例えば、年齢別にこのくらいの年齢についてはいつまでとか、そうい

うものが区分けしていくようなことでの見通しがあれば、例えば、秋口までとかあるいは年

末までだとか、そういう言い方があると思うんですけれども、その辺のことも住民の方は気

にしていると思います。 

  それから、若年層についても、先ほど言ったように沖縄あたりでも20％の人たちが感染し

て重症化している人たちもあるということなもんですから、私が今、大学生だとか、国では

大学生だとか職場別に大規模のところで接種しますけれども、でき得れば若者のことを考え

れば、うちの町も高校生、あるいは中学生、それから12歳以上ということになると小学校６

年生ですけれども、そういう皆さん、子供さん方の接種の関係の見通しも、ある程度、住民

に今後金曜日にまた会議があるということですけれども、そのときにでも協議の内容に入れ

ていただいて、65歳以上の方については年齢別にいついつまでやる。それから、学生だとか

そういう子供たちについてはいついつまでやるというような、そういう見通しのことについ

てちゃんとしたものが皆さんにやっていただくことができればいいのかな、そういうふうな

形で今考えております。 

  それから、３点目の旅館、観光従業員の関係のことだったんですけれども、これはこれか

ら旅館やホテルに受入れをするためにも、観光従事者がやっぱり優先的にやっていただかな

いと、入ってくるお客さんが実際に観光従事者がワクチンの接種をしていらっしゃれば、訪

れるお客さんも安心して来れるわけですから、そういう点は逆に経済の活性にもつながるも

のですから、ぜひ観光従事者も優先的な順位に入れていただいて、それから役場の職員だと

か学校の先生方、そういうことについても、ぜひ過分な御配慮を町長にお願いをしていきた

いと思いますけれども、よろしくお願いします。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） まず65歳未満のいつまでに終わるか、これは軽率には今ここで言うと

本当に軽率に、これは金曜日にある程度の方向性が出ますもので、そのときには皆さん方に

またお示ししていきたいと考えています。 

  そういう中で、本当今言った学生、職域のことにもなっていて職場の接種も出ております

けれども、うちの町がまずここは検討したいかなと考えております。それまた職域に関して

また担当課長に説明いたさせますので。 

  学校に関しましても、一切国からも県からもそういう報道は全然ありません。ただこうい
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うふうにやったらいいんじゃないかという、一般の方々が言っている中でこれもまだそうい

うことを言ってきておりませんので、まずは本当65歳以上の方、これをまず本当にもう７月

まで。そういう中で国・県は本当にもう現場は一生懸命頑張っているのに、それに関係なく

もうどんどん言ってきますもので、現場の混乱にもなりかねませんもので、もう自分自身は

もうそういう国・県の言っているか、まず安心・安全にまずワクチン接種ができるような方

向で行きなさいと言っておりますので、そういう中で、やっぱりマスコミが悪いのはやっぱ

り一番競争に今なっているんですね。ワクチンの打ち方が競争になっていると思いますもの

で、そういった今どっちが責任持つかということは一切関係なく、何しろ安全・安心に町民

にワクチン接種ができるよう、そういう環境でやりなさいと言っておりますので、その辺は

御理解願いたいと思います。 

  さらに観光従事者、これやっぱりこれからの経済の復興に関しましては、内山議員が言っ

ていることは分かります。これは検討させていただきたい。そういう中で何回も言ったよう

に、ワクチンの接種に関してはもう全庁でやっておりますので、内山議員が言ったのは、優

先順位は役場の職員を第一に考えておりますもので、それは御理解願いたいと思います。 

  もし補足があれば、担当課長、よろしくお願いします。 

○議長（稲葉義仁君） 健康づくり課長。 

○健康づくり課長（鈴木嘉久君） それでは、65歳以下のワクチン接種のことについて少し述

べさせていただきたいと思います。 

  ４月30日現在で16歳から64歳の人口が5,666名ということで、５月31日に改正がありまし

て、ワクチンの接種の範囲が16歳が12歳に変わったということで、12歳から15歳の部分がそ

こに加わってきたということで、この方々が280名いるということです。合計で5,946名、高

齢者の接種対象者が大体5,400名ということで、これを約500名上回っているということで、

現在と同じような接種体制でいきますと、かかる期間としては今７月末を、65歳以上目指し

ておりますので、最低でも２か月半から３か月ぐらいはかかるんではないかというふうに見

ています。あくまでも、これは現在のような接種の体制でのことでございます。 

  ただし、新たに設けられました12歳から15歳の方、ここにつきましては、今予防接種法で

いきますと接種を同意するというか、同意して接種するということで署名して今やってもら

いますけれども、そのことが可能なのは16歳以上ということですから、12歳からの方になり

ますと恐らく保護者の署名等が必要になってくる。そういうものの書式はまだ全然示されて

いないというのもあって、枠組みを設けるのは非常に難しいということもあってちょっとこ
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の部分については別に考えたいなというふうに思います。 

  それと本日なんですけれども、本日午前中に商工会さんと、それから町の観光協会のほう

からお声かけをいただいて、今後の接種の方向についていかようかということの中でちょっ

とお伺いがありました。商工会さんあるいは観光協会さんの考え方とか、そういうものも多

少お伺いすることができて、今後の接種体制の構築については、そこでまたイメージするも

のも少しあります。またこれ先ほど町長が言われましたように、６月11日の医療従事者の方

との協議を持ってどのような接種方法で向かうかということでいろいろ枠組みが変わってく

るかなというふうには思います。 

  いずれにしろ、年齢的に細分化するのかどうなのかというのは、まだ確かに町長言われる

ように決まっていないところですし、国の言っている基礎疾患を有する者の優先順位とか、

あるいはもう一点、優先順位の中に60歳から64歳というのも一つあります。今60歳から64歳

ですと、うちの町の人口でいいますと４月30日時点で965名、約1,000人の方になります。加

速化を進めて接種をすれば1,000人ぐらいの方は、１回接種するのにおよそ１週間ぐらいで

できるのかなというふうにも考えておりますけれども、細かなところについては、明言は今

の段階ではできないものですから、この後もう少し協議をさせていただいて町民の方には知

らせていきたいというふうに考えております。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） ちょっと１点言わせて、本当うちの町の医療者、お医者さん、これ本

当に協力的です。ほかの町に比べてもうそれ以上、もう町といたしましても、本当に感謝し

ております。もう町の医療従事者、お医者さんはもうほとんどいる中でも６人全員、このワ

クチンに対しましてはもう積極的に協力していただきまして、また積極的にいろいろな御意

見も伺っております。そういう中では、うちの町は幸せだなということは重々考えておりま

すもので、この席を借りまして、本当に医療従事者に対しまして厚く御礼申し上げたいと思

いますので、すみません、余分なことでございますけれども、その辺は御理解いただきたい

と思います。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 10番、内山議員。 

（１０番 内山愼一君登壇） 

○１０番（内山愼一君） まず１番の65歳未満の方についてですけれども、本当に私も、要は

担当課長はね、健康づくり課長言いましたけれども、うちの町は本当にしっかりワクチン接
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種についてはやっていると思うんですよ。ということは、県下では65歳以上についても40％

ぐらいしか、皆さん打たせていませんけれども、96％ということは本当にもう非常に高い数

字で、本当に評価をしてあげなきゃいけないと思うんですよ。それでもう７月末までに終了

するということは、本当に町長以下、課長以下、私も現場へ行きましたけれども、スムーズ

に進んでなかなかよくやってくれているなと思います。 

  それで今、課長の答弁で細かい枠組みというか、この金曜日に協議をする中で65歳以上の

皆さんのものが具体的に予定するということですから、それも65歳以上が5,400と、それか

らそれ以下の65歳以下の方については5,651人ですか、そういう皆さんでそれが大体２か月

半から３か月ということは９月の週には皆さんが接種できるということが、具体的に今、課

長のほうから述べられたことがありました。そういう点で私もひたすら安心したというか、

そういうこと全て、これはまたある程度、その予定が決まったら広報で流してやるとか、そ

ういう中で住民に安心をしてあげるような形ができればと思います。 

  それと先ほども言ったように、もう一度、私が言ったように何というか、電話が出ないと

か、そういうものがまたあると困るもので、不公平感がないような格好で生年月日順に並べ

て一様にやるようなこともちょっと検討していただいて、そうすりゃもっとスムーズにいく

のかなということもありますから、そういうこともまた含めてお願いをしたいと思っていま

す。 

  ３点目については、十分今、町長からも観光従事者の関係も接種が大事だとか、あるいは

本来携わる皆さんのことが分かりました。そういう中ですから、十分そういうものを配慮し

て今後コロナの関係について対策を考えていただきたいと思います。 

  以上で質問を終わります。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） そうですね。担当課長が一応人数を言って基本的には順調であると、

これ決定ではございませんので、これが独り歩きになるとちょっと困りますもので、多分こ

れ９月いっぱいになるか10月になるか、これはまだ本当に分かりませんもので、これある程

度分かったら町民に対しまして、それは知らしめていきたいと考えておりますので、それは

御理解願いたいと思います。 

  そして、さらにやっぱり予約対策という不公平感、これがあってはなりませんもので、町

といたしましては、やっぱり65歳未満の方、その不公平感がないような方法でできる限りや

っていきたい、そう考えておりますので、よろしくお願いいたしたいと思います。 
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  以上です。 

（「了解しました」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 健康づくり課長。 

○健康づくり課長（鈴木嘉久君） あくまで私の発言のほうにつきましては、人口規模に対し

て現在行っている接種体制でどのくらいできるかというような目安のもので、これが検討の

たたきになるということで御理解願えればと思います。よろしくお願いします。 

（「了解しました」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 以上で内山議員の一般質問を終結します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（稲葉義仁君） 以上で本日の日程は全て終了しました。 

  本日はこれにて散会します。 

  御苦労さまでした。 

 

散会 午後 ３時５２分 
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開議 午前 ９時３０分 

 

◎開議の宣告 

○議長（稲葉義仁君） 皆様、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は12名で、議員定数の半数に達しております。 

  よって、令和３年東伊豆町議会第２回定例会第２日目は成立しましたので、開会します。 

  これより、直ちに本日の会議を開きます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（稲葉義仁君） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

  議事日程に従い、議事を進めます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１ 一般質問 

○議長（稲葉義仁君） 日程第１ 昨日に引き続き一般質問を行います。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 須 佐   衛 君 

○議長（稲葉義仁君） ７番、須佐議員より一般質問で資料配付の申出がありましたので、こ

れを許可します。 

  ７番、須佐議員の第１問、当町の教育の方向性についてを許します。 

  ７番、須佐議員。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） おはようございます。 

  本日、私のほうから３問通告しておりますので、御答弁のほうをよろしくお願いします。 
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  １問目、当町の教育の方向性ということについてお願いいたします。 

  現在示されている小中一貫教育の方向性については、議会において議論されているが、熱

川、稲取両地区に小中一貫校を設置する方針は、小中一貫教育研究会に報告されているとお

りである。しかし、将来の生徒数の推移を見ても、再度検討する必要があるのではないかと

感じる。 

  そこで、以下の点について伺う。 

  １、学校が地域と一体となって教育を進めることは理解できるが、中学校においては、高

校との連携、つまり中高一貫を意識する教育を選択肢とすることも意義があると感じる。こ

れまでに公立型の中高一貫教育について検討された経緯はあるか。 

  ２、稲取高校の存続にも鑑み、地域で小学校から高校まで一貫して教育に取り組める仕組

みを整えていくことも大切であると感じるが、いかがか。 

  ３、今年度の稲取幼稚園と稲取保育園の入園者数を見ると偏りを感じるが、幼保一体型の

こども園の導入は検討されているか。 

  以上でございます。 

○議長（稲葉義仁君） 第１問の答弁を求めます。 

  町長。 

○町長（太田長八君） おはようございます。 

  これは教育関係でございますので、教育長より答弁いたします。 

○議長（稲葉義仁君） 教育長。 

（教育長 横山尋司君登壇） 

○教育長（横山尋司君） それでは、須佐議員の第１問、当町の教育の方向性については３点

からの質問ですが、１点目、２点目については関連がございますので、一括してお答えいた

します。 

  当町の小中一貫教育については、これまでの研究会からの提言や総合教育会議での見解を

踏まえ、この６月から保護者、住民に向けた説明会を開催することとしております。この説

明会にて、これまでの経緯を皆様方に御理解いただき、様々な御意見を伺いながら小中一貫

教育の実現に向けて進んでいく所存です。 

  御意見の中には、あらゆる方向からの提言をいただくことが考えられますので、須佐議員

のおっしゃる高等学校との連携を求める声も予想されます。ただ、高等学校は県立であり、

運営母体が違うため、これまで中高一貫の施設を検討していくことはなく、組織や運営に関
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することを話し合うことは難しいと考えております。 

  しかしながら、稲取高等学校の存続は、町にとりましても重要な課題ですので、今後、地

域として取り組んでいく方向に変わりはありません。 

  次に、３点目についてですが、町立幼稚園につきましては、民間の保育園もあることから、

これまでこども園とする検討はしておりません。昨日の栗原議員の答弁でも触れております

が、将来の幼稚園の在り方については、学校教育環境整備委員会にて検討していくこととな

っておりますので、今年中に計画を御説明できるのではないかと考えております。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ７番、須佐議員。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） ありがとうございます。 

  今、稲取高校の存続は大事であるけれどもということで、確かに高等学校というのは県の

管轄にあるというお話だったと思います。 

  私の娘なんかもお世話になりました熱川中学校に在籍されていた英語の先生がいらっしゃ

ったんですけれども、その先生が稲取高校で教頭を務められたことがあったかと思います。

そのときに私ちょっと感じたのが、人事の関係で交流があったのかなということを思ったん

ですね。そんなことを考えながら、もしかしたら県のほうでは中高一貫教育というものも少

しずつ考えながら進めていっているんではないかなというような認識を、まず持った次第で

す。 

  それで今、資料を配付しましたので、そちらのほうを御確認いただきたいと思います。 

  この小中一貫教育研究会の報告の前に、平成30年３月に報告された総合教育会議の報告、

このことについて、一部抜粋という形で載せさせていただきました。 

  この整備についてなんですけれども、ちょっと読んでみたいと思います。 

  小中一貫教育の整備についてということで、中学校同士を統合した場合に、今後10年間と

現状との比較では、生徒数が増え、学級数も６学級が維持できることから、課題である専門

免許教員による教科指導体制や部活動の運営面において、十分とは言えないもののメリット

が全くないわけではない。しかし、2020年度、平成32年度には学級数が６学級になるという

ことは、現在の熱川、稲取両中学校とほぼ同規模の学校であるという形で言われています。 

  また、東伊豆町全体の学校教育、環境整備に関する方向性の決定に当たってというところ

で、協議した結果、まず中学校同士の統合については、課題に対する効果が一時的なもので
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あり、数年後には現在の熱川、稲取両中学校とほぼ同規模の学校となることを考慮すると、

統合後、比較的早い段階において、現在と同じ課題を与えることになるということになって

います。 

  今この私が読み上げたのは、小学校においては地域との連携、コミュニティスクールとい

うこともずっと言われてきていることがあると思うんですけれども、中学になりますと、や

はり進路という問題が出てくる。その中で、高校との連携というものもより強くしていかな

きゃいけないんではないかということを強く思っているんですね。その中で、中学の教育と

いうことを考えますと、今の状況ですと、稲取と熱川にそれぞれ学校があるわけですけれど

も、例を見ますと、熱川のほうだと各学年一クラスずつしかないということになります。近

い将来、稲取中学においても一クラスになるだろうということになってくるわけです。 

  そういうことを見ますと、この総合教育会議の報告によりますと、今、熱川中、稲取中と

それぞれ一クラス、１学年３クラスの将来的には形になるということなんですけれども、中

学校を統合することによる６クラスのイメージという形を見ますと、仮に東伊豆中という形

にしますと、熱川と稲取両校の生徒が一緒になった各学年で二クラス体制になるという形に

なります。このことというのはすごく大きな意味があって、まず、クラス替えができるとい

うことがあります。ずっと同じクラスに子供たちがいるというわけじゃなくて、クラス替え

ができる。そして、昨日も議論になっておりましたけれども、部活の選択というものが広が

ってくる。そして、小学校において、地域というものと密着した教育を進めていたわけなん

ですけれども、中学になって、より広い東伊豆町ということを考えると、熱川と稲取の生徒

が一緒になることによって、価値観や思いやりといったこと、価値観の多様性などがつなが

ってくるということがメリットとして上げられるのではないかということになります。 

  そういった形の中で、高校との連携というものも強めていくということが大切なんじゃな

いかな。そういうことを思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（稲葉義仁君） 教育長。 

○教育長（横山尋司君） いろいろなちょっと観点があるもので、どこから答えていいかちょ

っと迷うところなんですけれども、昨日もちょっとお話をさせていただいたんですけれども、

いろんな視点があったり、観点があったりするんですけれども、昨日は、教員数のことをク

ラスの視点で話をさせていただいたんですけれども、義務標準法というのがあって、一クラ

スが40人で編制されます。ただ、今、静岡式35人学級という制度が県独自でやっていただい

ているもので、稲取中学校はその恩恵で現在５クラスあります。義務標準法の40人でいくと
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４クラスしかないんですけれども、５クラスあります。熱川中学校は３クラスで、東伊豆町

の中学校で８クラスあるということですよね。それが統合して、例えば東伊豆中学校となる

と、義務標準法の40人、35人の静岡式学級にも満たないもので、６学級になってしまう。８

クラスあるのが６学級に。 

  さらに、16人いる教諭が統合してしまうと10人になってしまう。それぞれの２つの学校で

３クラス、５クラス、少人数ではあるんですけれども、そこで３クラスの熱川中学校できめ

細かな指導ができる。５クラスの稲取中学校できめ細かな指導ができる。そのメリットを考

えたときには、それぞれの学校でやったほうがいいだろうなということが一つ考えられます。 

  それと、中高の連携に関しましては、先ほど答弁させていただいたように母体が違います

ので、県立と町立の違いがありますので、なかなか難しいところがあります。そもそも中高

一貫校というのは３種類ありまして、中等教育学校、完全な中学校と高校が一緒になってい

る。これは全国でも珍しく、静岡にはありません。あと、併設型というやつがあって、同一

敷地内に中学校と高校がある、あるいはすぐ近くに中学校と高校がある。ただし、これは同

一の設置者ですので、県立とか市立、市立です。 

  あと、連携型というのがあって、この辺でいうと松崎高校がそうです。これは、近隣の中

学校と高校が教育課程とか様々な交流を通して中高一貫で教育を進めていくという、この３

種類があります。 

  調べたところ、静岡県には併設型のいわゆる同一の設置者による高校は、県立は２校しか

ありません。あと、近くにあると沼津市立高校といって、沼津市がやっている沼津市立高等

学校の中に中等部があるという、その３つです。あとほとんど全ては私立です。 

  ですので、東伊豆町の２つの中学校と稲取高校が中高一貫校をつくっていくというのは、

かなり難しい話になってきます。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ７番、須佐議員。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） 今の教育長の見解は理解しました。 

  確かに一つの中学にすると、やはり教員数が少なくなるといったような形のものがある。

きめ細かな教育というものがされるのかどうかということはあると思うんですけれども、

様々いい点、悪い……、悪い点といいますかね、憂慮する点等もあると思いますので、その

辺のところもより深く考えていく必要があるのかと思います。将来性を鑑みまして、本当に
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それでいいのかどうかということも検討する必要があるのかなというふうに思います。 

  個人的には、私は今、先生が学校に在籍する数が少ないなというのは感じていますし、よ

りきめ細かな教育をするのであれば、これはもう市町の問題じゃないですけれども、やはり

担任の先生と副担任の先生がいるというようなスタイル、今はいろんな子供たちの問題も抱

えていますので、全ての子供たちの話を聞いて先生が接するためには、担任の先生と話して、

話が合わないといったようなことがあった場合には、副担任がフォローするような教育体制

というのが、今後必要になってくるんじゃないかなというふうに思うんです。 

  それは、この問題はちょっと置いておきまして、高校に関して言いますと、やはり今言わ

れていました連携型という形のものが教育長、中高一貫のお話をされて、松崎高校がその一

つの例だということです。 

  そういった中で、松崎中ですとか西伊豆中、賀茂中といった中学と３つの中学が連携して

松崎高校との連携型を形成しているということになるわけです。そうしますと、この稲取高

校に通っている生徒というのは、下田の方面からも来るんでしょうけれども、河津からも多

くの生徒たちが来ます。そういったような横の連携というものも今後考えていく必要があっ

て、そこで稲取高校がここにあるんだということをやはりしっかりアピールしていくという

ことも大切なのかなというふうに思うんです。 

  稲高がなくなってしまうと、本当にその地域、東伊豆町というものも、お家断絶とは言い

ませんけれども、将来にすごく暗い影を落としてしまうことになるので、ここはひとつ県と

よく協議しながら進めていっていただきたいなというふうに思うんです。 

  今、教育長が触れましたふじのくに魅力ある学校づくり推進計画、これは静岡県立高等学

校の第３次長期計画という形の中で、総合教育会議の町の会議の中でも触れていましたけれ

ども、かなり大きな形で、今後の高等学校の在り方というところで、中高一貫教育の充実と

いうところが出てきている、それも十分、教育長御承知のことだと思うんですけれども、そ

の辺のところを今後また進めていければいいんじゃないか。 

  やはり特色のある教育、この中高一貫教育というのは、英語教育ですとか、専門教科の教

育といったようなところが重視されるんでしょうし、また、うちの町の場合は観光の町とい

うこともありますので、観光に特化したクラス設定ですとか、そういう中学からこの町に親

しみながら、この町をどうやっておこしていくかというようなつながり、高校、高校を卒業

して大学に行って、その観光というものをまた専門的に学んでいく、そういうような姿勢。

そのことによって、いずれまたうちの町に帰ってきて、そして、この町の支えになってくれ
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る若者の人間づくりというものの形成、そういったことも視野に入れていく必要があるんで

はないかなというふうに思います。 

  それと、３点目の質問をしました、幼保一体型子ども園ということで、昨日、稲取保育園

が認定こども園というような話があったかと思います。これはもう仮定の話で、民間の施設

のこと、方向性なんでしょうけれども。うちの町から支援しているという形もあると思いま

すものですから、今の段階でどういう形になっていくのかということが分かりましたら、お

知らせ願いたいと思います。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） まず、高校の問題、やはりこれは須佐議員の言ったように、これは町

にとっての大問題でございます。今、稲高を存続するために河津町と連携して協議会を立ち

上げております。その中で様々な、どのような方向でいくかということを検討している段階

ですので、まだ結論が出ておりませんので、そういう状況であるということだけは理解して

いただきたいと考えております。 

  さらに、たしか松崎、連携でやっております、その中で、効果ですか、それがまだはっき

り見えてこないんですね。後で教育長が言うと思いますけれども、たまたまうちは教育何て

いうの、いわゆる校長会の話合いが、東伊豆の教育会議の話の中で、普通は小中、幼稚園で

す。そこに稲高の校長も入っております。それは何か全国でも珍しいらしいです。それはま

た教育長から答弁させますけれども。そういう中で、ある程度、それも学校の先生との連携

ができれば。僕、初めて熱中に稲高の臨時で英語の先生、行ったのを初めて聞きましたが、

そういうことができるのであれば、それはまたそういう連携というなり、それはまた一つの

道だと考えておりますもんで、それはまた検討させていただきたい。 

  あと、保育園の関係ですけれども、基本的には、稲取保育園に関しましては、もう前回、

認定こども園というのは民間でやっていきたいということは、もう町に話をかけてありまし

た。そういう中で、今回一般質問があるもので、そういう話をしてもいいですかっていった

ら、いいですよと言われましたもんで、多分、新年度、令和４年度から稲取保育園はそうい

う形で進むのではないかと考えております。 

  県に対する申請書の不備があれば、それは遅れる可能性もありますけれども、現在では一

応、令和４年度から認定こども園をやっていきたい、そういう趣旨のことを言っておりまし

たので。そうなりますと、ますます幼稚園もなかなか厳しいもんで、今、協議会を立ち上げ

て、幼稚園の在り方を検討しております。 
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  そういう中で、先般の栗原議員に言ったように、町では一応、認定こども園、これは考え

ておりません。その中で、認定こども園でなくても、一応、父兄たちが望むような保育環境

をつくっていきたいと考えておりますので、町の姿勢として、そういう考えでございますも

んで、その辺は御理解願いたいと思います。 

○議長（稲葉義仁君） 教育長。 

○教育長（横山尋司君） 今、町長のほうから言われた稲高の校長先生が入る会議というのは、

園長・校長会というのがありまして、稲取幼稚園、熱川幼稚園、あと小中の４人の校長と稲

取高校の校長先生が入って、互いに情報交換をしたり、互いの研修を進めたり、そんな会議

が２か月に１回行われています。これは県下でもほとんどないんじゃないかなというふうに、

珍しい会議です。稲取高校の校長先生も、昨年度来たときに非常にびっくりされていて、こ

んな会議があるんですねなんていうことで、お互いの情報交換、例えば稲取高校で今こんな

ことをやっているもんで、中学校、小学校のほうに生徒を派遣してもいいですかみたいな、

そんな申出もあったり、あるいは幼稚園のほうから、高校生に保育実習に来てもらうと助か

るよなんて話があったり、実際にそれを進めていたりします。 

  あと、稲取地区に関しては、これはもう何年も前から行われているんですけれども、幼小

中高の先生方が一堂に会して研修会をやったり、高校の先生方が小学校、中学校に授業研究

を見に来たり、そんな研修も進めています。 

  あるいは、生徒の交流などもあって、新体操の生徒が実際に小中学校に来て、マットの実

技を実践を示してくれたり、そんな活動も行っています。 

  あるいは、今年度からは市町駅伝の練習を稲高の陸上部の顧問の先生が指導をしてくれた

り、そんな交流もあります。 

（何事か言う声あり） 

○教育長（横山尋司君） コーチに来てくださったのは昨年度から、今年度からはスポーツ教

室という形で、駅伝の選手の強化をしてくれる、そんな活動も行っています。 

  ですので、地域連携型の中高一貫をあえてつくらなくても、そういう連携はこれまでもか

なり行っておりますので、これからもそのほうを進めていきたいなと思っております。 

○議長（稲葉義仁君） 次に、第２問、変化に対応した教育のあり方についてを許します。 

  ７番、須佐議員。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） 変化に対応した教育のあり方についてということで、第２問、質問さ
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せていただきます。 

  学習指導要領が改定され、小学校は令和２年度から、中学校では本年度から、新学習指導

要領が実施されることになった。情報処理やＩＣＴを活用した教育がスタートしたことにな

る。一方で、実際に見たり聞いたりといった体験的な学習が今後より一層重視されるべきも

のと思う。 

  その点を踏まえ、次の点について伺う。 

  １、新型コロナウイルスの感染拡大から１年以上経過するが、心配されたカリキュラムの

遅れ等の問題は解消されたか。 

  ２、ＧＩＧＡスクール構想の取組状況について、当町では早くから導入が進められていた

が、子供の対応力はどうか。また、導入に当たっての問題点等は報告されていないか。 

  ３、平和の尊さが叫ばれる中、中学校の修学旅行の日程に余裕を持たせ、被爆地広島に訪

問することを提案したい。財源はふるさと納税から工面することが可能と思うが、検討でき

ないか。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 第２問の答弁を求めます。 

  町長。 

○町長（太田長八君） やはりこれも教育関係でございますので、教育長から答弁いたします。 

○議長（稲葉義仁君） 教育長。 

（教育長 横山尋司君登壇） 

○教育長（横山尋司君） それでは、須佐議員の第２問、変化に対応した教育のあり方につい

ては、３点からの質問ですので、順次お答えいたします。 

  まず、１点目についてですが、昨年度は４月、５月の全国一斉休校の影響から授業日数の

不足が見込まれたため、各校で夏休み期間の短縮や行事の見直しを図るなど、様々な工夫を

し、授業時間を確保してまいりました。 

  その後、新型コロナウイルス感染症の影響による休校措置等もなく、各学校で対策を取り

ながら学校運営に努めた結果、当初予定していた学習内容については、完了したと報告を受

けておりますので、心配したカリキュラムの遅れ等については、特にないと認識しておりま

す。 

  次に、２点目についてですが、当町では、無線ＬＡＮによる学校内の通信ネットワークの

整備と、小学校４年生から中学３年生までの１人１台端末の購入が昨年９月に完了し、今年
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３月には、小学校１年生から３年生までのｉＰａｄ導入も済ませ、授業等で積極的に活用を

行っております。 

  子供の対応力についてという御質問ですが、端末の利用については、子供たちも慣れるの

が早く、小学校高学年と中学生については問題なく対応できていると認識しております。 

  しかしながら、小学校の低学年については、ローマ字入力に慣れるのが難しいため、操作

が簡単な学習コンテンツを活用するなどの工夫をしながら授業に取り組んでおります。 

  また、導入に当たっての問題点については、今年度よりＩＣＴ支援員が各学校を訪問し、

サポートを行っており、問題が発生した場合や教職員の相談など、順次対策を取っておりま

すので、今のところ大きな問題点はないと考えております。 

  まだ取り組み始めたばかりの事業ですので、各学校とＩＣＴ支援員、教育委員会が今まで

以上に連携して、これからも積極的にＩＣＴ教育を推進してまいりますので、御理解をお願

いいたします。 

  次に、３点目についてですが、被爆地である広島を訪問先とした修学旅行を実施すること

は、平和の尊さを学び、国際平和の発展に寄与する態度を養う意味で大きな意義のあること

だと思います。保護者の経済的な負担が緩和されるのであれば、選択肢の一つとして学校に

提案することも可能であると思います。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ７番、須佐議員。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） ありがとうございます。 

  昨年の突然の休校ということで、３か月ほどですか、学校がお休みになったということで

あります。学校というところは、私が言うまでもなく、インフルエンザ等は毎年ある中で、

すごく感染予防というものには敏感なところだと私は思っています。そして、マスクであっ

て、手洗いであるとかということは、うがいということは、もう徹底的にやっているのが学

校だと思うんですね。そんな中でなぜ休校だったのかということが、これはちょっとまた話

が横にそれますけれども、残念だったといいますか、もちろん大過がなかったことはよかっ

たことなんですけれども。 

  そして今、教育長の答弁の中で、カリキュラム等も遅れずに済んだということは、すごく

よかったなと思います。やはり保護者の方も、その辺のところは心配されていたんじゃない

かというふうに思います。 
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  そして、ＧＩＧＡスクール構想ということで、今日、資料の中で、また資料を用意させて

もらいましたけれども、これは静岡新聞の記事で、今年の１月27日ということで、先行整備

の東伊豆町ということで、これは、町長にも早くから御理解いただいた中で、このＧＩＧＡ

スクール、取組が進んでいったというふうに私も認識しているところであります。そして、

この今の学習指導要領がそういう方向ですので、急速にそういった形の対応もされていると

いうことになるかと思います。 

  しかし一方で、学校の中、今、Ｗｉ－Ｆｉの環境整備が整っているということでありまし

たけれども、それはあれでしょうか、教室の中で、各教室でＷｉ－Ｆｉが使えるようになっ

ている、例えば専門の教科の教室ですとか、そういったところはどうなのかという、ちょっ

とその辺もお聞きしたいところです。 

  それとあとは、昔は宿題といえば、教科書とノートを家に持って帰って、その宿題をやっ

たという、私たちの時代といいますか、そういう時代があったわけですけれども。これから

先、ｉＰａｄ等で宿題をやるという形になりますと、家庭環境のそういったＷｉ－Ｆｉの整

備ということも、その家庭によって違いがあってはいけないのではないかというような形を

思うんですけれども、その辺のところは教育委員会ではどういう把握をされているのか。家

庭での差があってはいけない、その辺のところですね。 

  そして、この文科省のほうでも、今、若年層の近視、目が悪くなるというようなことが言

われている中で、今後注意しなければいけないんじゃないかというふうに思うんですけれど

も、その辺のところ、まだ始まったばかりなんで、対策等はないと、まだこれからの検討課

題と思いますけれども、そういった近視ですとか、そういったようなことはどうなのか。 

  それと今、小学校１年生から３年生までｉＰａｄという形、各１人１人という話がありま

した。４年生以降というのは、これは今後どういう形で取り組まれていくのかということも、

もしあれでしたらお聞きしたいと思います。取りあえずそれ。 

○議長（稲葉義仁君） 教育長。 

○教育長（横山尋司君） まず、１点、４年生以上はＣｈｒｏｍｅｂｏｏｋという、ｉＰａｄ

ではなくて、パソコンのちょっと小さいやつという感じです。だから、小さなパソコンがあ

るというふうに思ってください。３年生までがｉＰａｄです。 

  Ｗｉ－Ｆｉ環境は、全ての教室から操作できるようになっております。 

  先ほど申し上げた子供たちの対応力はすごいということの一つの例として、例えば自分は

３月まで熱川中学校におりましたので、熱川中学校の例で言いますと、グーグルを使うんで
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すけれども、グーグルの中にあるＪａｍｂｏａｒｄと言って、ホワイトボード、１人１人が

そこに自分の意見を書き込んで、同時に全員が見れると。１つの意見に対して、僕はこう思

う、私はこう思うというのを自分で書き込んで、それが同時に全員に見れる、そんな機能を

使った授業を行ったり、先生があらかじめ動画を撮って、その動画を流して、子供たちが一

斉に見て、それに対する自分の意見をノートに書いたり。あるいは、そのＪａｍｂｏａｒｄ

に意見を書き込んだり。あと、世間一般的にはＺｏｏｍというのが一般的なんですけれども、

グーグルではＭｅｅｔというウェブ間用のアプリがあります。それを使って縦割りの班で１

つの意見に対してどう思う、こう思うということを１年生から３年生までが同時に会議を行

う。それも、全て、だから自分の教室から、それぞれの教室にいて、１年生から３年生も自

分の教室にいて、同時に会議を行う。だから、全校で何グループあったかちょっと忘れちゃ

ったんですけれども、幾つかのグループに分かれて、自分の机から意見を言う、１年生が３

年生に向かって意見を言う、そんな授業もやっていました。 

  そういうことが実際に行われておりますので、非常に子供たちの対応力、それに対しての

先生方の技術の習得も必要になってくるんですけれども、そんな授業が実際に行われており

ます。 

  それと、近視のことに関しては、ちょっとまだ始まったばかりの事業ですので、ちょっと

まだ対策は取っていません。今後検証する中で、取っていきたいなというふうには考えてお

ります。一応、使用に関するマニュアルがありますので、長時間の使用に関することに関し

てはやめるようにという、その程度の指導しかまだできておりません。今後検証する中で、

その対策も取っていきたいなというふうに思います。 

  私からは以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（梅原 巧君） それでは、私どものほうから、通信環境の件の御質問

がございましたので、回答させていただきます。 

  家庭によって通信環境が違うんじゃないかということで、各家庭の調査も学校のほうから

やっていただきまして、確かに通信環境がよくない家庭というのはございます。もしもどう

しても家庭でできないという場合は、今までの対応ですと、コロナの関係もあって、学校に

数人でしたら来てもらって、学校でできるということを進めたいなと思っておるんですけれ

ども、ベストは家庭でできるのがもちろんそうなので、緊急の対応として、モバイル用のＷ

ｉ－Ｆｉの機器は町でも買って用意してございます。ただ、一番の問題点は、通信料ですね。
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費用がかかってしまう。各家庭で同じ環境を保つために、家庭状況によって通信費用を負担

できる、できないの問題が出てくると思っています。それにつきましては、町からも何とか

国のほうへ要望を出しておるんですけれども、教育環境を平等にするためには、家庭の環境

で、払える、払えないで不平等があってはまずいだろうということで、できれば私どもの希

望としては、子供の教育のための家庭のＷｉ－Ｆｉ環境については、何とか無償にならない

かなということで要望は出させていただいております。 

  地域によって、その差もあるでしょうけれども、全国的にどうしてもそういう環境が整わ

ない家庭というのはあるはずですので、それは、私の個人的には、国策で無料の環境を整え

てもらいたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） この料金の関係でございます。教育委員会はそういう点は問題ないと

言われましたもんで、町といたしましても、それは国のほうにそれをなるべく無償でやるよ

うな方向で要望はしておりますもんで、それは御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ７番、須佐議員。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） 今、答弁いただきましたけれども、新しく始まったことということで、

様々困難な点もあると思いますけれども、一つ一つまた解決していって、またその国費でと

いう話がありましたものに関しましては、議会側もどういう形になるか分かりませんが、そ

ういう形の要望活動というものをやっていく必要があるんだなというふうに感じました。 

  ３点目の被爆地広島への修学旅行の件についてですけれども、教育長から今、意義のある

ことだというお話がありました。これは私、平成30年の６月議会で質問したんですけれども、

時間切れでちょっと途中で尻切れとんぼになってしまったものだったんです。以前も熱川中

学校のほうで広島に訪問されたことがあったという話がありまして、そのときに担当された

先生にもちょっと話を聞いたりしたんですけれども、そのときは２泊３日の行程だったと聞

いておりますけれども、なかなか２泊３日ですと厳しいものがありますから、３泊４日とい

う形で、これは自治体のほうで、各学校のほうで設定ができるものであるのかなというふう

に感じておりますので、少し余裕を持たせながら、そして、京都、奈良って、今はもう本当

に旅行ブームですから、みんな友達同士でもそういうところへ行くわけですけれども、本当
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に修学旅行として行く場所ということ、平和の尊さを学ぶというところでは、やはり被爆地

を訪問するということに意義があるんだろうと。 

  それと、先ほどの中高一貫じゃありませんが、今、稲取高校では長崎なんですね、修学旅

行が、に訪問しております。そういった観点から言いましても、中学で広島訪問というのも

ぜひ実現させていただきたい。 

  そしてまた、費用面ということは、各家庭も本当に大変ですので、教育のためにふるさと

納税の一部を使用させていただくということは可能なのかどうか、その辺のところを町長か

らお聞きするのが適切かと思いますので、お願いします。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） 修学旅行に関しては、学校の考え方があって教育長が一応その辺のと

ころを。 

  ふるさと納税は、その町が助成するか。これは当然、熱中だけでなくて、やはり全て平等

にね、ある程度また、稲中もそこへ行きたい、それぞれそういうことに、本当、保護者とか

そういう学校、特に保護者ですね。保護者の要望が強かったならば、それは町としてもひと

つ考えてもいいのではないかなとは考えています。ここで必ずやるということは言えません

もんで、その意図がね、どういう意図であるかという中で、それは町としては考えていきた

い。そのように御理解願いたいと思います。 

○議長（稲葉義仁君） 教育長。 

○教育長（横山尋司君） 修学旅行の日程に余裕を持たせて３泊でどうかという話なんですけ

れども、中学生の発達段階のことを考えたときに、２泊３日の修学旅行でもかなりきつい。

きついというのは、健康管理上かなりきついです。例えば２泊３日の修学旅行を全てバスで

移動する、でしたら何とかなるかなとは思うんですけれども、今ほとんどの学校が、１日目

は、例えば奈良、京都に行くとしたら、１日目は奈良に行って、奈良はバスで移動します。

２日目は京都に来て、京都を１日、班別の自主研修をやります。３日目の午前中にタクシー

研修というのが多いんですけれども、そこも班別の研修を行います。帰ってきた新幹線の中

はもうぐったりしています。それを３泊４日となると、かなりきつくなるかな。ですので、

余裕を持たせるのはいいんですけれども、その後の授業等に余裕がなくなってしまうかなっ

て、逆に。 

  ですので、一般的には、これは決まっているわけじゃないんですけれども、小学校で大体

１泊２日、中学校で２泊３日、高校で３泊４日みたいな、その成長段階に合わせて泊数が決
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まっているようなところがあります。これは必ずしもどこもそういうふうにしているという

わけではないんですけれども、そんなような日程が多いですね。 

  あと、やはりどうしても自主研修をやらせたいという学校が多いですので、広島に行って

しまうと、京都、奈良は省かなければいけなくなってくるのかななんていうふうに思います。 

  また、約20年ぐらい前なんですけれども、平成10年から12年、あるいは熱川中学校では平

成10年、稲取中学校では平成10年から12年まで複数年、広島に行く修学旅行をやっています

が、やはり費用面とか、子供の体力のこと、移動にかかる時間等を考えたときに、広島はち

ょっと難しいよねという話になって、元の京都、奈良に戻ったという経緯があるようです。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ７番、須佐議員。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） 今、いろんな事情も伺いましたけれども、またその検討課題というこ

とでお願いしたいなというふうに思います。この答弁はいいです。 

○議長（稲葉義仁君） 次に、第３問、当町の景観への取組についてを許します。 

  ７番、須佐議員。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） ３問目です。 

  当町の景観への取組についてということで、当町の景観への取組についての方針はどのよ

うなものか、町長の考えを伺う。 

  １、当町は、景観行政団体に移行したが、具体的な方向性と景観計画の策定状況はどうな

っているか。 

  ２、旧大川グランドホテルの廃屋については、これまでも景観上の問題点を指摘されてき

た。平成30年６月の定例会において質問した際、空き家等対策の推進に関する特別措置法に

基づき、解体を実施するには時間を要すると答弁されましたが、この法律によって設置され

た町の空家等対策協議会では、廃屋の撤去についての議論はされているか。 

  ３、特措法によれば、空き家の所有者に対し、自治体は周辺の生活環境を保全するための

助言や指導をすることができるとされるが、その経過を問うということでお願いします。 

○議長（稲葉義仁君） 第３問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 
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○町長（太田長八君） 須佐議員の第３問、当町の景観への取組については、３点からの質問

ですので、順次お答えいたします。 

  まず、１点目についてですが、令和５年度に景観計画の策定及び景観法委任条例の制定を

予定している旨の協議書を県に提出し、令和２年４月１日をもって、景観行政団体に移行し

たところであります。 

  昨年12月議会で内山議員の一般質問にも回答いたしましたが、方向性を決定するためにも、

まずは多くの町民の方々に聴講していただきたく、令和２年度に景観講演会の開催を計画し

ておりましたが、新型コロナウイルス感染症の感染防止策として延期したことは御承知のこ

とと存じます。 

  今年度につきましても、感染状況等を見極めながら、開催可能な時期を検討しているとこ

ろであります。 

  したがいまして、景観計画の策定につきましては、予定より遅れることになると考えます

ので、御理解を願います。 

  次に、２点目についてですが、空家等対策協議会につきましては、平成28年度及び29年度

にそれぞれ２回ずつ開催されていますが、これは主に空家等対策計画を策定するためのもの

であり、具体的なこの廃屋の撤去については協議、議論されておりません。 

  次に、３点目についてですが、町が法律に基づき助言や指導を行うためには、該当する空

き家を特に特定空家等に認定する必要がありますが、現状では認定を行っておりません。認

定された空き家につきましては、助言又は指導、勧告、命令の順に手続を進め、命令に従わ

ない場合は、代執行により町が空き家を除却することが可能になります。 

○議長（稲葉義仁君） ７番、須佐議員。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） 資料で、昨年ということの資料になりますけれども、やはり静岡新聞

で、景観行政団体になったということであります。他の町のことを言うのもなんですけれど

も、南伊豆町で景観計画というものがなされた、この冊子、私もインターネットを通じてもう

拝見しましたけれども、かなりそのボリュームがある、60ページぐらいありまして、その中に

すぐに計画を策定するのも、これも大変なことなのかなと。今、町長より言われましたよう

に、町民の意見を多く広く聞きながらという形のものなんだろうなというふうに思うんです。 

  そんな中で、やはり今、総合計画の策定にも入る段階でもあると思います。そういった形

で、この景観というものをまちづくりとして捉えるということも一つあるのかなと。景観ま
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ちづくり、うちの町はまちづくり条例というものもまだないわけですけれども、今後そうい

ったような形のものを担当課のほうでも考えていく必要があるんじゃないかなというふうに

思うんですけれども、その辺のところも、もし分かるところで御答弁いただければと思いま

す。その総合計画の中で、やはり景観というものも同時にまちづくり等とリンクさせていく

必要があるのかなというふうに感じます。 

  それと、この旧大川グランドホテルについてなんですけれども、先日、新聞に出ていまし

たけれども、下田の旧富士屋ホテルが解体が始まったということで、これは行政代執行とい

うか、その業者が自主的に解体を始めたというような形の記事だったかと思います。 

  うちの町の場合は、今、大川グランドホテルの所有している方との、何ていうんでしょう

か、町とのやり取りですね。この今の状況を、やはり観光客の人が入ってきたときに、今す

ぐ目の前にこういうふうにあると。また、周りに及ぼす危害もあるとか、話によりますと動

物がすみついているとかっていう話もありますけれども、そういったようなこと、今の状況

を管理されているところに訴えて、こうしてほしいといったようなことは言っておるのかど

うか。その辺のところをちょっと確認したいんですが。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） まず、景観などのまちづくり条例、これは町としてはやりたいんです

けれども、これを作るためには、やはり地域住民の合意が絶対必要です。やはりある程度規

制いたしますもんで、このまちづくり条例、なかなか策定するのは厳しいのかなと考えてお

りますが、樹木を保存するためには、それなりのまちづくり条例、私は必要だと感じており

ますけれども、基本的には住民の合意、これがなければまちづくり条例は大変厳しいと考え

ておりますもんで、その辺はやはり住民の方のこういうふうな町にしたいという中で、そこ

の中でやっていけばいいのかなとは考えております。だから、基本的にはまちづくり条例に

つきましては、やるとしても付近の住民を集めた中で、町としてはこういうことをやりたい

んだけどと提案した中でやっていくんだけれども、なかなか厳しいのかなって、今、自分の

頭の中ではあります。 

  それに大川の件に関しても、また後でやりますけれども、以前の議会でも言いましたけれ

ども、アスド会館も大学の話がありました。そのときは大学が設置した場合は、もう大川の

廃屋を壊すと、そういう話までありましたけれども、残念ながら私の力不足でこれはできま

せんでしたけれども、これはもう私が町長になって、大川の廃屋も懸案事項でございますが、

これはまた町一存ではいきません。そういう中で、特措法が出て私もありがたい、すぐにで
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きるのかなと思いましたけれども、特措法が出たときもいろいろ弁護士さんのいろいろあっ

た中で、廃屋はそんな簡単に撤去はできませんよ。いろいろ手続があった中で、最終的には、

相手がやらなければ、その税金を使います。この税金も多額になりますもんで、私最初に言

ったように、廃屋を取り壊すときは、やはり住民のお声がなければ、税金を使いますと、そ

の税金が戻ってくればいいんですけれども、絶対戻ってこない可能性が強いもんでね。その

辺はまた住民の合意の中で、その廃屋の撤去はしていきたいとは考えておりますけれども、

なかなかもう厳しいのではないかと考えております。 

  現状につきましては担当課長のほうからどのようなことをやっているか説明いたします。

よろしくお願いいたします。 

○議長（稲葉義仁君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（森田七徳君） 旧大川グランドホテルの所有者とのやり取りについての御質

問についてお答えします。 

  この所有者につきましては、令和元年11月６日付で企画調整課のほうから周辺に迷惑がか

かることでありますとか、あとは町の玄関口にあるもんですから、景観的に非常によくない

ので、町のイメージ低下につながるので、今後どうするかということについて御一報下さい

ということで、郵便にて通知をしておりますが、それについて回答は一切返ってきていない

ような状況でございます。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 須佐議員、発言時間の制限が迫ってきておりますので、ちょっと御注

意ください。 

  では、発言をどうぞ。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） いろいろ難しい問題等もあると思うんですけれども、引き続き働きか

けをお願いしたいと思います。そして、行政代執行になりますと、それこそ今、町長言われ

ましたように、多額なお金がかかるというような形の中で、ただ、今、企画調整課長のほう

から、そういう形で働きかけをしているんだろうなと思いましたので、今後も引き続きやっ

ていただきたいなということと、また、景観についても、全体の計画というものについても、

また引き続きお願いしたいなというふうに思います。もし答弁があれば。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） その大川の廃屋ね。これはもう東伊豆町の恥ですから、はっきりいっ
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てね。やはり玄関口にあんな建物があった中で、町のイメージとしてはもうどうしようもな

いもんで。これは基本的には粘り強く、企画課長が言ったように、まず文書を出した中でや

っていった中でも、最終的にどうしようもなかったならば、ある程度またこれはもう税金を

投入した中でやらざるを得ないのかなと思います。これ本当に今、厳しい状況の中で、それ

が果たして住民の合意が得られるかどうか。それはちょっと確かにありませんけれども。こ

れに関しても粘り強く町としては対応していきたい、そう考えておりますので、御理解願い

たいと思います。 

  それと、景観につきましては、本当にまずは皆さん方に景観の講演を聞いていただいた中

で、ニシムラ先生がね、あまり固くやるよりか柔軟に緩くやったほうがいいですよって、そ

ういうアドバイスを受けております。まず町民の方に景観の講演会を聞いていただいた中で

やっていきたいと考えております。その中で、やはりちょっと１年遅れましたけど令和、今

年度と言いましたけれども、また県のほうに、令和６年度ということでまた言っていくつも

りでございます。コロナがどうなるか分かりませんけれども、やはり基本的には計画が１年

遅れたという中で御理解願いたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（稲葉義仁君） 以上で須佐議員の一般質問を終結します。 

  この際、10時45分まで休憩とします。 

 

休憩 午前１０時３０分 

 

再開 午前１０時４５分 

 

○議長（稲葉義仁君） 休憩を閉じ再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 西 塚 孝 男 君 

○議長（稲葉義仁君） ６番、西塚議員の第１問、新型コロナワクチンの接種についてを許し

ます。 

  ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 
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○６番（西塚孝男君） 私の質問は２問から成っていますので、よろしくお願いします。 

  １問目、新型コロナワクチンの接種について。 

  今、町では新型コロナワクチンの接種が開催されているが、次の点について伺う。 

  １、ホテル、旅館で働く従業員の中には、諸事情により住民登録をしていない人がいるの

ではないか。その人たちにはどのような対策をしているのかを伺う。 

○議長（稲葉義仁君） 第１問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 西塚議員の第１問、新型コロナワクチンの接種については、１点から

の質問ですのでお答えいたします。 

  ワクチンの接種につきましては、住民登録に基づき接種券が発行されており、その住所地

より接種についての案内がされることとなっております。ワクチンの配分の関係もあり、基

本的に登録された住所地で接種をすることになっておりますが、やむを得ない事情により登

録住所地での接種ができない場合は、住所地外接種という方法があります。個別の案件とな

りますので、担当課に御相談いただきたいと思います。 

○議長（稲葉義仁君） 健康づくり課長。 

○健康づくり課長（鈴木嘉久君） 補足をさせていただきます。 

  住所地外接種ですけれども、やむを得ない事情ということで、傾斜配分でワクチンの配分

数とかが管理されている事情もありまして、基本的には住民基本台帳に基づいたワクチン数

というのが基本となっております。ですから、住民登録をしていただいた住民に接種をする

のが基本となっておりますが、やむを得ない事情により住所地外で接種できる例がございま

す。例としては、出産のために里帰りをしている妊産婦、単身赴任者、遠隔地へ下宿してい

る学生、ＤＶ・ストーカー等、児童虐待、これらに準ずる行為の被害者、入院、入所者、基

礎疾患を持つ者が主治医の下で接種、副反応のリスクが高いため、体制の整った医療機関で

やる場合、市町村外の医療機関からの往診により、在宅で接種を受けたりする場合、あるい

は災害による被害に遭った者、それから、拘留または留置されている者。その他、やむを得

ない事情があり、住民票所在地外に住居している者ということで、担当課、健康づくり課に

なりますけれども、保健センターのほうに個別のやむを得ない事情等を御相談いただいて、

それに足る内容であれば、住所地外登録という形の中で接種が可能というふうに今示されて

おります。 
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  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） そうしますと、諸事情で、本当に住所を持ってこれなくて、元いた住

所にそういう通知が来ている人は、もしそういう通知をこちらに送ってもらって、町のほう

へ届ければできるということですか。 

○議長（稲葉義仁君） 健康づくり課長。 

○健康づくり課長（鈴木嘉久君） そのような形で対応していただければ可能となります。 

○議長（稲葉義仁君） ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） あと、それと、今、この町には旅館の従業員として外国人が非常に多

く働いているんですよ。その人たちの対応はどのようになっていますかね。 

○議長（稲葉義仁君） 健康づくり課長。 

○健康づくり課長（鈴木嘉久君） 外国人の方でも住民票を登録することは可能ですので、基

本的には住民登録をされている方であれば、接種対象となっております。 

○議長（稲葉義仁君） ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） そういうことは、各旅館の社長さんとか事務の人たちがちゃんと住民

登録を町にしていれば、そういう通知がちゃんと来るということですよね。それで間違いあ

りませんか。 

○議長（稲葉義仁君） 健康づくり課長。 

○健康づくり課長（鈴木嘉久君） 住民基本台帳にのっとっておりますので、登録をされた方

には通知が届く形となっております。 

○議長（稲葉義仁君） ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） 本当にこの町は観光立町で、いわゆる旅館業というのが一番最初にお

客さんと接すると。そういう中でコロナという問題があると、この町に対しても非常に大き

な痛手となると。そういう中で、やはりそういう方々の町からのそういうことができるんだ

から、早くお願いしますとかっていう通達をしてもらったり、そういう投げかけをしてもら

うと、非常に分かりやすいのかなと。なかなかそういう通知が、この前の回覧板を見ても、
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そういう対応のあれが載っていなかったもんで、そういうところをちょっと町としても、各

旅館、外国人さんが働いているところ、そういうところにちょっと念を押してもらって、通

知をしてもらうようなことをしてもらったらいいかなと思うんですけれども、どうですか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） 西塚議員が提案したように、やはり町といたしましても、１人でも、

外国人であろうが接種していただく、これがもう基本でございますから、そういう中で、分

からなかったら、町というか観光協会としてぱっとね、一応こういうことがありますもんで、

外国人の方の住民登録をお願いします、やっていないからお願いします、これは投げかけて

もいいと考えておりますので、その辺は観光協会を通じてまた後でやっていきたいと考えて、

どこが主体になるか分からないが、何しろそういうそのような方向でやっていきたいと考え

ております。 

○議長（稲葉義仁君） ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） ひとつそのところを、さっき言ったように保健福祉センターとかそう

いうところに来てもらえば、全部できるんだよということを通知をしてもらって、皆さんに

分かるようにやってもらうようにしてもらいたいと思います。これで１問目は終わります。 

○議長（稲葉義仁君） 次に、第２問、大雨による雨水対策についてを許します。 

  ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） ２問目の大雨による雨水対策について。 

  近年、異常気象により、雨が集中的に降り、現状のグレーチングや集水ますでは道路に流

れ出す雨水を取り込めていないのではないか。そこで、次の点について伺う。 

  １、各区から雨水処理、側溝の改良の要望は何か所出されているのか。また、対応できた

箇所は何か所か。 

  ２問目、稲取温泉場の喜久多旅館からサンライズテラスまでの間の道路は、大雨のときに

は多量の雨水が道路に流れ、観光客、従業員等が通行するのに大変な思いをしている。何か

対策を講ずるべきと考えているが、よろしくお願いします。 

○議長（稲葉義仁君） 第２問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 
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○町長（太田長八君） 西塚議員の第２問、大雨による雨水対策については、２点からの質問

ですので、順次お答えいたします。 

  まず１点目についてですが、雨水対策に関する各区からの要望箇所につきましては、令和

２年度におきましては20か所の要望があり、４か所について、限られた予算の中で対応いた

しました。 

  雨水処理に関する要望箇所につきましては、側溝や集水ますの維持管理を実施し、道路の

崩壊につながるような要望箇所につきましては、側溝改良工事により対応しております。 

  次に、２点目についてですが、近年の異常気象による大雨等によりまして、様々な場所に

おきまして支障があることは認識しており、水路や側溝等の維持管理に努めているところで

あります。 

  町といたしましては、各区から提出されました要望書を精査するとともに、各区の優先順

位を第一と考えまして、併せて緊急性も考慮した中で、予算の範囲内で対応しておりますの

で、議員御指摘の箇所につきましても、要望事項の一つとして提出していただければ検討し

てまいりたいと考えますので、御理解をお願いいたします。 

○議長（稲葉義仁君） ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） いわゆる20か所のうち４か所という中で、いろいろな、ちょっとした

枯れ草が詰まったとか、いろんなことがあると思うんですけれども、今本当に集中豪雨です

か、短時間に物すごく雨が降ると、そういう中で、これからは入梅時期に入ると、そういう

中で、そういう箇所、よく今まで出たようなところの簡単に処理ができるようなところは前

もってのそういう対策が必要なのかなと。 

  それと、いわゆる先ほど言いましたように、稲取温泉のほうは一番の低いところにあると。

上からの水、小学校からの水、イオンからの水とかいうのが全部集まってくると。そういう

中で、あそこが物すごく盛り上がる。雨のときはすごく盛り上がるんですよ。自分にはそう

いう設備のことはプロじゃなきゃ分からないと思うんですけれども、どうしてもあそこにあ

るますでは補い切れないのかなというのがあって、また、あそこのところは、自分も区のほ

うに言っているんですけれども、あそこ自分が子供の頃は田町地区だったんですよ。今、西

区になったのか、そこの辺がね、どこの区なのかというのが分からないですけれども、どこ

の区なんですかね。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 
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○町長（太田長八君） 確かに西塚議員の言ったようにどこの区かはちょっと精査しなければ

分かりませんけれども、基本的にはその場所が文化公園じゃないですか、はっきり言って。

そこでいつも防災活動は西区がやっておりますもんで、多分、西区の要望でいいんじゃない

かと自分は考えておりますけれども、それはちゃんと精査、ちょっとまた調べてみます、そ

この地区がどこかということは。たしかちょうど田町と西区の入り組んだところでちょっと

分かりませんもんで。基本的には、例えば田町区であっても、西区のほうが使い勝手が多い

ですから、それは西区の要望として受けてもらっちゃえばいいんじゃないのかなとは考えて

おるわけでございます。 

  それでまた、今言った現場をちゃんと建設課が現場を見た中で、今言ったようにますが悪

いのかどうか、その辺またちょっと見させていただいた中で、また区の要望とかの中で、そ

れは検討していきたいと思いますんで、よろしくお願いいたします。 

○議長（稲葉義仁君） ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） 本当にいわゆる稲取温泉の入り口でもあるし、あそこが非常にね、ち

ょっとこの前、ビデオを見ていたんですけれども、物すごく盛り上がってくるという中で、

やはり従業員とかは歩いてくるんですけれども、大変な思いをしているということでね。で

きればちょっと対策を早急に考えてもらえないかと。また、あるほかの地区でもそういう要

望が出ている。いろんなところにね、いわゆる県道ですけれども、稲取中学校の下なんかは

水がたまって、車で行くと浮いちゃって危ない、事故になりそうになるとか、そういうとこ

ろも県のほうに町としては要望させてもらったりするのがいいのかなと。 

  それで、そういうのをね、やはりこの自然災害というのはだんだんと今までよりも大変多

くなっていると。そういう中で、東伊豆町の、いわゆるこの前も何ですか、急斜面の見守り

もしているような形で、やはりそういう雨水対策のいわゆるもう町としてはね、区の人たち

と一緒に回ってもらえば、そういう箇所が分かってくるんじゃないかと。要望を待っている

んじゃなくて、一緒にそういう対策を取ってもらえばいいのかなと思うんですけれども。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） 現場はですね、やはり現場は周りを見た中で、いいのかどうか見てい

ますけれども、見切れないもんで、基本的には区長さん、いろんな方にお願いしたりで、こ

ういうところがありますよとか町にまた言っていただければ、それはまた見に行きます。ま

た、人数に限りがありますもんで、一応、現場があったとき、現場へ行く途中、そことか見
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ますけれども、きめ細かくちょっと見れないもんで、その辺はまた皆さん方の情報提供をい

ただければ大変ありがたいと思います。 

  また、今、西塚議員が言った国道の135号に関しましては、そういうことでいえば、町か

らも県の土木にそれは要望いたしますもんで、そういう情報提供はまた町のほうにいただけ

れば大変ありがたいなと考えて。町といたしましても、パトロールはいたしますもんで、そ

れ以外、また見落とすところがありますもんで、いろんな面で町民からの情報はまたよろし

くお願いいたしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） これで私の質問は終わります。 

○議長（稲葉義仁君） 以上で、西塚議員の一般質問を終結します。 

  この際、11時15分まで休憩します。 

 

休憩 午前１０時５９分 

 

再開 午前１１時１５分 

 

○議長（稲葉義仁君） 休憩を閉じ再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第２ 議案第３２号 東伊豆町浄化槽法施行条例の一部を改正する条例につ

いて 

○議長（稲葉義仁君） 日程第２ 議案第32号 東伊豆町浄化槽法施行条例の一部を改正する

条例についてを議題といたします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第32号 東伊豆町浄化槽法施行条例の一
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部を改正する条例について、提案理由を申し上げます。 

  東伊豆町押印見直し方針・判断基準を踏まえた押印の見直し等に伴い、条文の整備を図る

必要が生じたことから、議会の議決を求めるものでございます。 

  詳細につきましては、住民福祉課長より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願い

いたします。 

○議長（稲葉義仁君） 住民福祉課長。 

○住民福祉課長（福岡俊裕君） ただいま提案されました議案第32号 東伊豆町浄化槽法施行

条例の一部を改正する条例について御説明いたします。 

  お手元の資料により主な内容を御説明させていただきますので、２枚目、東伊豆町浄化槽

法施行条例の一部改正資料を御覧ください。 

  １番目といたしまして、押印の見直し等に伴い、条例に規定された様式を新たに制定する

規則に委任するための改正で、条例中の様式を削除するとともに、規定の整備を図る内容で

ございます。 

  ２番目といたしまして、法改正による第３条第２項中、浄化槽清掃業の許可の有効期間を

２年とする改正及び３番目といたしまして、その他、字句の改正でございます。 

  附則といたしまして、第１項、この条例は、公布の日から施行し、改正後の東伊豆町浄化

槽法施行条例の規定は、令和３年４月１日から適用する。 

  第２項、この条例の施行前に浄化槽清掃業の許可を受けている者は、この条例第３条第１

項の規定に基づく浄化槽清掃業の許可書の交付を受けた者とみなすということで、以上、簡

単ではございますが、説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（稲葉義仁君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第32号 東伊豆町浄化槽法施行条例の一部を改正する条例についてを採決し

ます。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 
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（賛成者起立） 

○議長（稲葉義仁君） 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第３ 議案第３３号 財産の取得について 

○議長（稲葉義仁君） 日程第３ 議案第33号 財産の取得についてを議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第33号 財産の取得について、提案理由

を申し上げます。 

  去る６月１日に施行された随意契約の結果、契約金額2,194万5,000円で株式会社モリタ東

京支店と売買契約を締結するため、地方自治法第96条第１項第８号及び東伊豆町議会の議決

に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定に基づき、議会の議決を

求めるものでございます。 

  本事業につきましては、東伊豆町消防団第３分団消防ポンプ自動車が導入から28年を経過

し、老朽化等によりまして更新する必要があることから、購入するものであります。 

  詳細につきましては、防災課長より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願いいた

します。 

○議長（稲葉義仁君） 防災課長。 

○防災課長（竹内 茂君） ただいま提案されました議案第33号 財産の取得について、概要

を説明させていただきます。 

  今回契約を締結します消防ポンプ自動車につきましては、平成４年の導入から28年を経過

し、老朽化も進み、部品等の調達が難しくなったことに加え、平成29年３月の自動車運転免

許制度の改正により、平成29年３月以降に普通免許を取得した団員が現ポンプ車の運転がで

きなくなったことなど、今後、入団される団員への対応を考慮し、普通免許で運転が可能な

車両に更新、購入する内容でございます。 

  更新する車両の詳細につきましては、お手元の議案書の３枚目にございます参考資料を御

覧ください。 
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  以上、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いします。 

○議長（稲葉義仁君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

  １番、楠山議員。 

○１番（楠山節雄君） すみません、ちょっと確認をさせてください。 

  通常、備品も含めて工事なんかも競争入札という形になると思うんですけれども、今回、

随意契約の内容になっています。安く抑えるということだと、やはり競争入札だと思います

けれども、消防車は特殊なもので、その辺で随意契約になったのか、その辺の内容を教えて

いただければと思います。 

○議長（稲葉義仁君） 防災課長。 

○防災課長（竹内 茂君） 普通免許で運転できるポンプ車の製造が、今この契約をしたモリ

タ１社しかありませんので、競争入札にすることがそぐわないという内容になりましたので、

随意契約とさせていただきました。 

  以上です。 

○１番（楠山節雄君） 了解です。 

○議長（稲葉義仁君） ほか質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第33号 財産の取得についてを採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（稲葉義仁君） 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第４ 議案第３４号 令和３年度東伊豆町一般会計補正予算（第２号） 

○議長（稲葉義仁君） 日程第４ 議案第34号 令和３年度東伊豆町一般会計補正予算（第２
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号）を議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第34号 令和３年度東伊豆町一般会計補

正予算（第２号）について、提案理由を申し上げます。 

  今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額に6,930万3,000円を追加いたしまして、歳

入歳出予算の総額を55億1,774万6,000円とするものでございます。 

  歳入の主な内容ですが、観光地ワーケーション受入補助事業における県の支出金の増額や

学校給食センター空調設備更新事業における国庫補助金及び教育債を増額措置しております。

また、社会福祉費寄附金といたしまして、１件の御浄財をお寄せいただきましたので、御意

向に沿って活用させていただきます。 

  次に、歳出の主な内容ですが、公共施設等総合管理計画策定委託料や広域入所委託料を増

額しております。その他、早急な対応を要する項目について予算措置をいたしたところであ

ります。 

  必要な財源配分を行った後、財政調整基金からの繰入れ措置をさせていただきましたので、

御理解をお願いいたします。 

  詳細につきましては、総務課長より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願いいた

します。 

○議長（稲葉義仁君） 総務課長。 

○総務課長（村木善幸君） ただいま提案されました議案第34号 令和３年度東伊豆町一般会

計補正予算（第２号）について、概要を御説明いたします。 

  令和３年度東伊豆町の一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによります。 

  歳入歳出予算の補正。 

  第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ6,930万3,000円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ55億1,774万6,000円といたします。 

  第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」によります。 

  地方債の補正。 

  第２条、地方債の追加は、「第２表地方債補正」によります。 
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  恐れ入りますが、６ページ、７ページをお開きください。 

  ２、歳入について御説明いたします。 

  15款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金、補正前の金額に130万8,000円

を追加し、３億271万円といたします。 

  ２節児童保護措置費等負担金、細節１子どものための教育・保育給付費負担金130万8,000

円の増は、広域入所児童１名の追加に伴うものであります。 

  ２項国庫補助金、５目教育費国庫補助金、補正前の金額に530万4,000円を追加し、593万

4,000円といたします。 

  １節教育費補助金、細節15学校施設環境改善交付金530万4,000円の増は、学校給食センタ

ー空調設備更新事業に対する国庫補助金であります。 

  16款県支出金、２項県補助金、９目商工費県補助金、補正前の金額に3,000万円を追加し、

3,033万8,000円といたします。 

  ２節観光費補助金、細節１観光地ワーケーション受入補助金3,000万円の増は、観光地ワ

ーケーション受入事業に対して、県より交付されるものでございます。 

  ８ページ、９ページを御覧願います。 

  19款繰入金、３項基金繰入金、２目財政調整基金繰入金、補正前の金額に1,981万円を追

加し、3,001万1,000円といたします。 

  ２節、細節１財政調整基金繰入金1,981万円の増は、今回の補正における歳入及び歳出予

算調製のため、不足額を補塡措置した内容でございます。 

  21款諸収入、４項２目雑入、補正前の金額に276万6,000円を追加し、6,753万1,000円とい

たします。 

  ９節雑入、細節74コミュニティ防災事業助成金170万円の増は、助成金の決定に伴う増額

措置であります。 

  22款１項町債、６目教育費、補正前の金額に940万円を追加し、940万円といたします。 

  ４節保健体育債、細節１学校給食センター空調設備更新事業940万円の増は、学校給食セ

ンター空調設備更新工事に対する地方債を増額措置いたします。 

  10ページ、11ページを御覧願います。 

  次に、歳出について御説明いたします。 

  ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、補正前の金額に366万3,000円を追加し、

４億6,729万円といたします。 
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  事業コード14総務課一般事務管理事業、１節報酬、細節１会計年度任用職員報酬159万

6,000円の増につきましては、会計年度任用職員１名の採用によるものであります。 

  ５目財産管理費、補正前の金額に310万4,000円を追加し、5,738万8,000円といたします。 

  事業コード５公共施設等総合管理事業、12節委託料、細節１公共施設等総合管理計画策定

委託料275万円の増は、国からの依頼により計画の見直しを行うものであります。 

  12ページ、13ページを御覧願います。 

  ３款民生費、２項児童福祉費、１目児童福祉総務費、補正前の金額に230万3,000円を追加

し、２億1,117万8,000円といたします。 

  事業コード２地域型保育事業、12節委託料、細節３広域入所委託料230万3,000円の増は、

広域入所児童１名の追加に伴うものであります。 

  14ページ、15ページを御覧願います。 

  ６款１項商工費、３目観光費、補正前の金額に3,101万1,000円を追加し、１億1,852万

7,000円といたします。 

  事業コード１地域観光振興対策事業、18節負担金補助及び交付金、細節10観光地ワーケー

ション受入補助金3,000万円の増は、宿泊施設のワーケーション受入れに必要な整備に対し、

補助を行うものであります。 

  16ページ、17ページを御覧願います。 

  ８款１項消防費、４目防災対策費、補正前の金額に131万9,000円を追加し、3,497万7,000

円といたします。 

  事業コード７防災施設等整備事業、17節備品購入費、細節１防災用器具備品131万9,000円

の増は、コミュニティ防災事業助成金の交付決定により、自主防災会等に対するＬＥＤ投光

器を購入するものであります。 

  ９款教育費、６項保健体育費、２目学校給食費、補正前の金額に1,632万4,000円を追加し、

6,651万5,000円といたします。 

  事業コード１学校給食センター事業、14節工事請負費、細節１空調設備更新工事の増は、

国庫補助金や起債を活用し、学校給食センターの空調設備更新工事を行うものです。 

  18ページ、19ページを御覧願います。 

  10款災害復旧費、１項農林水産業施設災害復旧費、１目農業用施設災害復旧費、補正前の

金額に160万円を追加し、172万2,000円といたします。 

  事業コード１農業用施設災害復旧事業、14節工事請負費、細節１災害復旧工事の増は、農
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道クルチガワ線擁壁復旧工事によるものです。 

  恐れ入りますが、３ページへお戻りください。 

  第２表地方債補正でありますが、学校給食センター空調設備更新事業を追加計上しており

ますので、御確認願います。 

  ４ページ、５ページを御覧願います。 

  歳入歳出補正予算事項別明細書で、ただいま説明いたしました内容を総括してあります。 

  まず、歳入ですが、補正前の額54億4,844万3,000円に6,930万3,000円を追加し、55億

1,774万6,000円といたします。 

  次に、歳出ですが、補正前の額54億4,844万3,000円に6,930万3,000円を追加し、55億

1,774万6,000円といたします。 

  次に、補正額の財源内訳ですが、特定財源は国・県支出金が3,712万7,000円の増、地方債

が940万円の増、その他が296万6,000円の増、一般財源を1,981万円の増といたします。 

  以上、簡単ではございますが、概要説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願い

いたします。 

○議長（稲葉義仁君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

  14番。 

○１４番（山田直志君） 11ページの公共施設等総合管理計画委託料の件について伺いたいと

思います。 

  まず１点目が、これは国から令和３年度中に策定を求められているという経過があると思

うんですけれども、とするならば、補正予算ではなくて当初予算で対応すべきものではなか

ったかということが、１つ質問としてあります。 

  ２つ目に、この総合管理計画とざっくりしているんですけれども、委託する内容の範囲と

いうのはどうなってくるのかというのが２点目。 

  ３点目に、当然、この総合管理計画、国で言えば、町が持っている諸施設の延命化をする

なり、場合にあっては、維持管理に係るコストを管理するとかということを国も考えて、こ

ういう計画をつくるように指示しているというところがあると思うんです。そうしますと、

個々の施設における延命化であったり、廃止するとか、こういうような個々計画に関わる問

題も出てくるのかなと思うんですけれども、これらについては、この委託調査等の中ではど

ういうふうに対応されているんでしょうか。 

○議長（稲葉義仁君） 企画調整課長。 
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○企画調整課長（森田七徳君） ただいま３点の御質問でしたので、順次お答えさせていただ

きます。 

  まず、国からの指示に従って、今回補正予算を提出させていただきました。これ当初予算

にのせられたんじゃないかということじゃないかなと思いますが、国の文書の発出が１月26

日になっておりまして、町のほうで確認ができたのが１月末ということなもんですから、ほ

ぼ事務的に予算編成のほうが終了していて間に合わなかったというような事情でございます。 

  今年度中に実施しますと、特別交付税の措置があるということですので、今回、急遽、補

正予算の計上をさせていただきました。 

  また、委託内容の範囲でございますが、これについても国のほうから総合管理計画策定か

ら一定の期間が経過し、国のインフラ長寿命化計画、あるいは令和２年度に見直されたこと

も踏まえて、令和３年度中に個別計画を反映した総合管理計画の見直しを行うようにという

ことと、あと、見直しに当たっての考え方のほうも国から示されておりまして、基本的な事

項ですとかコストの面ですとか、期間の面ですとか、あとは基本的なこと以外にも、できれ

ばこういうことを記載したほうがいいんじゃないかということが細かく明示をされておりま

す。この文書につきましては、ネット上等でも確認ができますので、詳細については確認を

していただくか、また担当課のほうにお尋ねいただければと思います。 

  ３点目の延命化ですとか、それぞれのコストのこと等についてどういうふうに捉えるかと

いうことでございますが、今回は逆に、昨年度、自前で令和２年度に個別計画のほうを町で

策定しておりますので、逆に個別計画を総合計画のほうに反映させろというような趣旨でご

ざいますので、そういった方針に従って計画のほうを見直すというような内容でございます。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 14番。 

○１４番（山田直志君） そうしますと、個別計画が既にできていて総合計画、全体でまとめ

ていくということというふうに思うんですけれども、そうすると、この策定委託料というこ

とでいくと、委託の業務というのはどの範囲を業者に委託をしていくのかという部分が１つ

と、そうすると、やはり今、個別計画の問題でもそうなんだけれども、物によって、道路や

橋梁みたいにもう既にいろんなチェックをして管理しているというものもある反面、この議

会でも問題になっているように、学校なんかの統廃合だとかというようないろんな問題が出

てくると思うんですけれども、こういう問題のことについては、議会や町民の皆さんに原案

的なものを投げかけるとか、そういう機会というものについては、この計画策定の段階で、
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どの辺でそういうものについて配慮、検討しているのか、その辺は予定はありませんか。 

○議長（稲葉義仁君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（森田七徳君） 委託の範囲については、国から示されたものについては基本

的に網羅する内容で委託をかけたいというふうに考えております。その内容については、先

ほどちょっと触れましたとおり、内容についてはかなり細かいものですから、詳細について

は、ちょっとここではお答えのほうは割愛をさせていただきたいと思います。 

  また、それぞれの個別計画でそれぞれの見通しですとか、施設の今後の方針ですとか、そ

ういったことも一定程度は取りまとめが済んでおりますので、それについて今回、総合計画

のほうにリンクをさせていくというような内容でございまして、今のところ、パブリックコ

メント等については、特には計画はしておりません。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 14番。 

○１４番（山田直志君） 課長が言われる国のマニュアルなんかでも、やはり議会及び住民等

については策定前の段階から丁寧に情報提供するというような一項もあるかと思うんですね。

町民にとっても、いろんな施設の言わば廃止やいろんな問題が出てくるということもあるし、

ましてこの計画を国に提出するということになれば、出された計画において、やはり一定、

将来にわたって、町民はその計画に縛られるということがあるわけですから、最低、その策

定の前の段階で、議会や町民に意見を求めるというような手続はマニュアルにも書いてある

わけだから、絶対に私は対応していただきたいなというふうに思いますが、これは町長の政

治判断だと思うんですけれども、いかがですか。 

○議長（稲葉義仁君） 町長。 

○町長（太田長八君） 内容的には、それらの令和２年度でやった個別計画、それがもう基本

になっているという中で、令和２年度のとき……そういう中で、現課はそういう考えでござ

います。自分としてはそういう方向で今回はやらせていただければなと考えております。何

しろ現課の考えの中で、町はちょっとやっていきたい、そう考えておりますので、その辺は

御理解願いたいと思います 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） ほか質疑ございませんか。 

  １番、楠山議員。 

○１番（楠山節雄君） すみません、１点だけちょっと確認をさせてください。 
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  ページ11の一般管理費の中のダイロクキッチンに関わる修繕だとかエアコンの更新だとか

という、金額的には大きくないんですけれども、建物もちょっと老朽化をして、今後大規模

改修みたいなものの危険性というか、そういう危惧というのはないのかなというふうに思っ

ていることと、あと、ここの場所は、場所がダイロクキッチンというふうに言われていると

思うんですけれども、一応ダイロクキッチンの機能はこのままずっと継続をするということ、

その２つをちょっと確認させてください。 

○議長（稲葉義仁君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（森田七徳君） まず、１階部分につきましては、鉄筋コンクリート造りでか

なり強固なものですから、今後特に地震等がなければ、大規模な改修は必要ないかなという

ふうに思います。 

  ２階については、居間のような和室のようなものがありまして、後から乗せた木造建てで、

かなりあちこちが老朽化しているというところはございますので、今後、必要に応じて改修

が必要になるかなという可能性はありますが、現時点では２階の利用についてはそれほど多

くありませんので、大規模の改修のほうは予定をしておりません。 

  また、今後についてですが、町長のほうの行政報告の中でもありましたが、かなり活発に

活用されるようになってきておりまして、４月については25件、５月については15件、また

この中から、利用者の中から空き店舗への出店者も出てくるというような、非常によい流れ

ができているものですから、当面の間は、町としては今までのような活用形態、これを支援

していきたいというように考えております。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） １番、楠山議員。 

○１番（楠山節雄君） 利用頻度もやはり大分増えているということで、前に私も利用させて

いただいたんですけれども、高校生の活動の場みたいな、そういう部分の中で使われていま

すので、ぜひこの辺は町としてから支援をしていただきたいなというふうなことでお願いを

して、終わります。 

○議長（稲葉義仁君） ほか質疑ございませんか。 

  11番、藤井議員。 

○１１番（藤井 明君） 15ページにあります商工費の中で、観光地ワーケーション受入補助

金というのがかなりの金額でついているかと思うんですが、これについてはどのような範囲

を考えているのか、それから、どのような設備投資とかそういう資格が必要かとかいうこと
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についてお知らせいただきたいと思います。 

○議長（稲葉義仁君） 観光産業課長。 

○観光産業課長（山田義則君） この観光地ワーケーションの受入費でございますが、この補

助金の範囲ということなんですけれども、一応、宿泊業者がこの補助金の対象となっており

まして、ワーケーションの受入れをする、その宿泊施設のワークスペースの改修及びワーク

スペースに置く備品、あとＷｉ－Ｆｉ環境、こちらの整備が一応この対象になるということ

になっております。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 11番、藤井議員。 

○１１番（藤井 明君） そうしますと、これについては、どのような募集の仕方といいます

か、周知徹底の仕方を考えているんでしょうか。 

○議長（稲葉義仁君） 観光産業課長。 

○観光産業課長（山田義則君） 募集についてですが、これは事業者がもう特定されておりま

す。まず、この事業をやるかどうかということで、県の補助金を使うことですから、一応そ

の募集というか意向調査を行いました。そういう中で、一応、協会のほうを通して募集を行

ったところ、16の事業者から希望がありましたので、この事業を活用してやろうということ

で、今後、この予算が通りましたら、県のほうに正式に補助の申請を上げまして、その後、

さらに協会を通してやることはもちろんなんですけれども、一応、広く、協会に入っていな

い事業者もありますので、いろんな広報の仕方、例えば回覧ですとか、あと情報配信メール

とか、そういう媒体を利用しまして広報に努めたいと思います。 

  以上です。 

○１１番（藤井 明君） 了解です。 

○議長（稲葉義仁君） ほか質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第34号 令和３年度東伊豆町一般会計補正予算（第２号）を採決します。 

  この採決は起立によって行います。 
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  本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（稲葉義仁君） 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第５ 議案第３５号 令和３年度東伊豆町国民健康保険特別会計補正予算 

             （第１号） 

○議長（稲葉義仁君） 日程第５ 議案第35号 令和３年度東伊豆町国民健康保険特別会計補

正予算（第１号）を議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第35号 令和３年度東伊豆町国民健康保

険特別会計補正予算（第１号）について、提案理由を申し上げます。 

  今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ283万2,000円を増額し、歳入歳

出予算の総額をそれぞれ17億2,581万5,000円とするものであります。 

  主な内容を申し上げますと、歳入では、保険給付費と保健事業費の増額に伴う県支出金の

増額であります。歳出につきましては、保険給付費である傷病手当金の増額、また、特定健

診等の保健事業費の増額が主な内容であります。 

  詳細につきましては、健康づくり課参事より説明いたさせますので、よろしく御審議をお

願いいたします。 

○議長（稲葉義仁君） 健康づくり課参事。 

○健康づくり課参事（齋藤和也君） ただいま提案されました議案第35号 令和３年度東伊豆

町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について、概要を説明させていただきます。 

  令和３年度東伊豆町の国民健康保険特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところに

よります。 

  歳入歳出予算の補正。 

  第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ283万2,000円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ17億2,581万5,000円といたします。 
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  第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」によります。 

  恐れ入りますが、５ページ、６ページをお開きください。 

  歳入の主な内容について説明させていただきます。 

  ４款県支出金、１項県補助金、１目保険給付費等交付金、補正前の額に283万2,000円を追

加し、12億6,282万6,000円といたします。 

  ２節特別交付金、細節１保険者努力支援分186万6,000円の増、細節２特別調整交付金96万

6,000円の増は、特定検診受診勧奨対策の保健事業やコロナウイルス感染症に係る保険給付

費の傷病手当金の計上による交付金の増額補正です。 

  ７ページ、８ページをお開きください。 

  次に、歳出の主な内容について説明させていただきます。 

  ２款保険給付費、６項傷病手当諸費、１目傷病手当金、補正前の額に50万円を増額し、50

万円といたします。 

  18節負担金補助及び交付金、細節１傷病手当金50万円の増は、国の財政支援延長に伴い、

新型コロナウイルス感染症に係る傷病手当金を計上するものです。 

  ６款保健事業費、２項１目特定健康診査等事業費、補正前の額に233万2,000円を増額し、

2,424万8,000円といたします。 

  12節委託料、細節３特定検診受診者フォローアップ委託料233万2,000円の増は、特定検診

受診者のうち、医療機関への受診が必要と判定された該当者に対し、受診勧奨や保健指導を

実施するための事業費となります。 

  恐れ入りますが、３ページ、４ページへお戻りください。 

  ただいま御説明いたしました内容を歳入歳出補正予算事項別明細書に総括してあります。 

  まず、歳入ですが、合計で申し上げます。補正前の額17億2,298万3,000円に283万2,000円

を増額いたしまして、17億2,581万5,000円といたします。 

  次に、歳出ですが、補正前の額17億2,298万3,000円に283万2,000円を増額いたしまして、

17億2,581万5,000円といたします。 

  次に、補正額の財源内訳ですが、全て特定財源の国・県支出金となります。 

  以上、簡単ではございますが、概要説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願い

いたします。 

○議長（稲葉義仁君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 
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  14番、山田議員。 

○１４番（山田直志君） 歳出項目についてお伺いします。 

  まず１つ、傷病手当については、コロナ感染の関係での傷病手当という御説明なんですけ

れども、これは、当然感染者、またそういう関係の中で、傷病手当を支出しなかった場合と

いうのは、これは返還という形の対応になるのか。ちょっとこの名称が、コロナの感染とい

うことでの傷病手当なので、その辺の考え方についてお伺いしたいのが１点。 

  ２点目に、このフォローアップの委託料の関係なんですけれども、この町の計画の中では、

いわゆる要検査等々の方々等含めて、大体何名ぐらいを対象にしているのかという部分。ど

ういった、要検査や何かが必要になった人が100名いて、そのうちの50名なのか、30名なの

か、こういうところはどういうふうになっていますか。 

○議長（稲葉義仁君） 健康づくり課参事。 

○健康づくり課参事（齋藤和也君） まず１点目の傷病手当金につきましては、給与等の支払

いを受けている被保険者のうち、新型コロナウイルス感染症に感染した者、または発熱等の

症状があり、感染が疑われる者に対して支給するというような形になりますけれども、労務

に服することができなくなった期間のうち、最少の３日を経過した日から、そのできない期

間の間ということになりますが、ただし、休業収入等で受けられる場合は対象となりません

ので、そういった形で、もし給与の支払いがない方について支給するというような形になり

ます。これは精算について等というのは、事業主のほうからの証明等を出してもらいますの

で、そこで金額を決定して支払うというような形になります。 

  次に、特定健診の受診者フォローアップの事業の対象者につきましては、電話による受診

勧奨を180名程度見込んでおります。また、面談による受診者につきましては70名程度を見

込んでおるというような内容となります。 

  以上です。 

○議長（稲葉義仁君） 14番、山田議員。 

○１４番（山田直志君） コロナの感染対象者は分かったんですけれども、いわゆる申請がな

くて執行しなかった場合の対応というのは、これは返還ということになるんでしょうか。 

○議長（稲葉義仁君） 健康づくり課参事。 

○健康づくり課参事（齋藤和也君） 対象者がいなければ、国のほうの補助金等の申請をいた

しませんので、返還等というのはありません。ちなみに、昨年度も実績はゼロでした。 

  以上です。 
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○議長（稲葉義仁君） ほか質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第35号 令和３年度東伊豆町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）を採

決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（稲葉義仁君） 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

  この際、午後１時まで休憩とします。 

 

休憩 午前１１時５５分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（稲葉義仁君） 休憩を閉じ再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第６ 議案第３６号 令和３年度東伊豆町水道事業会計補正予算（第１号） 

○議長（稲葉義仁君） 日程第６ 議案第36号 令和３年度東伊豆町水道事業会計補正予算

（第１号）を議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第36号 令和３年度東伊豆町水道事業会

計補正予算（第１号）について、提案理由を申し上げます。 
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  今回の補正予算は、予算第３条に定めた収益的支出の既決予定額に270万円を追加し、総

額を４億273万9,000円といたします。 

  また、予算第４条に定めた資本的支出の既決予定額から220万円を減額し、総額を４億

4,031万2,000円とするものであります。 

  補正内容につきましては、委託料の４条から３条への振替と雑支出の不足を増額する内容

となっております。 

  詳細につきましては水道課長より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願いいたし

ます。 

○議長（稲葉義仁君） 水道課長。 

○水道課長（鈴木貞雄君） ただいま提案されました議案第36号 令和３年度東伊豆町水道事

業会計補正予算（第１号）について、概要を説明させていただきます。 

  総則。 

  第１条、令和３年度東伊豆町水道事業会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところに

よります。 

  収益的支出の補正。 

  第２条、令和３年度東伊豆町水道事業会計予算（以下「予算」という）第３条に定めた収

益的支出の予定額を、次のとおり補正いたします。 

  支出、第１款水道事業費用、既決予定額４億３万9,000円に270万円を追加し、４億273万

9,000円といたします。 

  第１項営業費用、既決予定額３億8,435万3,000円に220万円を追加し、３億8,655万3,000

円といたします。 

  資本的支出の補正。 

  第３条、予算第４条本文括弧書き中、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額４

億4,251万2,000円を４億4,031万2,000円に、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整

額3,394万6,000円を3,072万4,000円に、過年度分損益勘定留保資金107万7,000円を3,604万

5,000円に、当年度分損益勘定留保資金１億7,333万1,000円を１億3,938万5,000円に改め、

資本的支出の予定額を次のとおり補正いたします。 

  支出、第１款資本的支出、既決予定額４億4,251万2,000円から220万円を減額し、４億

4,031万2,000円といたします。 

  第１項建設改良費、既決予定額３億4,380万4,000円から220万円を減額し、３億4,160万
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4,000円といたします。 

  恐れ入りますが、８ページ、９ページをお開きください。 

  参考資料により主な補正内容を説明させていただきます。 

  初めに、収益的支出についてですが、１款水道事業費用、１項営業費用、２目配水及び給

水費、19節委託料220万円の増は、白田地区漏水調査業務委託料を４条予算から３条予算へ

振替するための増額であります。 

  ２項営業外費用、３目雑支出、１節その他雑支出50万円の増は、過年度分軽減還付金が不

足するため、増額する内容であります。 

  次に、資本的支出についてですが、１款資本的支出、１項建設改良費、５目調査費、19節

委託料220万円の減は、先ほど説明させていただきました委託料を４条から３条へ振替する

ための減額であります。 

  以上、簡単ではございますが、概要説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願い

いたします。 

○議長（稲葉義仁君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第36号 令和３年度東伊豆町水道事業会計補正予算（第１号）を採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（稲葉義仁君） 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第７ 報告第１号 令和２年度東伊豆町一般会計繰越明許費繰越計算書の報 

            告について 

○議長（稲葉義仁君） 日程第７ 報告第１号 令和２年度東伊豆町一般会計繰越明許費繰越
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計算書の報告についてを議題とします。 

  町長より報告を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました報告第１号 令和２年度東伊豆町一般会計繰

越明許費繰越計算書の報告について、提案理由を申し上げます。 

  本件につきましては、地域公共交通対策事業、漁港整備事業、道路新設改良事業、新型コ

ロナウイルス感染症対策事業（商工費）及び（教育費）、道路災害復旧事業、計６事業の総

額１億2,833万円のうち7,998万円を令和３年度に繰り越しましたので、地方自治法施行令第

146条第２項の規定により、繰越計算書を調製し、ここに報告するものであります。 

  詳細につきましては、総務課長より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願いいた

します。 

○議長（稲葉義仁君） 総務課長。 

○総務課長（村木善幸君） ただいま提案されました報告第１号 令和２年度東伊豆町一般会

計繰越明許費繰越計算書の報告について、御説明させていただきます。 

  本件につきましては、令和３年東伊豆町議会３月定例会において、東伊豆町一般会計補正

予算により、繰越明許費の設定を御承認いただきました６事業につきまして、それぞれの繰

越額が確定しましたので、地方自治法施行令第146条第２項の規定により、議会に報告する

ものであります。 

  内容につきましては、令和２年度東伊豆町一般会計繰越明許費繰越計算書に記載しており

ます地域公共交通対策事業では、鉄道施設老朽化対策事業補助金が83万円、漁港整備事業で

は白田漁港津波対策整備工事が3,292万円、新型コロナウイルス感染症対策事業（商工費）

では、臨時交付金事業の第２次誘客対策観光協会補助金1,510万円とクラウドファンディン

グ商工会補助金200万円、計1,710万円、道路新設改良事業では、湯ケ岡赤川線改良工事が

1,200万円、新型コロナウイルス感染症対策事業（教育費）では、臨時交付金事業のＧＩＧ

Ａスクール整備事業1,247万4,000円及び感染症対策の備品、消耗品購入費335万6,000円、計

1,583万円、道路災害復旧事業では白田８号線舗装工事が130万円、計６事業合計で7,998万

円を令和３年度へ繰り越すものであります。 

  以上、簡単ではありますが、概要説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（稲葉義仁君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 
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  14番、山田議員。 

○１４番（山田直志君） すみません、総務課のこの地域交通対策事業の関係なんですけれど

も、ほかの関係は事業執行についてそれぞれ期間があったり、工事ですからいろいろ、工事

できたり、できなかったりという理由があるかと思うんですけれども、この事業について繰

越しとなった要因というのはどういう内容になるんでしょうか。 

○議長（稲葉義仁君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（森田七徳君） この繰越しについてでございますが、これは伊豆急行のほう

が、伊豆急行線の施設の老朽化対策をずっと進めております。これに対して、これ実は平成

元年から２年にも繰り越しておりまして、その際には、ちょっと用地の交渉がうまくいかな

くて、工期が間に合わなくなって繰越しを２年にしております。そういった関係で２年度の

計画自体がかなり事業が膨らんでおりました。その膨らんでいる上にコロナ禍ということで、

請負業者のほうが工事現場に入れないという期間がかなりございまして、その影響で工事が

遅延して繰り越すことになったという内容でございます。 

○議長（稲葉義仁君） ほか質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  以上で報告を終わります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第８ 同意案第９号 東伊豆町教育委員会委員の任命について 

○議長（稲葉義仁君） 日程第８ 同意案第９号 東伊豆町教育委員会委員の任命についての

同意を求める件を議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました同意案第９号 東伊豆町教育委員会委員の任

命について説明いたします。 

  東伊豆町教育委員会委員に下記の者を任命することにつきまして、地方教育行政の組織及

び運営に関する法律第４条第２項の規定により、議会の同意を求めるものであります。 
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  住所、賀茂郡東伊豆町白田。 

  氏名、金田かなみ。 

  提案理由を申し上げます。 

  現任者が令和３年７月10日をもって任期満了となるため、新たに教育委員会委員を任命す

るものであります。金田氏の略歴は別紙のとおりでございます。 

  以上、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（稲葉義仁君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  お諮りします。ただいま議題となっております同意案第９号 東伊豆町教育委員会委員の

任命についてを採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案は原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（稲葉義仁君） 起立多数です。よって、本案は原案のとおり同意することに決しまし

た。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第９ 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 

○議長（稲葉義仁君） 日程第９ 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦についてを議題と

します。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について。下記の者を人権擁

護委員の候補者として推薦したいので、議会の意見を求めるものであります。 
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  住所、賀茂郡東伊豆町白田。 

  氏名、吉間武久。 

  提案理由を申し上げます。 

  現在、御活躍いただいております吉間武久氏の任期が令和３年６月30日をもって満了とな

りますので、再任をお願いするものであります。 

  以上、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（稲葉義仁君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  お諮りします。諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦についてを採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案は原案のとおり適任とすることに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（稲葉義仁君） 起立多数です。よって、本案は原案のとおり適任とすることに決しま

した。 

  この際、１時25分まで休憩といたします。 

 

休憩 午後 １時１５分 

 

再開 午後 １時２５分 

 

○議長（稲葉義仁君） 休憩を閉じ再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１０ 静岡県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙 

○議長（稲葉義仁君） 日程第10 静岡県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙を行います。 
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  静岡県後期高齢者医療広域連合議会につきましては、広域連合規約第７条の規定により、

20人をもって組織することとされています。その中で、町議会議員の区分から４人を選出す

ることとされています。 

  このたび町議会議員から選出すべき議員のうち１人が欠員となり、その補充のため候補者

を募ったところ、選挙すべき定数を超えましたので、投票による選挙を行うものです。 

  この選挙は、広域連合規約第８条の規定により、全ての町議会における得票総数により当

選人を決定することになりますので、会議規則第33条第２項の規定に基づく選挙結果の報告

のうち、当選人の報告及び当選人への告知は行えません。 

  そこでお諮りいたします。選挙結果については、会議規則第33条第２項の規定にかかわら

ず、有効投票のうち、候補者の得票数までを広域連合に報告することとしたいと思いますが、

御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 異議なしと認めます。よって、選挙結果の報告については、会議規則

第33条第２項の規定にかかわらず、有効投票のうち、候補者の得票数までを広域連合に報告

することに決定いたしました。 

  選挙は投票で行います。 

  議場の出入口を閉鎖します。 

（議場閉鎖） 

○議長（稲葉義仁君） ただいまの出席議員は12名です。 

  次に、立会人の指名を行います。 

  会議規則第32条第２項の規定によって、立会人に11番、藤井議員及び12番、鈴木議員を指

名します。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 異議なしと認めます。よって、両名が立会人に決定しました。 

  候補者名簿をお配りします。 

（候補者名簿配付） 

○議長（稲葉義仁君） 候補者名簿の配付漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 配付漏れなしと認めます。 

  これより投票用紙を配ります。 
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（投票用紙配付） 

○議長（稲葉義仁君） 念のため申し上げます。投票用紙は単記無記名となっております。 

  投票用紙の配付漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 配付漏れなしと認めます。 

  投票箱を点検します。 

（投票箱点検） 

○議長（稲葉義仁君） 異状なしと認めます。 

  投票用紙に被選挙人の氏名を記入の上、議会事務局長が議席番号と氏名を読み上げますの

で、順次投票願います。 

○議会事務局長（国持健一君） １番楠山議員、２番笠井議員、３番稲葉議員、５番栗原議員、 

               ６番西塚議員、７番須佐議員、８番村木議員、10番内山議員、 

               11番藤井議員、12番鈴木議員、13番定居議員、14番山田議員。 

（投 票） 

○議長（稲葉義仁君） 投票漏れはありませんか。 

（発言する人なし） 

○議長（稲葉義仁君） 投票漏れなしと認めます。 

  投票を終わります。 

  これより開票を行います。 

  11番、藤井議員及び12番、鈴木議員は開票の立会いをお願いします。壇上へお越しくださ

い。 

（開 票） 

○議長（稲葉義仁君） これより選挙の結果を報告します。 

  投票総数12票、これは先ほどの出席議員数に符合しております。 

  有効投票12票、無効投票ゼロ票です。 

  有効投票のうち、藤井議員９票、増山議員３票、以上のとおりです。 

  議場の出口を開きます。 

（議場開鎖） 

 

───────────────────────────────────────────────── 
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◎日程第１１ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査について 

○議長（稲葉義仁君） 日程第11 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査についてを議題と

します。 

  議会運営委員長から、会議規則第75条の規定によってお手元にお配りした本会議の会期日

程等議会の運営に関する事項について、閉会中の継続調査の申出があります。 

  お諮りします。申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（稲葉義仁君） 異議なしと認めます。したがって、委員長からの申出のとおり、閉会

中の継続調査とすることに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会の宣告 

○議長（稲葉義仁君） これで本日の日程は全て終了しました。 

  会議を閉じます。 

  令和３年東伊豆町議会第２回定例会を閉会します。 

  長時間、御苦労さまでございました。 

 

閉会 午後 １時３９分 
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